
引
用
・
参
考
文
献
一
覧

第
一
編

　
第
一
章

　
　
第
一
節

岩
出
貞
夫
『
新
版
気
象
の
事
典
』（
㈱
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
四
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
町
総
務
部
秘
書
広
報
室
『
ミ
ニ
町
勢
要
覧
』（
大
口
町
、
二
〇
二
二
年
）

金�

子
大
輔
『
図
解
身
近
に
あ
ふ
れ
る
「
気
象
・
天
気
」
が
三
時
間
で
わ
か
る
本
』（
明

日
香
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）

環
境
庁　

企
画
調
整
局
計
画
調
査
室
『
環
境
白
書
』（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
九
一
年
）

日
下
博
幸
・
藤
部
文
昭
『
日
本
気
候
百
科
』（
丸
善
出
版
株
式
会
社
、
二
〇
一
八
年
）

下
中
郁
彦
『
愛
知
県
の
地
名
』（
株
式
会
社
平
凡
社
、
一
九
八
一
年
）

日
本
気
象
予
報
士
会
『
身
近
な
気
候
事
典
』（
松
林
孝
至
、
二
〇
一
一
年
）

日�

本
自
然
災
害
学
会
『
自
然
災
害
科
学
・
防
災
の
百
科
事
典
』（
丸
善
出
版
株
式
会
社
、

二
〇
二
二
年
）

『
古
代
の
五
条
川
水
系
と
そ
の
周
辺
』（
小
池
昭
、
一
九
八
三
年
）

「
台
風
七
号
東
海
を
直
撃
」『
中
日
新
聞
』
一九
八
八
年
九
月
二
十
二
日
、
夕
刊
、一面
）

「
台
風
七
号
一
〇
人
死
亡　

四
人
不
明
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
八
八
年
九
月
二
十
三
日
、

一
面
）

　
　

第
二
節

動
物
編

愛�

知
県
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー
『
愛
知
県
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
あ
い
ち
二
〇
二
〇
―
動
物
編
―
』（
愛
知
県
環
境
局
環
境
政
策
部
自

然
環
境
政
策
課
、
二
〇
二
〇
年
）

愛�

知
県
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー
『
愛
知
県
の
外
来
種
ブ
ル
ー
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
あ
い
ち
二
〇

二
〇
』（
愛
知
県
環
境
局
環
境
政
策
部
自
然
環
境
課
、
二
〇
二
一
年
）

愛�

知
県
環
境
部
自
然
環
境
課
『
愛
知
県
の
生
物
多
様
性
グ
リ
ー
ン
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
あ
い

ち
二
〇
一
八
哺
乳
類
・
鳥
類
・
爬
虫
類
編　

両
生
類
編　

汽
水
・
淡
水
魚
類
編　

昆

虫
編　

ク
モ
編　

苔
類
・
ツ
ノ
ゴ
ケ
類
編
』（
愛
知
県
環
境
部
自
然
環
境
課
、
二
〇

一
九
年
）

愛�

知
県
環
境
部
自
然
環
境
保
全
室
『
昆
虫
の
観
察　

自
然
に
親
し
む
た
め
に
』（
愛
知

県
環
境
部
自
然
環
境
保
全
室
、
一
九
九
八
年
）

阿�

部
永
・
石
井
信
夫
・
伊
藤
徹
魯
・
金
子
之
史
・
前
田
喜
四
雄
・
三
浦
慎
悟
・
米
田
政

明
『
日
本
の
哺
乳
類
〔
改
訂
第
二
版
〕』（
東
海
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）

内
山
り
ゅ
う
『
田
ん
ぼ
の
生
き
物
図
鑑
』（
山
と
渓
谷
社
、
二
〇
一
三
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

泰
司
紀
之
・
井
部
真
理
子
・
増
田
泰
『
野
生
動
物
の
交
通
事
故
対
策
―
エ
コ
ロ
ー
ド

事
始
め
』（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
八
年
）

金�

子
弥
生
「
ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ
群
れ
生
活
も
行
う
イ
タ
チ
科
大
型
種
」（
増
田
隆
一
『
日

本
の
食
肉
類
―
生
態
系
の
頂
点
に
立
つ
哺
乳
類
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八

年
）

川�

口
敏
『
死
物
学
の
観
察
ノ
ー
ト　

身
近
な
哺
乳
類
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
』（
Ｐ
Ｈ

Ｐ
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
）

川�
邊
透
『
昆
虫
探
検
図
鑑
一
六
〇
〇
―
写
真
検
索
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
付
―
』（
全
国
農
村

教
育
協
会
、
二
〇
一
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
九
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
九
年
）

佐�

々
木
浩
「
シ
ベ
リ
ア
イ
タ
チ
国
内
外
来
種
と
は
な
に
か
」（
山
田
文
雄
・
池
田
透
・

小
倉
剛
『
日
本
の
外
来
哺
乳
類
―
管
理
戦
略
と
生
態
系
保
全
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
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二
〇
一
一
年
）

佐�
藤
正
孝
・
安
藤
尚
『
愛
知
の
動
物　

愛
知
文
化
シ
リ
ー
ズ
（
三
）』（
愛
知
県
郷
土

資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

鈴�

木
聡
「
ニ
ホ
ン
イ
タ
チ
在
来
種
と
国
内
外
来
種
」（
増
田
隆
一
『
日
本
の
食
肉
類
―

生
態
系
の
頂
点
に
立
つ
哺
乳
類
』
所
収
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
）

寺
山
守
・
須
田
博
久
『
日
本
産
有
剣
ハ
チ
類
図
鑑
』（
東
海
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
六

年
）

細�

谷
和
海
『
山
渓
ハ
ン
デ
ィ
図
鑑
一
五
増
補
改
訂
日
本
の
淡
水
魚
』（
山
と
渓
谷
社
、

二
〇
一
九
年
）

真�

木
広
造
・
大
西
敏
一
・
五
百
澤
日
丸
『
決
定
版
日
本
の
野
鳥
六
五
〇
』（
平
凡
社
、

二
〇
一
四
年
）

町
田
龍
一
郎
『
く
ら
べ
て
わ
か
る
甲
虫
一
〇
六
二
種
』（
山
と
渓
谷
社
、
二
〇
一
九
年
）

望�

月
宏
美
・
山
口
隆
子
「
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
の
北
上
に
関
す
る
生
気
候
学
的
研

究
」『
日
本
生
気
象
学
会
雑
誌
』
五
十
七
巻
四
号
（
日
本
生
気
象
学
会
、
二
〇
二
一

年
）

矢�

崎
充
彦
「
愛
知
県
に
侵
入
し
た
キ
マ
ダ
ラ
カ
メ
ム
シ
」『
月
刊
む
し
』
四
九
一
号
二

〇
一
二
年
一
月
号
（
む
し
社
、
二
〇
一
二
年
）

吉�

田
昇
「
大
口
町
に
お
け
る
野
生
動
物
の
交
通
事
故
死
記
録
、
標
本
化
に
つ
い
て
」
大

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
平
成
三
十
年
度
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
研
究
紀
要
重

XVI
』
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
九
年
）

植
物
編

愛�

知
県
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー
『
愛
知
県
の
外
来
種
ブ
ル
ー
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
あ
い
ち
二
〇

二
〇
』（
愛
知
県
環
境
局
環
境
政
策
部
自
然
環
境
課
、
二
〇
二
一
年
）

愛�

知
県
環
境
部
自
然
環
境
課
『
愛
知
県
の
生
物
多
様
性
グ
リ
ー
ン
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
あ
い

ち
二
〇
一
七
維
管
束
植
物
編
』（
愛
知
県
環
境
部
自
然
環
境
課
、
二
〇
一
七
年
）

一
般
財
団
法
人
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
『
最
新
日
本
の
外
来
生
物
』（
平
凡
社
、
二

〇
一
九
年
）

内
山
り
ゅ
う
『
田
ん
ぼ
の
生
き
物
図
鑑
』（
山
と
渓
谷
社
、
二
〇
一
三
年
）

角
野
康
郎
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
日
本
の
水
草
』（
文
一
総
合
出
版
、
二
〇
一
四
年
）

廣�

田
伸
七
『
ミ
ニ
雑
草
図
鑑
～
雑
草
の
見
分
け
方
～
』（
全
国
農
村
教
育
協
会
、
二
〇

一
四
年
）

森�

昭
彦
『
帰
化
＆
外
来
植
物
見
分
け
方
マ
ニ
ュ
ア
ル
九
五
〇
種
』（
秀
和
シ
ス
テ
ム
、

二
〇
二
〇
年
）

『
愛
知
県
樹
木
誌
』（
小
林
元
男
、
二
〇
一
二
年
）

『
濃
尾
平
野
の
歴
史
一
原
始
古
代
編
』（
小
池
昭
、
一
九
八
二
年
）

　
第
二
章

　
　
第
一
節

愛�

知
県
丹
羽
郡
教
育
会
『
丹
羽
郡
誌
・
丹
羽
郡
制
史
』（
株
式
会
社
名
著
出
版
、
一
九

七
四
年
）

入
鹿
池
史
編
纂
委
員
会
『
入
鹿
池
史
』（
入
鹿
池
用
水
土
地
改
良
区
、
一
九
九
四
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

北�

原
糸
子
・
松
浦
律
子
・
木
村
玲
欧
『
日
本
歴
史
災
害
事
典
』（
株
式
会
社
吉
田
弘　
　

文
館
、
二
〇
一
二
年
）

『
今
も
い
き
る
、
濃
尾
地
震　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
〇
、
日
本
市
場
最
大
の
直
下
地

震
』（
社
団
法
人
中
部
建
設
協
会
、
二
〇
一
一
年
）
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第
二
節

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

別
編　

自
然
』（
愛
知
県
、
二
〇
一
〇
年
）

愛�

知
県
『
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
等
の
概
要
』（
二
〇
一
一
年
三
月
十
六
日
）、

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/uploaded/attachm

ent/389664.pdf

、
二
〇
二
三

年
十
一
月
二
日
参
照

一般
社
団
法
人
中
部
地
域
づ
く
り
協
会
『
自
然
に
学
び
自
然
に
備
え
る
』（
二
〇
一七
年
）

北�

原
糸
子
・
松
浦
律
子
・
木
村
玲
欧
『
日
本
歴
史
災
害
事
典
』（
株
式
会
社
吉
田
弘　
　

文
館
、
二
〇
一
二
年
）

内�

閣
府
「『
防
災
情
報
の
ペ
ー
ジ
』
阪
神
・
淡
路
大
震
災
教
訓
情
報
資
料
集　

阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
概
要
」
内
閣
府
、https://w

w
w
.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/

hanshin_aw
aji/earthquake/index.htm

l
、
二
〇
二
三
年
十
一
月
二
日
参
照

名
古
屋
地
方
気
象
台
『
愛
知
県
災
害
誌
』（
愛
知
県
、
一
九
七
〇
年
）

「
愛
知
北
西
部
豪
雨　

復
旧
に
奔
走
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
七
年
七
月
十
六
日
）

「
愛
知
・
岐
阜
で
豪
雨　

小
牧
な
ど
床
下
浸
水
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
七
年
八
月
一

九
日
）

「
犬
山
・
小
牧
一
二
〇
ミ
リ
、
美
濃
加
茂
八
九
ミ
リ　

短
時
間
に
局
地
的
豪
雨
」『
中
日

新
聞
』（
二
〇
一
七
年
七
月
十
五
日
）

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨　

怖
さ
ま
ざ
ま
ざ
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
一
年
八
月
二
十
四
日
）

「
豪
雨
被
害　

各
地
で
深
刻
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
〇
〇
年
九
月
十
三
日
、
近
郊
版
）

「
豪
雨
被
災
の
傷
い
や
し
て
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
〇
〇
年
十
月
二
十
二
日
、
尾
張
版
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
五
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
一
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
二
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
四
年
七
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
七
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
八
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
八
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
八
年
）

「
善
意
の
輪　

広
が
る
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
五
年
一
月
二
十
日
、
近
郊
版
）

「
戸
惑
う
住
民　

祈
る
思
い
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
七
年
七
月
十
五
日
）

「
阪
神
大
震
災
の
被
災
者
を
支
援
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
九
五
年
二
月
十

一
日
）

「
東
日
本
大
震
災
一
一
年
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
二
二
年
三
月
十
一
日
）

『
忘
れ
な
い
、
東
海
豪
雨　

東
海
豪
雨
か
ら
十
年
』（
社
団
法
人　

中
部
建
設
協
会
、
二

〇
一
〇
年
）

第
二
編

　
序　
章

　
　
第
一
節

愛
知
県
一
宮
建
設
事
務
所
『
白
木
遺
跡
』（
愛
知
県
一
宮
建
設
事
務
所
、
二
〇
二
二
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
一　

原
始
・
古
代
』（
愛
知
県
、
二

〇
一
六
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
一　

考
古
一　

旧
石
器
・
縄
文
』

（
愛
知
県
、
二
〇
〇
二
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
二　

考
古
二　

弥
生
』（
愛
知
県
、

二
〇
〇
三
年
）

愛�
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
三　

考
古
三　

古
墳
』（
愛
知
県
、

二
〇
〇
五
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
四　

考
古
四　

飛
鳥
～
平
安
』（
愛

知
県
、
二
〇
一
〇
年
）

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
六　

古
代
一
』（
愛
知
県
、
一
九
九
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九
年
）

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
七　

古
代
二
』（
愛
知
県
、
二
〇
〇

九
年
）

犬
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

通
史
編　

上
』（
犬
山
市
、
一
九
九
七
年
）

大
口
町
教
育
委
員
会
『
向
江
遺
跡
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
〇
年
）

大
口
町
教
育
委
員
会
『
下
林
遺
跡
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一
年
）

大
口
町
教
育
委
員
会
『
仁
所
野
遺
跡
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
三
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
文
化
財
保
護
委
員
会
『
北
替
地
遺
跡　

大
御
堂
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』（
大　

口
町
文
化
財
保
護
委
員
会
、
一
九
六
五
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

原
始
・
古
代
編
』（
大
口
町
教

育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

古
代
・
中
世
編
』（
大
口
町
教

育
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年
）

江
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
江
南
市
史　

本
文
編
』（
江
南
市
、
二
〇
〇
一
年
）

名�

古
屋
市
博
物
館
『
名
古
屋
市
博
物
館
資
料
叢
書
二　

倭
名
類
聚
抄
』（
名
古
屋
市
博

物
館
、
一
九
九
二
年
）

西
村
大
民
『
尾
北
の
歴
史
』（
西
濃
印
刷
株
式
会
社
、
一
九
七
六
年
）

　
　
第
二
節

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
二　

中
世
一
』（
愛
知
県
、
二
〇　

一
八
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
三　

中
世
二
・
織
豊
』（
愛
知
県
、

二
〇
一
八
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
八　

中
世
一
』（
愛
知
県
、
二
〇　

〇
一
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
九　

中
世
二
』（
愛
知
県
、
二
〇　

〇
五
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十　

中
世
三
』（
愛
知
県
、
二
〇　

〇
九
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
一　

織
豊
一
』（
愛
知
県
、
二
〇

〇
三
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
二　

織
豊
二
』（
愛
知
県
、
二
〇

〇
七
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
三　

織
豊
三
』（
愛
知
県
、
二
〇

一
一
年
）

犬
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

通
史
編　

上
』（
犬
山
市
、
一
九
九
七
年
）

大
口
町
教
育
委
員
会
『
小
口
城
址
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）

大�

口
町
教
育
委
員
会
『
小
口
城
跡
範
囲
確
認
発
掘
調
査
報
告
書
』（
大
口
町
教
育
委
員

会
、
二
〇
一
二
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

古
代
・
中
世
編
』（
大
口
町
教

育
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

織
豊
期
編
』（
大
口
町
教
育
委

員
会
、
二
〇
〇
四
年
）

江
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
江
南
市
史　

本
文
編
』（
江
南
市
、
二
〇
〇
一
年
）

財�
団
法
人
愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
堀
尾

氏
邸
宅
跡
』（
愛
知
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）

堀�

尾
吉
晴
公
共
同
研
究
会
『
堀
尾
吉
晴
公
共
同
研
究
会
報
告
書
』（
堀
尾
吉
晴
公
共
同

研
究
会
、
二
〇
二
一
年
）
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第
三
節

愛�
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
四　

近
世
一
』（
愛
知
県
、
二
〇　

一
九
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
五　

近
世
二
』（
愛
知
県
、
二
〇　

一
九
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
六　

近
世
二　

尾
西
・
尾
北
』

（
愛
知
県
、
二
〇
〇
六
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
二
十
一　

近
世
七　

領
主
一
』（
愛

知
県
、
二
〇
一
四
年
）

犬
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

通
史
編　

上
』（
犬
山
市
、
一
九
九
七
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

近
世
編
』（
大
口
町
教
育
委
員

会
、
二
〇
〇
五
年
）

江
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
江
南
市
史　

本
文
編
』（
江
南
市
、
二
〇
〇
一
年
）

小
牧
市
史
編
集
委
員
会
『
小
牧
市
史　

本
文
編
』（
小
牧
市
、
一
九
七
七
年
）

東
海
地
方
史
料
頒
布
会
『
尾
張
志　

丹
羽
郡　

葉
栗
郡　

中
島
郡
』（
一
九
七
九
年
）

名�

古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

名�

古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

名�

古
屋
史
談
会
『
愛
知
県
郷
土
資
料
叢
書　

第
十
九
集　

張
州
府
志
（
全
）』（
愛
知
県

郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
七
四
年
）

　
　
第
四
節

愛
知
県
総
務
部
地
方
課
『
市
町
村
沿
革
史
』（
愛
知
県
、
一
九
六
八
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
六　

近
代
一
』（
愛
知
県
、
二
〇　

一
七
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
七　

近
代
二
』（
愛
知
県
、
二
〇　

一
七
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
八　

近
代
三
』（
愛
知
県
、
二
〇　

一
九
年
）

愛
知
県
丹
羽
郡
役
所
『
丹
羽
郡
誌
・
丹
羽
郡
制
史
』（
株
式
会
社
名
著
出
版
、
一
九
七

四
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

近
・
現
代
編
』（
大
口
町
教
育

委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

江�

南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
江
南
市
史　

資
料
編
五　

近
現
代
編
』（
江
南
市
、
一
九

八
八
年
）

江
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
江
南
市
史　

本
文
編
』（
江
南
市
、
二
〇
〇
一
年
）

木�

津
用
水
史
編
纂
委
員
会
『
木
津
用
水
史　

改
組
編
』（
木
津
用
水
土
地
改
良
区
事
務

所
、
一
九
七
五
年
）

扶
桑
町
史
編
集
委
員
会
『
扶
桑
町
史　

上
巻
』（
扶
桑
町
、
一
九
九
八
年
）

村
瀬
鼎
五
郎
編
『
町
史　

布
袋
町
大
観
』（
町
史
布
袋
町
大
観
発
行
所
、
一
九
三
四
年
）

　
第
一
章

　
　
第
一
節

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
年
史
八　

近
代
三
』（
愛
知
県
、
二
〇
一

九
年
）

井
上
誠
之
『
公
民
館
報
』（
大
口
村
役
場
、
一
九
五
一
年
）
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相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
八
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
二
一
』（
小
学
館
、
一
九
八
八
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

カ�

ー
ル
・
マ
イ
ダ
ン
ズ
、
シ
ェ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
・
マ
イ
ダ
ン
ズ
『
カ
ー
ル
・
マ
イ
ダ
ン

ズ
写
真
集　

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
日
本
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
一
九
九
五
年
）

　
　
第
二
節

愛�

知
県
企
画
部
統
計
課
『
あ
い
ち
の
人
口
の
あ
ゆ
み
（
七
〇
〇
万
人
突
破
記
念
誌
）』

（
愛
知
県
、
一
九
九
九
年
）

犬�

山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史
通
史
編
下　

近
代
・
現
代
』（
犬
山
市
、
一
九

九
五
年
）

岩�

波
書
店
編
集
部
『
近
代
日
本
総
合
年
表
第
四
版
』（
株
式
会
社
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

一
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
八
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
五
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

厚�

生
労
働
省
『
水
道
法
の
施
行
に
つ
い
て
』
厚
生
労
働
省
、https://w

w
w
.m

hlw
.

go.jp/w
eb/t_doc?dataId=00ta5399&

dataT
ype=1&

pageN
o=1

、
二
〇
二

三
年
十
一
月
六
日
参
照

江
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
江
南
市
史
本
文
編　

別
冊
』（
江
南
市
、
二
〇
〇
一
年
）

国�

立
公
文
書
館
『
公
文
書
に
よ
る
日
本
の
あ
ゆ
み　

農
業
基
本
法
案
に
関
す
る
閣
議
請
議

に
つ
い
て
』
国
立
公
文
書
館
、https://w

w
w
.archives.go.jp/ayum

i/kobetsu/

　

s36_1961_01.htm
l

、
二
〇
二
三
年
年
十
一月
六
日
参
照

木�

津
用
水
史
編
纂
委
員
会
『
木
津
用
水
史
』（
木
津
用
水
土
地
改
良
区
事
務
所
、
一
九

七
五
年
）

佐�

々
木
毅
・
鶴
見
俊
輔
・
富
永
健
一
・
中
村
政
則
・
正
村
公
宏
・
村
上
陽
一
郎
『
戦
後

史
の
大
辞
典
』（
株
式
会
社
三
省
堂
、
二
〇
〇
五
年
）

総�

務
省
『
市
町
村
数
の
変
遷
と
明
治
・
昭
和
の
大
合
併
の
特
徴
』
総
務
省https://
w
w
w
.soum

u.go.jp/gapei/gapei2.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
六
日
参
照

中�

部
経
済
新
聞
社
『
明
日
へ
の
礎
石
―
福
玉
の
百
年
―
』（
福
玉
精
穀
倉
庫
株
式
会
社
、

一
九
七
一
年
）

西
井
一
夫
『
二
十
世
紀
年
表
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
）

日�

本
法
令
索
引
『
土
地
改
良
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
』https://hourei.ndl.

go.jp/sim
ple/detail?law

Id=0000055724&
current=-1#infom

ation

、
二
〇

二
三
年
十
一
月
六
日
参
照

丹�

羽
広
域
事
務
組
合
水
道
部
『
丹
羽
広
域
事
務
組
合
水
道
部
に
つ
い
て
』
丹
羽
広
域
事

務
組
合
水
道
部
、https://w

w
w
.niw

a-suido.jp/about/,

二
〇
二
三
年
十
一
月
六

日
参
照

扶
桑
町
史
編
集
委
員
会
『
扶
桑
町
史
上
巻
』（
扶
桑
町
、
一
九
九
八
年
）

ｅ�

－
Ｇ
Ｏ
Ｖ
法
令
検
索
『
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
都
市
計
画
法
』https://

elaw
s.e-gov.go.jp/docum

ent?law
id=343A

C0000000100

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
六
日
参
照

『
故
社
本
鋭
郎
を
偲
ん
で
』（
福
玉
精
穀
倉
庫
株
式
会
社
、
一
九
八
二
年
）

『
六
三
学
制
小
中
学
校
六
十
年
誌
』（
丹
葉
地
方
教
育
事
務
協
議
会
、
二
〇
〇
八
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
六
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
六
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
六
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
六
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
六
年
七
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
六
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
六
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
六
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
七
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
七
年
）
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『
大
口
広
報　

一
九
六
八
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
八
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
八
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
八
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
九
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
九
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
九
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
九
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
〇
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
〇
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
〇
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
〇
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
〇
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
〇
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
〇
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
〇
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
一
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
一
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
一
年
七
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
一
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
二
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
二
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
二
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
二
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
三
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
四
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
四
年
）

『
六
三
学
制
小
中
学
校
六
十
年
誌
』（
丹
葉
地
方
教
育
事
務
協
議
会
、
二
〇
〇
八
年
）

　
　
第
三
節

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
三
』（
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
八
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
四
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

大�

口
町
『
投
票
所
に
つ
い
て
』
大
口
町
（
二
〇
二
三
年
四
月
十
七
日
）、https://w

w
w
.

tow
n.oguchi.lg.jp/2721.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
六
日
参
照

加�

藤
友
康
・
瀬
野
精
一
郎
・
鳥
海
靖
・
丸
山
雍
成
『
日
本
史
総
合
年
表　

第
三
版
』（
株

式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）

黒
川
雄
一
『
日
本
歴
史
大
事
典
三
』（
株
式
会
社
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）

経�

済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
『
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
一
五
〇
年
の
歴
史
四
経
済

産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
（
二
〇
一
八
年
五
月
三
十
一
日
）http://w

w
w
.

enecho.m
eti.go.jp/about/special/johoteikyo/history4shouw

a2.htm
l

、
二

〇
二
三
年
十
一
月
六
日
参
照

国�

土
交
通
省
大
阪
交
通
局
『
騒
音
対
策
に
つ
い
て
』
国
土
交
通
省
大
阪
航
空
局
、

https://w
w
w
.cab.m

lit.go.jp/w
cab/m

easure/noise.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十

一
月
六
日
参
照

国�

土
交
通
省
北
関
東
防
衛
局
『
防
衛
施
設
と
周
辺
地
域
と
の
調
和
を
図
る
た
め
の
施
策
の

概
要
』
国
土
交
通
省
北
関
東
防
衛
局
、https://w

w
w
.m

od.go.jp/rdb/n-kanto/

　

kichi-syuhen/sesaku/sesaku.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一月
六
日
参
照

財�

団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
（
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
）
Ｈ
Ｐ
「
日
本
に
お
け
る

最
近
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
」
横
道
清
孝
、https://w

w
w
.clair.or.jp/j/forum

/
honyaku/hikaku/pdf/up-to-date_jp5.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
七
日
参
照

財�

務
省
「
第
六
章�

バ
ブ
ル
・
好
況��

崩
壊
下
降
期
の
予
算
編
成
―
平
成
四
～
六
年
度
―
」

財
務
省
、https://w

w
w
.m

of.go.jp/pri/publication/policy_history/series/

　

h1-12/1_1_6.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
七
日
参
照

独�

立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
物
資
機
構
『
石
油
・
天
然
ガ
ス
資
源
情
報　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
』
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
物
資
機
構
、

https://oilgas-info.jogm
ec.go.jp/term

list/1000769/1000820.htm
l

、
二
〇
二

三
年
十
一
月
六
日
参
照

内�
閣
府
『
第
一
部　

少
子
化
対
策
の
現
状
と
課
題
』
内
閣
府
、https://w

w
w
8.cao.

go.jp/shoushi/shoushika/w
hitepaper/m

easures/w
-2015/27w

ebgaiyoh/
htm

l/gb1_s2-3.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
六
日
参
照

内�

閣
府
「
中
央
防
災
会
議
の
ペ
ー
ジ　

大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
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項
の
規
定
に
基
づ
く
東
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
」
内
閣
府
、

https://w
w
w
.bousai.go.jp/kaigirep/chuobou/kyoka-area2.htm

l

、
二
〇
二

三
年
十
一
月
七
日
参
照

内�

閣
府
「
平
成
五
年　

年
次
経
済
報
告　

バ
ブ
ル
の
教
訓
と
新
た
な
発
展
へ
の
課
題
」

経
済
企
画
庁
（
平
成
五
年
七
月
二
十
七
日
）https://w

w
w
5.cao.go.jp/keizai3/

keizaiw
p/w

p-je93/w
p-je93-00202.htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
七
日
参
照

日�

経
平
均
プ
ロ
フ
ィ
ル
「
一
九
八
〇
年
代
：
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
か
ら
バ
ブ
ル
へ
」
日

経
電
子
版
、https://indexes.nikkei.co.jp/atoz/2016/06/1980s.htm

l

、
二
〇

二
三
年
十
一
月
七
日
参
照

ｅ�

－
Ｇ
Ｏ
Ｖ
法
令
検
索
「
社
会
教
育
法
」（
二
〇
二
二
年
六
月
十
七
日
）、https://

elaw
s.e-gov.go.jp/docum

ent?law
id=324A

C0000000207

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
六
日
参
照

「
磯
石
や
井
戸
跡
そ
の
ま
ま
保
存
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
九
年
三
月
十
一
日
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
一
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
一
年
）

「
大
口
北
部
中
が
開
校
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
八
五
年
四
月
三
日
、
近
郊
版
）

「
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
」『
Ｙ
ｏ
ｕ　

Ｎ
ｅ
ｔ
』（
二
〇
一
八
年
七
月
二
十
日
）

「
健
康
推
進
員
、
活
動
ス
タ
ー
ト
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
九
五
年
七
月
十

五
日
）

「
高
校
生
活
が
ん
ば
っ
て　

大
口
町
第
一
回
社
本
育
英
基
金
を
支
給
」『
尾
北
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
八
三
年
四
月
二
十
三
日
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
五
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
五
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
六
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
六
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
六
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
六
年
七
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
六
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
六
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
七
年
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
七
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
七
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
八
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
八
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
八
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
九
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
九
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
九
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
〇
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
〇
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
〇
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
〇
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
一
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
一
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
一
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
一
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
一
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
一
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
二
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
二
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
二
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）
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『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
三
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
三
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
四
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
四
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
五
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
六
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
六
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
八
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
九
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
九
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
〇
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
〇
年
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
〇
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
〇
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
一
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
一
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
二
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
三
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
三
年
七
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
三
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
五
年
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
五
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
五
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
七
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
九
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
九
年
）

「
五
条
川
堤
を
き
れ
い
に
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
二
〇
一
四
年
九
月
五
日
）

「
桜
満
開
の
五
条
川
沿
い
堀
尾
跡
公
園
完
成
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
九
六

年
四
月
六
日
）

「
44
の
会
」
設
置
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
九
一
年
六
月
二
十
九
日
）

『
昭
和
五
十
九
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
一
九
八
五
年
）

「
鈴
木
氏
、
握
手
攻
め
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
一
年
五
月
二
日
、
近
郊
版
）

「
第
一
回
生
四
一
人
が
入
学
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
九
五
年
四
月
二
十
九
日
）

『
第
二
次
四
十
九
―
五
十
三
大
口
町
総
合
計
画
』（
大
口
町
、（
一
九
七
三
年
）

『
第
四
次
大
口
町
総
合
計
画
』（
大
口
町
、
一
九
九
〇
年
）

「
大
竹
大
口
町
長
が
県
議
選
に
出
馬
表
明
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
八
三
年
三
月
十
八
日
、

近
郊
版
）

「
農
業
基
盤
や
下
水
整
備
を
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
八
三
年
四
月
十
九
日
、
近
郊
版
）

「
平
成
四
年
三
月
第
一回
大
口
町
議
会
定
例
議
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、一九
九
二
年
）

「
平
成
五
年
三
月
第
一回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、一九
九
三
年
）

「
平
成
六
年
三
月
第
一回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、一九
九
四
年
）

『
平
成
五
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
一
九
九
四
年
）

「
来
月
か
ら
供
用
開
始
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
一
年
三
月
二
十
八
日
、
近
郊
版
）

『
六
三
学
制
小
中
学
校
六
十
年
誌
』（
丹
葉
地
方
教
育
事
務
協
議
会
、
二
〇
〇
八
年
）

　
　
第
四
節

愛�
知
県
『
第
一　

プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
の
背
景
』
愛
知
県
、https://w

w
w
.pref.aichi.

jp/kikaku/bunken/torikum
i/houkoku-youkou/pdf/p-100.pdf

、
二
〇
二
三

年
十
一
月
七
日
参
照

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
五
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

大�

口
町
健
康
福
祉
部
福
祉
課
（
福
祉
こ
ど
も
課
）『『
第
三
期
大
口
町
障
が
い
者
ほ
ほ
え
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み
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
九
年
）

大�
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

近
・
現
代
編
』（
大
口
町
教
育

委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
）

大�

口
町
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
支
援
」
大
口
町
、https://w

w
w
.tow

n.
oguchi.lg.jp/2352.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
八
日
参
照

全�

国
知
事
会
「
市
町
村
合
併
の
状
況
」
全
国
知
事
会
、https://w

w
w
.bunken.nga.

gr.jp/.assets/iinkai-1_sr2_20.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
八
日
参
照

辻�

正
次
、
竹
内
信
仁
、
柳
原
光
芳
『
新
版　

経
済
学
辞
典
』（
株
式
会
社
中
央
経
済
社
、

二
〇
一
九
年
）

内�

閣
府
『
地
方
分
権
ア
ー
カ
イ
ブ
』
内
閣
府
、https://w

w
w
.cao.go.jp/bunken-

suishin/archive/archive-index.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
圧
六
日
参
照

日�

本
自
然
災
害
学
会
『
自
然
災
害
科
学
・
防
災
の
百
科
事
典
』（
丸
善
出
版
株
式
会
社
、

二
〇
二
二
年
）

「
犬
山
市
・
江
南
市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
合
併
検
討
協
議
会
だ
よ
り　

創
刊

号
」（
犬
山
市
・
江
南
市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
合
併
検
討
協
議
会
、
二
〇

〇
三
年
）

「
大
口
町
替
地
地
区
に
都
市
公
園　

夢
キ
ャ
ン
広
場
完
成
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』

（
二
〇
一
七
年
六
月
九
日
）

「
大
口
町
が
中
学
校
統
合
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
〇
二
年
六
月
十
七
日
）

「
合
併
法
定
協　

来
月
設
置
は
「
尚
早
」
大
口
町
長
が
不
参
加
表
明
」『
中
日
新
聞
』（
二

〇
〇
四
年
三
月
二
日
、
近
郊
版
）

「
江
南
市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
合
併
検
討
協
議
会
だ
よ
り　

第
一
号
」（
江
南

市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
合
併
検
討
協
議
会
、
二
〇
〇
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
一
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
三
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
三
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
五
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
五
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
九
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
九
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
〇
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
〇
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
一
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
二
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
二
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
二
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
四
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
四
年
）

「
自
然
の
空
間　

夢
着
々
と
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
〇
一
年
一
月
二
十
三
日
、
近
郊
版
）

『
第
六
次
大
口
町
総
合
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
六
年
）

「
地
方
選
挙
結
果
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
九
五
年
五
月
十
三
日
）

「
町
長
選　

候
補
の
横
顔
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
九
年
四
月
二
十
二
日
、
近
郊
版
）

『
平
成
二
十
二
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
一
年
）

『
平
成
二
十
三
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
二
年
）

「
平
成
二
十
二
年
六
月
第
五
回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、
二
〇
一

〇
年
）

「
平
成
二
十
四
年
五
月
第
三
回
大
口
町
議
会
臨
時
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、
二
〇
一

二
年
）

「
平
成
二
十
五
年
三
月
第
一
回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、
二
〇
一

三
年
）

「
平
成
二
十
六
年
三
月
第
二
回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、
二
〇
一
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四
年
）

「
平
成
三
十
年
三
月
第
二
回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、二
〇一八
年
）

「
ま
ち
づ
く
り
情
報
誌　

お
お
ぐ
ち
モ
ー
ド
Ｖ
ｏ
ｌ
・
五
九
」（
特
定
非
営
利
活
動
法
人

ま
ち
ね
っ
と
大
口
、
二
〇
一
八
年
）

　
　

　
　
第
五
節

出�

雲
縁
結
び
空
港
「
空
港
概
要
」
出
雲
縁
結
び
空
港
、https://w

w
w
.izum

o-airport.
co.jp/airport-outline

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
八
日
参
照

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

近
・
現
代
編
』（
大
口
町
教
育

委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
）

大�

口
町
「
お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜
に
つ
い
て
」
大
口
町
）
二
〇
二
三
年
二
月
十
三
日
、

https://w
w
w
.tow

n.oguchi.lg.jp/6267.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
八
日
参
照

大�

口
町
「
平
成
二
十
九
年　

所
信
表
明
」
大
口
町
（
二
〇
一
七
年
十
一
月
二
十
七
日
）、

https://w
w
w
.tow

n.oguchi.lg.jp/6314.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
八
日
参
照

大�

口
町
「
平
成
二
十
六
年
～
令
和
三
年
度
施
策
方
針
」
大
口
町
（
二
〇
二
二
年
三
月
二

日
）、https://w

w
w
.tow

n.oguchi.lg.jp/2747.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
八
日

参
照

下
中
美
都
『
完
全
版　

昭
和
・
平
成
史
年
表
』（
株
式
会
社
平
凡
社
、
二
〇
一
九
年
）

辻�

正
次
、
竹
内
信
仁
、
柳
原
光
芳
『
新
版　

経
済
学
辞
典
』（
株
式
会
社
中
央
経
済
社
、

二
〇
一
九
年
）

「
大
口
町
長
初
当
選
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
三
年
十
月
二
十
九
日
）

「
大
口
町
と
松
江
市
姉
妹
都
市
に
調
印
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
五
年
八
月
三
〇
日
）

『
郷
土
大
口
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
一
九
六
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
五
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
二
一
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
二
一
年
）

「
修
学
旅
行
で
姉
妹
都
市
交
流
」『
中
日
新
聞
』（
大
口
町
、
二
〇
二
〇
年
）

『
戦
国
の
世
を
馳
せ
た
武
将　

堀
尾
吉
晴
』（
松
江
歴
史
館
、
二
〇
二
一
年
）

「
松
江
市
と
姉
妹
提
携
へ
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
五
年
七
月
九
日
）

　
第
二
章

　
　
第
一
節

愛�

知
県
「
一
宮
建
設
事
務
所　

一
級
河
川　

青
木
川
放
水
路
（
新
川
水
系
）」
愛
知
県
、

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/soshiki/ichinom

iya-kensetsu/0000064572.
htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

愛�

知
県
Ｈ
Ｐ
「
七
月
十
四
日
及
び
八
月
十
八
日
の
豪
雨
に
よ
っ
て
浸
水
被
害
が
生
じ
た

一
級
河
川
合
瀬
川
に
お
い
て
、
緊
急
に
河
川
改
修
を
実
施
し
ま
す
！
」
愛
知
県
、

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/soshiki/kasen/suisinhi-aise.htm

l

、
二
〇
二
三

年
十
一
月
九
日
参
照

岩
倉
町
史
編
さ
ん
室
『
岩
倉
町
史
』（
丹
羽
郡
岩
倉
町
、
一
九
五
五
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
「
お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜
に
つ
い
て
」
大
口
町
）
二
〇
二
三
年
二
月
十
三
日
、

https://w
w
w
.tow

n.oguchi.lg.jp/6267.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
八
日
参
照

春
日
村
史
編
集
委
員
会
『
春
日
村
史
』（
西
春
日
井
郡
春
日
村
、
一
九
八
八
年
）

木�

津
用
水
史
編
纂
委
員
会
『
木
津
用
水
史
改
組
編
』（
木
津
用
水
土
地
改
良
区
事
務
所
、

一
九
七
五
年
）

近
田
文
弘
『
桜
の
樹
木
学
』（
株
式
会
社
技
術
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）

主
婦
の
友
社
『
日
本　

桜
の
名
所
一〇
〇
選
』（
株
式
会
社
主
婦
の
友
社
、
二
〇
一〇
年
）

高
木
大
宇
『
高
木
天
仙
作
品
集
「
鵞
楽
」』（
高
木
天
仙
、
一
九
八
二
年
）

平
井
信
二
『
木
の
大
百
科
』（
株
式
会
社
朝
倉
書
店
、
一
九
九
六
年
）
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「
大
雨　

一
時
間
一
二
〇
ミ
リ　

小
牧
・
犬
山
氾
濫
や
家
屋
浸
水
」『
朝
日
新
聞
』（
二

〇
一
七
年
七
月
十
五
日
）、
社
会
面
（
一
四
版
）

「
五
条
川
上
流
域
市
町　

情
報
の
共
有
化
へ
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
二
〇
一
七

年
十
月
六
日
）

「
昭
和
二
十
五
年
度　

大
口
村
歳
入
歳
出
決
算
書
」（
大
口
村
、
一
九
五
一
年
）

「
昭
和
二
十
六
年
度　

大
口
村
歳
入
歳
出
予
算
」（
大
口
村
、
一
九
五
一
年
）

「
昭
和
二
十
七
年
度　

大
口
村
歳
入
歳
出
予
算
」（
大
口
村
、
一
九
五
二
年
）

「
昭
和
二
十
八
年
度　

大
口
村
歳
入
歳
出
予
算
」（
大
口
村
、
一
九
五
三
年
）

「
昭
和
二
十
八
年
度
丹
羽
郡
大
口
村
事
務
報
告
書
」（
大
口
村
、
一
九
五
三
年
）

「
昭
和
二
十
九
年
度
大
口
村
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
」（
大
口
村
、
一
九
五
四
年
）

『
流
れ
遥
か
に　

福
玉
の
百
二
十
五
年
』（
福
玉
精
穀
倉
庫
株
式
会
社
、
一
九
九
九
年
）

『
平
成
二
十
一
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
〇
年
）

『
平
成
二
十
二
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
一
年
）

『
平
成
二
十
四
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
三
年
）

　
　
第
二
節

衆�

議
院
「
農
業
基
本
法
」
衆
議
院
、https://w

w
w
.shugiin.go.jp/internet/itdb_

housei.nsf/htm
l/houritsu/03819610612127.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日

参
照

農�

林
水
産
省
「
農
村
整
備
事
業
〈
公
共
〉」
農
林
水
産
省
、https://w

w
w
.m

aff.go.jp/
j/nousin/soum

u/yosan/R5_zentai/attach/pdf/R5_zentai-42.pdf

、
二
〇

二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

農�

林
水
産
省
「
農
村
政
策
を
中
心
と
し
た
戦
後
農
政
の
流
れ
」
農
村
振
興
局
（
二
〇
二

〇
年
五
月
十
九
日
）、https://w

w
w
.m

aff.go.jp/j/study/nouson_kentokai/
attach/pdf/farm

-village_m
eetting-3.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

ｅ�-

Ｇ
Ｏ
Ｖ
法
令
検
索
「
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」（
二
〇
二
二
年
六
月
十
七
日
）、https://elaw

s.e-gov.
go.jp/docum

ent?law
id=

350A
C
0000000067_20220617_5

04A
C0000000068

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

ｅ�-

Ｇ
Ｏ
Ｖ
法
令
検
索
「
都
市
計
画
法
」（
二
〇
二
三
年
五
月
二
十
六
日
）、https://

elaw
s.e-gov.go.jp/docum

ent?law
id=343A

C0000000100

、
二
〇
二
三
年
十

一
月
九
日
参
照

「
大
口
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」（
大
口
町
、
二
〇
一
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
五
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
五
年
）

『
明
日
を
夢
み
て
』（
大
口
余
野
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合
、
一
九
九
七
年
）

　
　
第
三
節

犬�

山
市
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

通
史
編　

下　

近
代
・
現
代
』（
犬
山
市
、
一

九
九
五
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
九
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇

〇
六
年
）

大�

口
町
「
都
市
計
画
法
に
よ
る
区
域
区
分
別
空
き
家
利
活
用
方
法
に
つ
い
て
」
大
口

町
、https://w

w
w

.tow
n.oguchi.lg.jp/secure/9306/tokeihou_

akiyariyouhandan.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

株�
式
会
社
ド
ー
コ
ー
ボ
ウ
「
会
社
概
要
」
株
式
会
社
ド
ー
コ
ー
ボ
ウ
、http://w

w
w
.

docobo.co.jp/com
pany.htm

l#com
pany

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

公�

益
財
団
法
人
高
速
道
路
調
査
会
「《
高
速
道
路
五
十
年
の
歩
み
》
第
二
章�

高
速
道
路

の
黎
明
期
―
名
神
・
東
名
の
時
代
」
公
益
財
団
法
人
高
速
道
路
調
査
会
、https://
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w
w

w
.express-highw

ay.or.jp/P
ortals/0/im

ages/com
pany/

docum
ent/50th/07_50ayum

i2.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

江
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
江
南
市
史　

本
文
編
』（
江
南
市
、
二
〇
〇
一
年
）

国�

税
庁
「
地
方
法
人
税
の
税
率
の
改
正
の
お
知
ら
せ
」
国
税
庁
、https://w

w
w
.nta.

go.jp/publication/pam
ph/hojin/chihou_hojin/01.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
九
日
参
照

小
牧
市
史
編
集
委
員
会
『
小
牧
市
史　

本
文
編
』（
小
牧
市
、
一
九
七
七
年
）

内�

閣
府
「
第
二
章　

金
融
危
機
と
日
本
経
済
」
内
閣
府
、https://w

w
w
5.cao.go.jp/

j-j/w
p/w

p-je09/09b02010.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

農�

林
省
愛
知
統
計
調
査
事
務
所
『
愛
知
農
林
水
産
統
計　

昭
和
三
十
年
度
』（
愛
知
農

林
統
計
協
会
、
一
九
五
七
年
）

百
周
年
事
業
推
進
委
員
会
『
ト
ヨ
タ
紡
織
の
あ
ゆ
み　

と
も
に
挑
む
新
た
な
百
年　

一

九
一
八-

二
〇
一
八
』（
ト
ヨ
タ
紡
織
株
式
会
社
、
二
〇
一
九
年
）

扶
桑
町
史
編
集
委
員
会
『
扶
桑
町
史　

下
巻
』（
扶
桑
町
、
一
九
九
八
年
）

米
川
明
彦
『
平
成
の
新
語
・
流
行
語
辞
典
』（
株
式
会
社
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
九
年
）

「
愛
知
県
公
報　

第
七
四
一
二
号
」（
愛
知
県
、
一
九
七
九
年
）

「
ア
ピ
タ
大
口
店　

二
十
三
日
オ
ー
プ
ン
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
八
年
十
月
十
七
日
、

近
郊
版
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
八
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
八
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
九
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
九
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
九
年
）

　
　
第
四
節

愛�

知
県
「
エ
コ�

モ
ビ
リ
テ
ィ�

ラ
イ
フ
推
進
表
彰
」
愛
知
県
、https://w

w
w
.pref.

aichi.jp/kotsu/ecom
obi/action/121002.htm

l#H
25

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九

日
参
照

犬�

山
市
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

通
史
編　

下　

近
代
・
現
代
』（
犬
山
市
、
一

九
九
五
年
）

大�

口
町
「
平
成
三
十
年
度　

施
政
方
針
」
大
口
町
（
二
〇
一
九
年
二
月
二
十
八
日
）

https://w
w
w
.tow

n.oguchi.lg.jp/5368.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

小
牧
市
史
編
集
委
員
会
『
小
牧
市
史　

本
文
編
』（
小
牧
市
、
一
九
七
七
年
）

国�

土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
愛
知
国
道
事
務
所
「
国
道
四
一
号
名
濃
バ
イ
パ
ス　

改
築
事
業
」
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
愛
知
国
道
事
務
所
、https://w

w
w
.

cbr.m
lit.go.jp/aikoku/project/route41/

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

国�

土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
愛
知
国
道
事
務
所
「
国
道
四
一
号
名
濃
バ
イ
パ
ス
【
横

内
西
交
差
点
～
新
宮
二
丁
目
交
差
点
】
12
月
21
日
よ
り
昼
間
の
通
行
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
ま
す
」
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
愛
知
国
道
事
務
所
（
二
〇
一
八�

年
十

一
月
二
十
七
日
）、https://w

w
w
.cbr.m

lit.go.jp/kisya/2018/11/1138.pdf

、

二
〇
二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

衆�

議
院
「
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
衆
議
院
、https://w

w
w
.shugiin.

go.jp/internet/itdb_housei.nsf/htm
l/housei/20120200527031.htm

、
二
〇

二
三
年
十
一
月
九
日
参
照

名�

古
屋
鉄
道
株
式
会
社
広
報
宣
伝
部
『
名
古
屋
鉄
道
百
年
史
』（
名
古
屋
鉄
道
株
式
会

社
、
一
九
九
四
年
）

扶
桑
町
史
編
集
委
員
会
『
扶
桑
町
史　

上
巻
』（
扶
桑
町
、
一
九
九
八
年
）

「
愛
知
県
公
報
」（
愛
知
県
、
一
九
七
一
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
九
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
一
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
五
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
五
年
七
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
五
年
）
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『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
六
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
七
年
七
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
七
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
七
年
）

「
名
高
速　

小
牧
北
入
口
が
開
通
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
〇
二
年
四
月
二
十
五
日
、
県

内
版　

一
九
面
）

『
西
枇
杷
島
百
年
歴
史
紀
行
』（
西
枇
杷
島
町
制
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
一
九

八
九
年
）

『
平
成
十
二
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
一
年
）

『
平
成
十
四
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
三
年
）

『
平
成
十
五
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
四
年
）

『
平
成
十
七
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
六
年
）

『
平
成
二
十
八
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
七
年
）

「
南
仮
駅
舎
が
完
成
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
五
年
十
二
月
二
日
、
近
郊
版
）

「
名
鉄
柏
森
駅　

橋
上
化
が
完
了
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
二
〇
〇
七
年
三
月
二

十
四
日
）

　
　
第
五
節

Ｎ�

Ｔ
Ｔ
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
歩
み
」
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、https://group.ntt/jp/group/

history/

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
日
参
照

Ｎ�

Ｔ
Ｔ
西
日
本
「
端
末
機
器
の
形
態
の
推
移
」
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
、https://w

w
w
.

ntt-w
est.co.jp/tekigou/kensatow

a/1-1.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一月
十
日
参
照

Ｎ�

Ｔ
Ｔ
東
日
本
「（
参
考
一
）
加
入
電
話
の
施
設
設
置
負
担
金
の
変
遷
」、https://

w
w
w
.ntt-east.co.jp/databook/pdf/2022_33-11.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十

日
参
照

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
六
』（
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
六
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

北�

川
高
嗣
・
須
藤
修
・
西
垣
通
・
浜
田
純
一
・
吉
見
俊
哉
・
米
本
昌
平
『
情
報
学
事

典
』（
株
式
会
社
弘
文
堂
、
二
〇
〇
二
年
）

江
南
市
史
編
纂
委
員
会
『
江
南
市
史　

資
料
五　

近
現
代
編
』（
江
南
市
、一九
八
八
年
）

衆�

議
院
「
有
線
放
送
電
話
に
関
す
る
法
律
」
衆
議
院
（
一
九
五
七
年
六
月
一
日
）、

https://w
w

w
.shugiin.go.jp/internet/itdb_housei.nsf/htm

l/
houritsu/02619570601152.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
日
参
照

総�

務
省
「
暮
ら
し
を
支
え
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
総
務
省
、https://w

w
w
.soum

u.
go.jp/hakusho-kids/life/

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
日
参
照

総�

務
省
「
昭
和
五
〇
年
版�

通
信
白
書
」
総
務
省
（
一
九
七
五
年
十
二
月
）、https://

w
w

w
.soum

u.go.jp/johotsusintokei/w
hitepaper/ja/s50/htm

l/
s50a01020202.htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
日
参
照

ナ�

イ
セ
ン
テ
レ
ワ
ー
ク
「
専
門
用
語
集
」
ナ
イ
セ
ン
テ
レ
ワ
ー
ク
、https://naisen-

telew
ork.jp/glossary/analog-line/

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
日
参
照

日�

本
郵
政
「
郵
政
民
営
化
法
の
改
正
で
こ
う
な
る
」
日
本
郵
政
、https://w

w
w
.

japanpost.jp/corporate/m
ilestone/privatization/index02.htm

l

、
二
〇
二

三
年
十
一
月
十
日
参
照

扶
桑
町
史
編
集
委
員
会
『
扶
桑
町
史　

上
巻
』（
扶
桑
町
、
一
九
九
八
年
）

『
愛
知
県
統
計
年
鑑　

昭
和
三
十
六
年
刊
行
』（
愛
知
県
、
一
九
六
一
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
八
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
六
九
八
年
）

「
大
口
町
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
「
Ｉ
Ｐ
電
話
」
共
同
実
験
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
〇
二
年

一
月
二
十
四
日
、
近
郊
版
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
二
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
一
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
二
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
二
年
）
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『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
五
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
二
年
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
二
年
）

「
き
ょ
う
か
ら
二
ケ
タ
局
番
に
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
八
六
年
三
月
十
九
日
、
近
郊
版
）

　
　
第
六
節

愛�

北
広
域
事
務
組
合
「
組
合
の
沿
革
」
愛
北
広
域
事
務
組
合
、http://w

w
w
.aihoku-

kouiki.jp/gaiyou3.php
、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
日
参
照

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
〇
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
二
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

小�

島
紀
徳
・
島
田
荘
平
・
田
村
昌
三
・
似
田
貝
香
門
・
寄
本
勝
美
『
ご
み
の
百
科
事

典
』（
丸
善
株
式
会
社
、
二
〇
〇
三
年
）

下
中
美
都
『
完
全
版　

昭
和
・
平
成
史
年
表
』（
株
式
会
社
平
凡
社
、
二
〇
一
九
年
）

扶
桑
町
史
編
集
委
員
会
『
扶
桑
町
史　

下
巻
』（
扶
桑
町
、
一
九
九
八
年
）

『
愛
知
県
営
水
道　

工
業
用
水
道
五
十
年
史
』（
愛
知
県
企
業
庁
、
二
〇
一
二
年
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
〇
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
〇
年
）

「
尾
張
北
部
地
域
第
一
小
ブ
ロ
ッ
ク　

ご
み
処
理
広
域
化
実
施
計
画
」（
江
南
丹
羽
環
境

管
理
組
合
、
二
〇
〇
九
年
）

「
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
八
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
五
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
二
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
四
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
六
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
六
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
八
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
一
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
六
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
二
〇
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
二
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
二
二
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
二
二
年
）

『
五
十
年
の
歩
み
』（
大
口
村
、
一
九
五
六
年
）

「
五
条
川
左
岸
流
域
下
水
道
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
愛
知
県
）

「
五
条
川
右
岸
流
域
下
水
道
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
愛
知
県
）

「
ご
み
処
理
計
画　

改
訂
版
」（
大
口
町
、
二
〇
一
五
年
）

「
ご
み
処
理
計
画　

改
訂
版
」（
大
口
町
、
二
〇
二
〇
年
）

「
循
環
型
社
会
の
先
進
地
区　

大
口
町
河
北
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
二
〇
〇
五

年
一
月
二
十
九
日
）

『
丹
羽
広
域
事
務
組
合
水
道
ビ
ジ
ョ
ン　

二
〇
一
九-

二
〇
二
八
』（
丹
羽
広
域
事
務
組

合
、
二
〇
一
九
年
）

『
平
成
十
四
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
三
年
）

「
平
成
十
四
年
三
月
第一回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
議
会
、二
〇
〇
二
年
）

「
平
成
二
十
五
年
度
決
算
審
査
資
料
」（
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
、
二
〇
一
四
年
）

「
来
月
か
ら
供
用
開
始　

大
口
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
一
年
三

月
二
十
八
日
、
近
郊
版
）

『
令
和
元
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
九
年
）

「
令
和
三
年
度
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
施
設
の
概
要
」（
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
、

二
〇
二
二
年
）

『
令
和
三
年
度
水
道
事
業
年
報
』（
丹
羽
広
域
事
務
組
合
水
道
部
、
二
〇
二
二
年
）

「
令
和
四
年
度
愛
知
の
下
水
道
（
資
料
編
）」（
愛
知
県
建
設
局
下
水
道
課
、二
〇
二
三
年
）
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第
三
章

　
　
第
一
節

愛
知
県
警
察
史
編
集
委
員
会
『
愛
知
県
警
察
史
』（
愛
知
県
警
察
本
部
、
一
九
七
五
年
）

愛�

知
県
消
防
協
会
史
編
集
委
員
会
『
愛
知
県
消
防
協
会
史
』（
愛
知
県
消
防
協
会
、
一

九
八
五
年
）

愛
知
県
丹
羽
郡
役
所
『
丹
羽
郡
誌
・
丹
羽
郡
制
史
』（
株
式
会
社
名
著
出
版
、
一
九
七

四
年
）

愛�

知
県
「
愛
知
県
消
防
広
域
化
推
進
計
画
」
愛
知
県
（
二
〇
〇
八
年
三
月
三
十
一
日
）、

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/uploaded/attachm

ent/9509.pd

、
二
〇
二
三
年

十
一
月
十
三
日
参
照

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

尾�

張
中
北
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
「
経
緯
」
尾
張
中
北
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
、

http://nakakita-shirei.jp/circum
stances.htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
三
日

参
照

総�

務
省
消
防
庁
「
消
防
団
の
装
備
の
基
準
等
の一部
改
正
」
総
務
省
消
防
庁
（
二
〇一四
年

二
月
七
日
）、https://w

w
w
.fdm

a.go.jp/pressrelease/houdou/assets/260207_

　

1houdou_01_houdoushiryou.pdf

、
二
〇
二
三
年
一一月
十
三
日
参
照

総�

務
省
消
防
庁
「
消
防
団
の
歴
史
」
総
務
省
消
防
庁
、https://w

w
w
.fdm

a.go.jp/
relocation/syobodan/about/hisutory/

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
三
日
参
照

内�

閣
府
防
災
情
報
「
災
害
対
策
基
本
法
の
概
要
」
内
閣
府
、https://w

w
w
.bousai.

go.jp/taisaku/pdf/090113saitai.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
三
日
参
照

『
愛
知
県
公
報　

第
八
八
七
号
別
冊
』（
愛
知
県
、
一
九
九
四
年
）

「
大
口
交
番　

開
所
式
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
二
二
年
一
月
十
八
日
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
八
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
八
年
）

「
豪
雨
被
害　

各
地
で
申
告
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
〇
〇
年
九
月
十
三
日
、
近
郊
版
）

「
交
通
安
全
の
町　

大
口
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
八
六
年
四
月
五
日
）

「
交
通
少
年
団
が
発
足
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
七
五
年
五
月
十
五
日
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
五
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
七
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
九
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
一
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
七
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
二
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
二
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
四
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
五
年
七
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
九
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
一
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
三
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
四
年
一
〇
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
五
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
六
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
六
年
）

「
災
害
発
生
時
の
情
報
を
配
信
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
二
〇
〇
六
年
八
月
二
十

六
日
）

「
親
し
ま
れ
る
派
出
所
に　

大
口
派
出
所　

始
動
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九

八
八
年
四
月
三
十
日
）

『
消
防
年
報　

令
和
四
年
版
』（
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
、
二
〇
二
三
年
）

『
昭
和
六
十
年
度
～
平
成
元
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、

一
九
八
六
年
～
一
九
九
〇
年
）
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「
設
立
二
十
周
年
の
丹
羽
消
防
組
合
」『
尾
北
ホ
ー
ムニュー
ス
』（
一九
九
五
年
十
月
七
日
）

『
第
二
次
四
十
九
―
五
十
三
大
口
町
総
合
計
画
』（
大
口
町
、（
一
九
七
三
年
）

「
短
時
間
に
局
地
的
豪
雨
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
七
年
七
月
十
五
日
、
朝
刊
、
一
面
）

「
豊
明
市
と
大
口
町
全
国
大
会
へ
出
場
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
〇
年
七
月
二
十
五
日
）

『
平
成
十
八
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
七
年
）

『
平
成
二
十
一
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
〇
年
）

『
平
成
二
十
二
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
一
年
）

『
平
成
二
十
五
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
四
年
）

「
平
成
二
十
六
年
十
二
月
第
七
回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
、二
〇一八
年
）

『
平
成
二
十
六
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
五
年
）

『
平
成
二
十
七
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
六
年
）

『
平
成
二
十
八
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
七
年
）

『
平
成
二
十
九
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
八
年
）

「
平
成
三
十
年
九
月
第
七
回
大
口
町
議
会
定
例
会
議
事
録
」（
大
口
町
、
二
〇
一
八
年
）

「
無
事
故
の
誓
い
胸
に
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
七
九
年
十
二
月
十
二
日
）

　
　
第
二
節

愛�

知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
概
要
」
愛
知
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
、http://w

w
w
.aichi-kouiki.jp/iryou/index.htm

l
、
二

〇
二
三
年
十
一
月
十
三
日
参
照

井�

戸
美
枝
『
二
〇
二
一
年
度
介
護
保
険
の
改
正　

早
わ
か
り
ガ
イ
ド
』（
株
式
会
社
日

本
実
業
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
二
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

香
取
照
幸
『
教
養
と
し
て
の
社
会
保
障
』（
東
洋
経
済
新
聞
社
、
二
〇
一
七
年
）

権�

丈
善
一
・
権
丈
英
子
『
も
っ
と
気
に
な
る
社
会
保
障　

歴
史
を
踏
ま
え
未
来
を
創
る

施
策
編
』（
株
式
会
社
勁
草
書
房
、
二
〇
二
二
年
）

公�

益
財
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
は
」
公
益
財
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
、https://zsjc.
or.jp/about/about_02.htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
四
日
参
照

公�

益
財
団
法
人
東
京
し
ご
と
財
団
「
沿
革
」
公
益
財
団
法
人
東
京
し
ご
と
財
団
、

https://w
w
w
.shigotozaidan.or.jp/outline/history.htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
十
四
日
参
照

厚�

生
労
働
省
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
」
厚
生
労
働
省
、https://

w
w
w
.m

hlw
.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.htm

l

、

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
四
日
参
照

厚�

生
労
働
省
『
令
和
三
年
版　

厚
生
労
働
省
白
書
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

社
会
保
障
―
』（
日
経
印
刷
株
式
会
社
、
二
〇
二
一
年
）

庄�

司
洋
子
・
木
下
康
仁
・
武
川
正
吾
・
藤
村
正
之
『
福
祉
社
会
事
典
』（
株
式
会
社
弘

文
堂
、
一
九
九
九
年
）

全�

国
社
会
福
祉
協
議
会
「
社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）」
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
（
二

〇
二
一
年
八
月
二
日
）、https://w

w
w
.shakyo.or.jp/bunya/shakyo/70th/

index.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
三
日
参
照

全�

国
社
会
福
祉
協
議
会
「
全
社
協
の
あ
ゆ
み
」
全
校
社
会
福
協
議
会
、https://w

w
w
.

shakyo.or.jp/tsuite/gaiyo/history/chronology.htm
l#linkj04

、
二
〇
二
三

年
十
一
月
十
三
日
参
照

日�
本
介
護
福
祉
学
会
事
典
編
集
員
会
『
介
護
福
祉
学
事
典
』（
株
式
会
社
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
〇
一
四
年
）

ミ�

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
編
集
部
『
社
会
福
祉
小
六
法
二
〇
二
〇
』（
株
式
会
社
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
二
〇
二
〇
年
）
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結�
城
康
博
・
河
村
秋
・
大
津
唯
『
わ
か
り
や
す
い　

社
会
保
障
制
度　

～
は
じ
め
て
福

祉
に
携
わ
る
人
へ
～
』（
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
八
年
）

若�

林
美
佳
『
図
解　

福
祉
の
法
律
と
手
続
き
が
わ
か
る
事
典
』（
株
式
会
社
三
修
社
、

二
〇
二
一
年
）

『
愛
知
の
福
祉　

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
三
十
五
年
史
』（
社
会
福
祉
法
人　

愛
知

県
社
会
福
祉
協
議
会
、
一
九
八
七
年
）

『
大
口
町
高
齢
者
ほ
ほ
え
み
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
六
年
）

『
大
口
町
高
齢
者
ほ
ほ
え
み
計
画　

第
八
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
二
一
年
）

『
大
口
町
障
害
者
福
祉
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
七
年
）

『
大
口
町
障
害
者
ほ
ほ
え
み
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
四
年
）

『
大
口
町
総
合
計
画
』（
大
口
町
、
一
九
六
六
年
）

『
大
口
町
の
保
健
』
平
成
七
～
平
成
十
一
年
度
（
大
口
町
、
一
九
九
六
～
二
〇
〇
〇
年
）

『
健
康
お
お
ぐ
ち
21
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
四
年
）

『
健
康
お
お
ぐ
ち
21　

第
二
次
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
一
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
三
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
三
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
五
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
八
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
八
年
）

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
を
総
合
的
に
支
援
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
二
〇
一
一
年

一
月
二
十
九
日
）

『
五
十
年
の
歩
み
』（
大
口
村
、
一
九
五
六
年
）

『
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業　

運
営
の
手
引
き
』（
公
益
社
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
）

『
第
三
期
大
口
町
障
害
者
ほ
ほ
え
み
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
九
年
）

『
第
五
期
大
口
町
障
が
い
者
ほ
ほ
え
み
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
二
一
年
）

「
特
養
老
人
ホ
ー
ム　

御
桜
乃
里
完
成
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
五
五
年
三
月
四
日
、
近

郊
版
）

『
法
人
設
立
二
十
周
年
記
念
誌　

軌
跡　

～
新
た
な
一
歩
へ
～
』（
大
口
町
社
会
福
祉
協

議
会
、
二
〇
〇
七
年
）

『
法
人
設
立
三
十
周
年
記
念
誌　

社
会
福
祉
法
人
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
』（
大
口

町
社
会
福
祉
協
議
会
、
二
〇
一
七
年
）

『
保
健
活
動
の
ま
と
め
』
平
成
十
二
～
令
和
三
年
度
（
二
〇
〇
一
～
二
〇
二
二
年
）

「
一
コ
イ
ン
家
事
援
助
好
評
」『
毎
日
新
聞
』（
二
〇
一
一
年
二
月
三
日
）

　
　
第
四
節

犬�

山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

通
史
編
下　

近
代
・
現
代
』（
犬
山
市
、
一

九
九
五
年
）

岩�

波
書
店
編
集
部
『
近
代
日
本
総
合
年
表　

第
四
版
』（
株
式
会
社
岩
波
書
店
、
二
〇

〇
一
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

江
南
市
史
編
纂
委
員
会
『
江
南
市
史　

資
料
五　

近
現
代
編
』（
江
南
市
、一九
八
八
年
）

庄�

司
洋
子
・
木
下
康
仁
・
武
川
正
吾
・
藤
村
正
之
『
福
祉
社
会
事
典
』（
株
式
会
社
弘

文
堂
、
一
九
九
九
年
）

文�

部
科
学
省
「
生
涯
学
習
振
興
の
経
緯
等
に
つ
い
て
」
文
部
科
学
省
、https://w

w
w
.

m
ext.go.jp//content/20210602-m

xt_syogai03-15653_2.pdf

、
二
〇
二
三
年

十
一
月
十
四
日
参
照

文�
部
科
学
省
「
第
七
節　

社
会
教
育
」
文
部
科
学
省
、https://w

w
w
.m

ext.go.jp/
b_m

enu/hakusho/htm
l/others/detail/1318266.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月

十
四
日
参
照

Ｎ�

Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
ル
大
口
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
団
体
概
要
」
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
ル
大
口
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ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、https://w

w
w
.w

ill-oguchi.com
/club-overview

/

、
二
〇

二
三
年
十
一
月
十
四
日
参
照

『
愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
三
十
五
周
年
記
念　

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
団
体
要

覧
』（
愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
、
二
〇
一
一
年
）

『
公
民
館
の
實
態
』（
大
口
村
公
民
館
、
一
九
五
二
年
）

『
五
十
年
の
歩
み
』（
大
口
村
、
一
九
五
六
年
）

『
大
口
体
協
四
十
周
年
記
念
誌
』（
大
口
町
体
育
協
会
、
二
〇
〇
三
年
）

『
大
口
町
生
涯
学
習
基
本
構
想
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
三
年
）

『
大
口
老
人
ク
ラ
ブ
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』（
大
口
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
二
〇
一

〇
年
）

『
大
口
老
連
創
立
三
十
周
年
記
念
誌
』（
大
口
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
一
九
九
一
年
）

『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
は
」』（
公
益
財
団
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
二
〇
二
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
四
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
四
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
四
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
四
年
）

「
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
七
九
年
四
月
十
一
日
、
近
郊
版
）

『
第
四
次
大
口
町
総
合
計
画
』（
大
口
町
、
一
九
九
〇
年
）

『
第
四
九
回
国
民
体
育
大
会　

大
口
町
実
行
委
員
会
第
３
回
総
会
』（
第
49
回
国
民
体

育
大
会
大
口
町
実
行
委
員
会
、
一
九
九
三
年
）

『
第
四
九
回
国
民
体
育
大
会
報
告
書
』（
第
49
回
国
民
体
育
大
会
扶
桑
町
実
行
委
員
会
、

一
九
九
五
年
）

「
文
化
財
収
蔵
庫
が
完
成
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九
七
年
二
月
四
日
、
近
郊
版
）

『
平
成
十
九
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
八
年
）

「
令
和
四
年
度
版　

図
書
館
年
報
」（
大
口
町
立
図
書
館
、
二
〇
二
二
年
）

　
　
第
五
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

下
中
美
都
『
完
全
版　

昭
和
・
平
成
史
年
表
』（
株
式
会
社
平
凡
社
、
二
〇
一
九
年
）

ま�

ち
ね
っ
と
大
口
「
運
営
団
体
「
ま
ち
ね
っ
と
大
口
」
に
つ
い
て
」
ま
ち
ね
っ
と
大

口
、https://m

achinetoguchi.com
/guide/m

achinet/

、
二
〇
二
三
年
十
一
月

十
四
日
参
照

『
新
た
な
地
域
自
治
組
織
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
書
』（
大
口
町
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
会
、
二
〇
一
一
年
）

『
大
口
町
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
提
案
書
』（
大
口
町
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
検
討

委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
）

「
校
内
ビ
オ
ト
ー
プ
が
全
国
大
会
で
優
秀
賞
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
〇
二
年
一
月
二
十

五
日
、
近
郊
版
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
七
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
九
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
〇
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
一
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
一
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
二
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
二
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
二
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
四
年
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
五
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
六
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
八
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
八
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
八
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
九
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
九
年
）
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『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
〇
九
年
八
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
六
年
一
〇
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
二
二
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
二
二
年
）

『
昭
和
五
十
九
～
平
成
十
二
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、

一
九
八
五
～
二
〇
〇
一
年
）

『
第
六
次
総
合
計
画
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
六
年
）

『
―
共
に
生
き
共
に
輝
く
ま
ち
―
お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
』（
大
口
町
、
二
〇

〇
三
年
）

『
二
〇
二
〇
年
ミ
ニ
町
勢
要
覧
』（
大
口
町
、
二
〇
二
〇
年
）

『
平
成
十
四
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
三
年
）

『
平
成
十
八
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
七
年
）

『
平
成
二
十
一
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
〇
年
）

『
平
成
二
十
五
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
一
四
年
）

『
ま
ち
の
財
布　

平
成
二
十
年
度
』（
大
口
町
、
二
〇
〇
四
年
）

　
　
第
六
節

議�

会
だ
よ
り
編
集
員
会
『
お
お
ぐ
ち
議
会
だ
よ
り　

特
別
号
』（
大
口
町
議
会
、
二
〇

一
五
年
）

議�

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
『
お
お
ぐ
ち
議
会
だ
よ
り　

N
o

一
五
五
』（
大
口
町
議
会
、

二
〇
〇
五
年
）

議�

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
『
お
お
ぐ
ち
議
会
だ
よ
り　

N
o

一
八
二
』（
大
口
町
議
会
、

二
〇
一
〇
年
）

「
令
和
四
年
度　

議
会
の
概
要
」（
大
口
町
議
会
、
二
〇
二
二
年
）

　
第
四
章

　
　
第
一
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

『
大
口
町
の
保
健
』
平
成
七
～
平
成
十
一
年
度
（
大
口
町
、
一
九
九
六
～
二
〇
〇
〇
年
）

『
保
健
活
動
の
ま
と
め
』
平
成
十
二
～
令
和
三
年
度
（
大
口
町
、
二
〇
〇
一
～
二
〇
二

二
年
）

　
　
第
二
節

井�

上
明
美
「
日
本
の
保
育
観
の
歴
史
的
変
遷
か
ら
と
ら
え
る
保
育
」『
花
園
大
學
社
会

福
祉
学
部
研
究
紀
要　

第
二
八
号
』（
二
〇
二
〇
年
）

岩�

倉
幼
稚
園
「
教
育
方
針
」
岩
倉
幼
稚
園
、http://iw

akurakinder.sakura.ne.jp/
policy.htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日
参
照

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
五
』（
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
幼
稚
園
「
大
口
幼
稚
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
よ
う
こ
そ
」
大
口
幼
稚
園
、http://

oguchi-hp.sakura.ne.jp/index.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日
参
照

政�

府
統
計
の
総
合
窓
口�

ｅ-

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
「
学
校
基
本
調
査　

幼
稚
園　

都
道
府
県
別

学
校
数
」、https://w

w
w
.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&

layout=d
atalist&

toukei=00400001&
tstat=000001011528&

cycle=0&
tclass1=0000

01161251&
tclass2=000001161406&

tclass3=000001161407&
tclass4=0000

01161409&
cycle_facet=tclass1&

tclass5val=0

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五

日
参
照

内�

閣
府
「
少
子
化
対
策
の
現
状
（
第
一
章
二
）」
内
閣
府
、https://w

w
w
8.cao.

go.jp/shoushi/shoushika/w
hitepaper/m

easures/w
-2022/

r04w
ebhonpen/htm

l/b1_s1-1-2.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日
参
照
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内�
閣
府
「
よ
く
わ
か
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」」
内
閣
府
、https://w

w
w
8.

cao.go.jp/shoushi/shinseido/sukusuku.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日

参
照

文�

部
科
学
省
「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
文
部
科
学
省
、https://w

w
w
.m

ext.
go.jp/a_m

enu/kokusai/jidou/m
ain4_a9.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日

参
照

文�

部
科
学
省
「
幼
稚
園
教
育
要
領
（
平
成
元
年
三
月
）」
文
部
科
学
省
、https://

w
w
w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/shotou/old-cs/1322225.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
十
五
日
参
照

ラ�

・
モ
ー
ナ
幼
稚
園
「
ラ
・
モ
ー
ナ
幼
稚
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
よ
う
こ
そ
」
ラ
・

モ
ー
ナ
幼
稚
園
、http://lam

onakinder.sakura.ne.jp/

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十

五
日
参
照

　
　
第
三
節

一�

般
財
団
法
人
日
本
児
童
教
育
振
興
財
団
『
学
校
教
育
の
戦
後
七
十
年
史
』（
株
式
会

社
小
学
館
、
二
〇
一
六
年
）

学�

制
百
年
史
編
集
委
員
会
「
学
級
編
制
基
準　

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制

お
よ
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
の
制
定
」
文
部
科
学
省
、ttps://w

w
w
.

m
ext.go.jp/b_m

enu/hakusho/htm
l/others/detail/1317804.htm

、
二
〇
二

三
年
十
一
月
十
五
日
参
照

文�

教
科
学
委
員
会
調
査
室�

戸
田
浩
史
「「
ゆ
と
り
教
育
」
見
直
し
と
学
習
指
導
要
領
の

在
り
方
」
参
議
院
、https://w

w
w
.sangiin.go.jp/japanese/annai/chousa/

rippou_chousa/backnum
ber/2009pdf/20090801065.pdf

、
二
〇
二
三
年
十

一
月
十
五
日
参
照

「
安
全
運
動
に
一
丸
の
大
口
北
交
通
少
年
団　

県
警
本
部
長
か
ら
表
彰
」『
中
日
新
聞
』

（
一
九
九
〇
年
四
月
七
日
、
近
郊
版
）

『
大
口
広
報　

一
九
七
二
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
二
年
）

『
大
口
町
立
大
口
中
学
校　

創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』（
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
、
一
九
九
七
年
）

『
大
口
町
立
大
口
中
学
校　

創
立
六
十
一
周
年
記
念
誌
』（
創
立
六
十
一
周
年
記
念
誌

事
業
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
）

『
大
口
町
立
大
口
北
部
中
学
校　

創
立
二
十
三
周
年
記
念
』（
大
口
町
立
大
口
北
部
中

学
校
、
二
〇
〇
八
年
）

『
開
校
十
周
年
記
念
誌
』（
大
口
町
立
大
口
北
部
中
学
校
、
一
九
九
五
年
）

『
開
校
十
周
年
記
念　

―
開
校
十
年
の
あ
ゆ
み
―
』（
大
口
西
小
学
校
、
一
九
八
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
〇
年
六
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
〇
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
七
年
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
二
一
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
二
一
年
）

『
姉
妹
校
交
歓
会
五
十
周
年
記
念
誌
』（
大
口
南
小
学
校
、
一
九
九
〇
年
）

「
新
校
舎
と
屋
内
運
動
場
が
完
成
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
二
〇
一
二
年
三
月
三

十
一
日
）

『
新
生
大
口
中
学
校
検
討
経
緯　

～
明
日
の
学
校
づ
く
り
各
部
会
検
討
の
経
緯
～
』（
大

口
町
立
大
口
中
学
校
・
大
口
町
立
大
口
北
部
中
学
校
、
二
〇
〇
八
年
）

『
平
成
十
六
年
度
当
初
予
算　

予
算
の
重
点
施
策
の
概
要
』（
愛
知
県
、
二
〇
〇
四
年
）

『
平
成
二
十
年
度
当
初
予
算　

予
算
の
重
点
施
策
の
概
要
』（
愛
知
県
、
二
〇
〇
八
年
）

『
令
和
二
年
度
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』（
大
口
町
、
二
〇
二
〇
年
）

『
令
和
三
～
五
年
度　

当
初
予
算
予
算
参
考
資
料
』（
愛
知
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
一

～
二
〇
二
三
年
）

『
六
三
学
制　

小
中
学
校
七
十
年
誌
』（
丹
葉
地
方
教
育
事
務
協
議
会
、
二
〇
一
八
年
）
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第
五
章

　
　
第
一
節

総�

務
省
統
計
局
「
国
勢
調
査
の
あ
ゆ
み
」
総
務
省
統
計
局
、https://w

w
w
.stat.

go.jp/data/kokusei/2015/kouhou/ayum
i.htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五

日
参
照

　
　
第
二
節

一�

般
財
団
法
人
日
本
工
作
機
械
工
業
会
「
工
作
機
械
に
つ
い
て
」
一
般
財
団
法
人
日
本

工
作
機
械
工
業
会
、https://w

w
w
.jm

tba.or.jp/m
achine

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
十
七
日
参
照

江
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
江
南
市
史　

本
文
編
』（
江
南
市
、
二
〇
〇
一
年
）

国�

税
庁
「
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
と
税
制
改
正
」
国
税
庁
、https://w
w
w
.nta.go.jp/about/

organization/ntc/sozei/shiryou/library/19.htm
、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十

五
日
参
照

国�

税
庁
「
地
方
法
人
税
の
税
率
の
改
正
の
お
知
ら
せ
」
国
税
庁
、https://w

w
w
.nta.

go.jp/publication/pam
ph/hojin/chihou_hojin/01.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
十
七
日
参
照

国�

立
公
文
書
館
「
地
方
自
治
法
」
国
立
公
文
書
、https://w

w
w
.archives.go.jp/

ayum
i/kobetsu/s22_1947_04.htm

l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日
参
照

国�

立
国
家
愛
図
書
館
「
第
五
章　

憲
法
の
施
行
」
国
立
国
会
図
書
館
、https://w

w
w
.

ndl.go.jp/constitution/gaisetsu/05gaisetsu.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十

五
日
参
照

財�

務
省
「
地
方
交
付
税
の
財
源
は
何
で
す
か
」
財
務
省
（
二
〇
二
〇
年
六
月
二
十
九

日
）、https://w

w
w
.m

of.go.jp/faq/budget/01ai.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月

十
七
日
参
照

財�

務
省
「
法
人
課
税
に
関
す
る
基
本
的
な
資
料
」
財
務
省
、https://w

w
w
.m

of.go.jp/
tax_policy/sum

m
ary/corporation/c01.htm

、二
〇
二
三
年
十一月
十
七
日
参
照

総�

務
省
「
市
町
村
数
の
変
遷
と
明
治
・
昭
和
の
大
合
併
の
特
徴
」
総
務
省
、https://

w
w
w
.soum

u.go.jp/gapei/gapei2.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
七
日
参
照

総�

務
省
「
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
」
総
務
省
、https://w

w
w
.soum

u.
go.jp/m

ain_sosiki/jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/150790_18.htm
l

、

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
七
日
参
照

総�

務
省
「
地
方
交
付
税
率
の
変
遷
」
総
務
省
、https://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_

content/000874391.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
七
日
参
照

総�

務
省
「
地
方
自
治
制
度
の
歴
史
」
総
務
省
、https://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_

sosiki/jichi_gyousei/bunken/history.htm
l

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日
参
照

総�

務
省
「
地
方
自
治
と
地
方
税
財
政
制
度
七
十
年
の
変
遷
と
今
後
の
展
望
」
総
務
省
、

https://w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000562286.pdf

、
二
〇
二
三
年
十

一
月
十
五
日
参
照

総�

務
省
「
地
方
消
費
税
」
総
務
費
、https://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/

jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/149767_14.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十

七
日
参
照

総�

務
省
「
地
方
譲
与
税
の
概
要
」
総
務
省
、https://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_

content/000320200.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日
参
照

総�

務
省
「
都
市
計
画
税
」
総
務
省
、https://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_sosiki/

jichi_zeisei/czaisei/czaisei_seido/150790_16.htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十

七
日
参
照

内
閣
府
「
消
費
税
の
歴
史
」
内
閣
府
、https://w

w
w
.cao.go.jp/zei-cho/history/

　

1996-2009/gijiroku/soukai/2004/pdf/kiso_b22a3.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
十
七
日
参
照
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扶
桑
町
史
編
集
委
員
会
『
扶
桑
町
史　

下
巻
』（
扶
桑
町
、
一
九
九
八
年
）

法�
令
用
語
研
究
会　

代
表　

岩
尾
信
行
『
有
斐
閣
法
律
用
語
辞
典
』（
株
式
会
社
有
斐

閣
、
二
〇
二
〇
年
）

文�

部
科
学
省
「
公
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
の
推
進
」
文
部
科
学
省
、https://w

w
w
.

m
ext.go.jp/a_m

enu/shotou/zyosei/taishin/index.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
十
七
日
参
照

　
第
六
章

　
　
第
一
節

厚�

生
労
働
省
「
産
業
社
会
の
変
化
と
勤
労
者
生
活
」
厚
生
労
働
省
、https://w

w
w
.

m
hlw

.go.jp/w
p/hakusyo/roudou/10/dl/02-1.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十

七
日
参
照

国�

土
交
通
省
「
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
国
土
交
通

省
、https://w

w
w
.m

lit.go.jp/seisakutokatsu/freight/gaiyou.pdf

、
二
〇
二

三
年
十
一
月
十
七
日
参
照

「
ア
ピ
タ
大
口
店
二
十
三
日
オ
ー
プ
ン
」（
一
九
九
八
年
十
月
十
七
日
、
近
郊
版
）

「
価
格
競
争
に
拍
車
…
競
合
店
は
警
戒　

大
型
店
あ
す
開
店
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
九

五
年
十
一
月
二
十
二
日
、
近
郊
版
）

「
店
舗
目
面
積
五
四
四
五
平
方
メ
ー
ト
ル
二
十
四
日
オ
ー
プ
ン
」『
中
日
新
聞
』（
一
九

八
七
年
六
月
十
六
日
、
尾
張
版
）

　
　
第
二
節

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
年
編
四　

近
世一』（
愛
知
県
、二
〇一九
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
年
編
五　

近
世
二
』（
愛
知
県
、二
〇一九
年
）

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
九　

現
代
』（
愛
知
県
、二
〇
二
〇
年
）

愛
知
の
稲
編
さ
ん
会
『
愛
知
の
稲
』（
愛
知
県
、
一
九
九
一
年
）

愛
知
県
総
務
部
消
防
防
災
課
『
愛
知
県
災
害
誌
』（
愛
知
県
、
一
九
八
二
年
）

入
鹿
池
史
編
纂
委
員
会
『
入
鹿
池
史
』（
入
鹿
用
水
土
地
改
良
区
、
一
九
九
四
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
八
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
二
三
』（
小
学
館
、
一
九
八
八
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

大
口
町
総
務
部
秘
書
企
画
課
『
大
口
町
総
合
計
画　
一九
七
九
→
一九
八
四
』（
大
口
町
）

東�

海
農
政
局
統
計
情
報
『
第
二
〇
次
愛
知
農
林
水
産
統
計
年
報
』（
愛
知
農
林
統
計
協

会
、
一
九
七
三
年
）

中�

村
恵
二
『
図
解
入
門
業
界
研
究　

最
新
農
業
の
動
向
と
し
く
み
が
よ
～
く
わ
か
る
本

［
第
二
版
］』（
株
式
会
社　

秀
和
シ
ス
テ
ム
、
二
〇
二
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

農�

林
環
境
調
査
室��

中
渡
明
弘
「
米
の
生
産
調
整
政
策
の
経
緯
と
動
向
」
国
立
国
会
図

書
館
、https://dl.ndl.go.jp/view

/dow
nload/digidepo_3050297_po_071703.

　

pdf?contentN
o=1

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
二
十
日
参
照

農�

林
環
境
調
査
室��

中
渡
明
弘
「
米
の
生
産
調
整
政
策
の
経
緯
と
見
直
し
問
題
」
国
立

国
会
図
書
館
、https://dl.ndl.go.jp/view

/dow
nload/digidepo_1000534_po_

　
0659.pdf?contentN

o=1

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
二
十
日
参
照

農�
林
中
金
総
合
研
究
所
「
畜
産
環
境
問
題
の
現
状
と
課
題
」
農
林
中
金
総
合
研
究
所
、

https://w
w
w
.nochuri.co.jp/report/pdf/n9909re3.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
二
十
日
参
照

山�

口
竜
也
・
堀
田
貢
太
郎
・
田
之
口
正
隆
『
デ
ー
タ
と
地
図
で
見
る　

日
本
の
農
業
一　

農
業
一
米
づ
く
り
』（
株
式
会
社
ポ
プ
ラ
社
、
二
〇
一
四
年
）
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『
第
一
一
次
愛
知
農
林
水
産
統
計
年
報
』（
農
林
省
愛
知
統
計
調
査
事
務
所
、一
九
六
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
九
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
九
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
七
二
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
七
二
年
）

　
　
第
三
節

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
八
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
九
』（
小
学
館
、
一
九
八
八
年
）

岡�

野
進
『
十
五
才
か
ら
身
に
つ
け
る
経
済
リ
テ
ラ
シ
ー
』（
朝
日
学
生
新
聞
社
、二
〇一七
年
）

百
周
年
事
業
推
進
委
員
会
『
ト
ヨ
タ
紡
織
の
あ
ゆ
み　

と
も
に
挑
む　

新
た
な
百
年
』

（
ト
ヨ
タ
紡
織
株
式
会
社
、
二
〇
一
九
年
）

南�

英
世
の
政
治
・
経
済
学
講
義
ノ
ー
ト
「
戦
後
日
本
経
済
論
」（
二
〇
二
二
年
二
月
）、

http://hom
epage1.canvas.ne.jp/m

inam
ihideyo/note-sengonihonkeizairon.

htm

、
二
〇
二
三
年
十一月
二
十
日
参
照

『
大
口
広
報　

一
九
六
九
年
十
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
九
年
）

　
　
第
四
節

犬�

山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

通
史
編　

下　

近
代
・
現
代
』（
犬
山
市
、

一
九
九
五
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
三
』（
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
二
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
四
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

小
牧
市
史
編
集
委
員
会
『
小
牧
市
史　

本
文
編
』（
小
牧
市
、
一
九
八
五
年
）

『
愛
知
県
商
工
会
三
十
年
史
』（
愛
知
県
商
工
会
連
合
会
、
一
九
九
一
年
）

衆�

議
院
「
商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る
法
律
」
衆
議
院
、https://w

w
w
.shugiin.

go.jp/internet/itdb_housei.nsf/htm
l/houritsu/03419600520089.htm

、
二

〇
二
三
年
十
一
月
二
十
日
参
照

消�

費
者
庁
新
未
来
創
造
戦
略
本
部
「
消
費
者
問
題
年
表
（
一
九
四
六
年
～
二
〇
二
二

年
）」
消
費
者
庁
（
二
〇
二
二
年
六
月
十
四
日
）、https://w

w
w
.caa.go.jp/

policies/future/topics/m
eeting_010/m

aterials/assets/furure_caa_
cm

s201_220624_00.pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
二
十
日
参
照

『
大
口
町
歳
入
歳
出
決
算
書
及
び
付
属
資
料　

平
成
六
～
平
成
二
十
七
年
度
』（
大
口

町
、
一
九
九
五
～
二
〇
一
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
〇
年
二
月
号
』（
小
学
館
、
一
九
八
〇
年
）

『
予
算
に
関
す
る
説
明
書　

平
成
二
十
五
～
平
成
二
十
七
年
度
』（
大
口
町
、二
〇一三
～
二

〇一五
年
）

第
三
編

　
第
一
章

　
　
第
一
節

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
六
』（
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

国�

史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典
第
十
二
巻
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
一

九
九
一
年
）

下
中
直
人
『
世
界
大
百
科
事
典
』（
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
）

日�
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
・
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
『
日
本
国
語
大
辞

典
第
二
版
第
十
一
巻
』（
株
式
会
社
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）

　
　
第
二
節

犬�

山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

通
史
編　

近
代
・
現
代
』（
犬
山
市
、
一
九
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九
五
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
三
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
二
〇
』（
小
学
館
、
一
九
八
七
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

江
南
市
史
編
纂
委
員
会
『
江
南
市
史　

資
料
五　

近
代
編
』（
江
南
市
、
一
九
八
八
年
）

参�

議
院
法
制
局
「
国
民
の
祝
日
」
参
議
院
法
制
局
二
〇
二
〇
年
四
月
）、https://

houseikyoku.sangiin.go.jp/colum
n/colum

n037.htm

、
二
〇
二
三
年
十
一
月

十
三
日
参
照

「
尾
北
聖
苑
の
造
成
着
工
」『
中
日
新
聞
』（一九
八
七
年
六
月
二
十
四
日
、
朝
刊
、
近
郊
版
）

　
　
第
三
節

石�

田
久
・
杉
田
昌
平
『
外
国
人
住
民
の
生
活
相
談
Ｑ
＆
Ａ
』（
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
、

二
〇
二
〇
年
）

井
上
裕
務
『
激
動
の
平
成
史
』（
株
式
会
社
洋
泉
社
、
二
〇
一
八
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史　

近
・
現
代
編
』（
大
口
町
、
二

〇
〇
六
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

厚�

生
省
児
童
家
庭
局
長
「
特
別
保
育
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
」
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
（
一
九
九
五
年
四
月
二
十
五
日
）、https://w

w
w
.ipss.go.jp/

publication/j/shiryou/no.13/data/shiryou/syakaifukushi/688.pdf

、
二
〇

二
三
年
十
一
月
十
三
日
参
照

厚�

生
労
働
省
「
帰
国
支
援
を
受
け
た
日
系
人
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」　

厚
生
労
働
省
、

（
二
〇
一
三
年
九
月
）、https://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/stf/houdou/0000024158.

htm
l

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
三
日
参
照

下
中
直
人
『
世
界
大
百
科
事
典
四
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）

首�

相
官
邸
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
（
改
訂
）
の
概

要
」、（
二
〇
一
九
年
十
二
月
二
十
日
）https://w

w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/

gaikokujinzai/kaigi/pdf/taiosaku_kaitei_gaiyou.pdf�

、
二
〇
二
三
年
十
一

月
十
三
日
参
照

総�

務
部
政
策
推
進
課
『
み
ん
な
で
進
め
る
自
立
と
共
助
の
ま
ち
づ
く
り　

第
七
次
大
口

町
総
合
計
画
二
〇
一
六-

二
〇
二
五
』（
大
口
町
、
二
〇
一
六
年
）

谷
田
貝
公
昭
『
改
訂
新
版
保
育
用
語
辞
典
』（
株
式
会
社
一
藝
社
、
二
〇
一
九
年
）

辻�

正
次
・
竹
内
信
仁
・
柳
原
光
芳
『
経
済
学
辞
典
』（
株
式
会
社
中
央
経
済
社
、二
〇一九
年
）

福�

玉
精
穀
倉
庫
株
式
会
社
『
流
れ
遥
か
に
―
福
玉
の
百
二
十
五
年
―
』（
福
玉
精
穀
倉

庫
株
式
会
社
、
一
九
九
九
年
）

『
五
十
年
の
歩
み
』（
大
口
村
、
一
九
五
六
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
五
年
五
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
四
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
六
年
十
二
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
六
年
）

　
　
第
四
節

一�

般
社
団
法
人
全
国
カ
ラ
オ
ケ
事
業
者
協
会
「
カ
ラ
オ
ケ
歴
史
年
表
」、https://

w
w
w
.karaoke.or.jp/03nenpyo/

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
四
日
参
照

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
五
』（
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
公
民
館
『
公
民
館
の
実
態
』（
大
口
村
公
民
館
、
一
九
五
二
年
）

下
中
直
人
『
世
界
大
百
科
事
典
二
一
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」『
中
日
新
聞
』（
二
〇
一
二
年
七
月
二
十
六
日
、
朝
刊　

近

郊
版
）
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『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
一
年
九
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
一
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
九
年
四
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
九
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
八
八
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
八
八
年
）

「
区
民
ふ
れ
あ
い
の
拠
点
完
成
」『
尾
北
ホ
ー
ムニュー
ス
（
一九
九
七
年
三
月
二
十
二
日
）

「
一
二
チ
ー
ム
が
熱
戦
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
八
一
年
五
月
三
十
日
、
朝
刊　

近
郊
版
）

「
町
民
の
交
流
と
親
ぼ
く
の
場
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
一
九
九
九
年
八
月
七
日
）

「
初
優
勝
は
大
屋
敷
」『
中
日
新
聞
』（
一
九
八
一
年
六
月
六
日
、
朝
刊　

近
郊
版
）

　
　
第
五
節

愛�

知
県
教
育
委
員
会
編
さ
ん
事
務
局
『
愛
知
県
教
育
史
第
五
巻
』（
愛
知
県
教
育
委
員

会
、
二
〇
〇
六
年
）

愛�

知
県
公
立
高
等
学
校
長
会
『
愛
知
県
高
校
教
育
六
十
年
』（
愛
知
県
公
立
高
等
学
校

長
会
、
二
〇
〇
八
年
）

川
勝
泰
介
『
よ
く
わ
か
る
児
童
文
化
』（
株
式
会
社
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）

谷
田
貝
公
昭
『
図
説
子
ど
も
事
典
』（
株
式
会
社
一
藝
社
、
二
〇
一
九
年
）

『
学
年
誌
が
伝
え
た
子
ど
も
文
化
史
【
昭
和
四
十
～
四
十
九
年
編
】』（
小
学
館
、
二
〇

一
八
年
）

『
学
年
誌
が
伝
え
た
子
ど
も
文
化
史
【
昭
和
五
十
～
六
十
四
年
編
】』（
小
学
館
、
二
〇

一
八
年
）

　
第
二
章

　
　
第
一
節

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
八　

近
代
三
』（
愛
知
県
、二
〇一九
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

渋�

井
康
弘
「
鷹
来
工
廠
と
私
た
ち
」（『
名
城
大
学
経
済
・
経
済
学
会
会
報
』
第
77
号
所

収
、
二
〇
一
九
年
）

「
農
林
省
農
村
計
畫
委
員
會
の
標
準
農
村
設
定
要
綱
の
決
定
」（『
人
口
問
題
研
究
四
』

所
収
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
、
一
九
四
三
年
）

　
第
三
章

　
　
第
一
節

愛
知
県
神
社
庁
『
愛
知
県
神
社
名
鑑
』（
名
古
屋
・
愛
知
県
神
社
庁
、
一
九
九
二
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
八
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
三
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
一
四
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

相
賀
徹
夫
『
日
本
大
百
科
全
書
二
二
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
町
中
地
域
自
治
組
織
『
余
野
神
社
の
あ
ゆ
み
』（
二
〇
二
〇
年
）

大��

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、一九
九
九
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

岡�

田
荘
司
・
笹
生　

衛
『
事
典　

神
社
の
歴
史
と
祭
り
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
三
年
）

国�

史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典　

第
八
巻
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
一

九
八
七
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

三
橋
建
『
カ
ラ
ー
図
鑑
イ
チ
か
ら
知
り
た
い
！
』（
株
式
会
社
西
東
社
、
二
〇
一
九
年
）

『
五
十
年
の
歩
み
』（
大
口
村
、
一
九
五
六
年
）
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第
二
節

入
鹿
池
史
編
纂
委
員
会
『
入
鹿
池
史
』（
入
鹿
用
水
土
地
改
良
区
、
一
九
九
四
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、二
〇
一一年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
一
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

「
全
焼
の
本
堂
な
ど
祈
願
の
再
建
完
成
」『
中
日
新
聞
朝
刊
、
近
郊
版
、
一
九
九
八
年
十

月
二
十
三
日
）

　
第
四
章

　
　
第
一
節

犬�

山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

別
巻　

文
化
財　

民
俗
』（
犬
山
市
、
一
九

八
五
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
九
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

　
　
第
二
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、二
〇
一一年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
五
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

加�

藤
友
康
・
高
埜
利
彦
・
長
沢
利
明
・
山
田
邦
明
『
年
中
行
事
大
辞
典
』（
株
式
会
社

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）

「
虫
送
り
」『
尾
北
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
』（
二
〇
〇
五
年
七
月
二
十
三
日
）

　
　
第
三
節

犬�

山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

別
巻　

文
化
財　

民
俗
』（
犬
山
市
、
一
九

八
五
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
お
お
ぐ
ち
の
む
か
し
ば
な
し
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、

二
〇
一
〇
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
六
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

加�

藤
友
康
・
高
埜
利
彦
・
長
沢
利
明
・
山
田
邦
明
『
年
中
行
事
大
辞
典
』（
株
式
会
社

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）

福�

田
ア
ジ
オ
・
新
谷
尚
紀
『
日
本
民
族
大
辞
典　

下
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
〇
年
）

　
第
五
章

　
　
第
一
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
四
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
九
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）

　
第
二
節

犬�

山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
犬
山
市
史　

別
巻　

文
化
財　

民
俗
』（
犬
山
市
、
一
九
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八
五
年
）

岩
倉
市
史
編
集
委
員
会
『
岩
倉
市
史
』（
岩
倉
市
、
一
九
八
五
年
）

国�

史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典　

第
二
巻
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
一

九
八
〇
年
）

国�

史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典　

第
八
巻
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
一

九
八
七
年
）

国�

史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典　

第
十
一
巻
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
〇
年
）

椎
野
八
束
『
別
冊
歴
史
読
本
』（
株
式
会
社
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
〇
年
）

太�

平
洋
戦
争
研
究
会『
日
本
陸
軍
将
官
総
覧
』（
株
式
会
社
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、二
〇一〇
年
）

鳥
海
靖
『
歴
代
内
閣
・
首
相
事
典
』（
株
式
会
社
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）

秦�

郁
彦
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
』（
一般
社
団
法
人
東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
五
年
）

平
和
町
誌
編
纂
委
員
会
『
平
和
町
誌
』（
平
和
町
、
一
九
八
二
年
）

　
第
六
章

　
　
第
一
節

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、一九
九
九
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
資
料
館
年
報
二　

平
成
十
一
年
度
』（
大
口
町
教
育
委
員

会
、
二
〇
〇
一
年
）

　
　
第
二
節

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会『
愛
知
県
史　

通
史
編　

九　

現
代
』（
愛
知
県
、二
〇
二
〇
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九

九
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
一
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
二
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
六
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
七
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
資
料
館
年
報
二　

平
成
十
一
年
度
』（
大
口
町
教
育
委
員

会
、
二
〇
〇
一
年
）

株�

式
会
社
イ
ビ
ソ
ク
名
古
屋
支
店
『
犬
山
城
跡
第
六
・
七
次
発
掘
調
査
報
告
書
』（
犬

山
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
二
年
）

　
第
七
章

愛�

知
県
『
愛
知
県
庁
本
庁
舎　

本
庁
舎
解
説
』
愛
知
県
（
二
〇
二
三
年
九
月
十
九
日
更

新
）、（https://w

w
w
.pref.aichi.jp/soshiki/zaisan/honchokaisetsu.htm

l

、

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
四
日
参
照

愛
知
県
議
会
事
務
所
『
愛
知
県
議
会
史　

第
八
巻
』（
愛
知
県
議
会
、
一
九
七
一
年
）

愛
知
銀
行
総
合
企
画
部
『
愛
知
銀
行
の
あ
ゆ
み
』（
株
式
会
社
愛
知
銀
行
、
二
〇
一一年
）

愛�

知
県
姓
氏
歴
史
人
物
大
辞
典
編
纂
員
会
『
角
川
日
本
姓
氏
歴
史
人
物
大
辞
典
』（
株

式
会
社
角
川
書
店
、
一
九
九
一
年
）

愛
知
県
丹
羽
郡
教
育
会
『
丹
羽
郡
誌
・
丹
羽
郡
制
史
』（
株
式
会
社
名
著
出
版
、
一
九

七
四
年
）

愛�

知
県
美
術
館
『
作
家
デ
ー
タ
＆
作
品
一
覧
』（http://jm

apps.ne.jp

、
二
〇
二
三
年

十
一
月
十
五
日
参
照
）

槙�
村
一
世
『
地
域
の
繁
栄
と
と
も
に
中
央
相
互
銀
行
の
あ
ゆ
み
』（
株
式
会
社
中
央
相

互
銀
行
、
一
九
八
五
年
）

大
池
晴
嵐
『
大
池
晴
嵐　

巻
頭
言
集
』（
財
団
法
人
晴
嵐
館
、
一
九
九
二
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
・
町
長
公
室
・
秘
書
企
画
課
『
第
五
次
大
口
町
総
合
計
画
』（
大
口
町
、
一
九
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九
六
年
）

大�
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館　

図
録
三　

仙
田
半
畊
』（
大

口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館　

図
録
四　

酒
井
椿
渓
』（
大

口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館　

図
録
六　

前
田
曎
』（
大
口

町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、二
〇
一一年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
六
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
）

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
研
究
紀
要
九
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

社
史
編
纂
委
員
会
『
シ
ヤ
チ
ハ
タ
八
十
年
史
』（
シ
ヤ
チ
ハ
タ
株
式
会
社
、
二
〇
〇
七
年
）

社
本
鋭
郎
『
熱
田
裁
断
橋
物
語
』（
姥
堂
裁
断
橋
保
存
会
・
堀
尾
遺
跡
顕
彰
会
、
一
九

七
〇
年
）

高
木
大
宇
『
高
木
天
仙
作
品
集
「
鵞
楽
」』（
高
木
天
仙
、
一
九
八
二
年
）

中�

部
経
済
新
聞
社
『
明
日
へ
の
礎
石　

福
玉
の
百
年
』（
福
玉
精
穀
倉
庫
株
式
会
社
、

一
九
七
四
年
）

中�

部
経
済
新
聞
社
『
流
れ
遥
か
に　

福
玉
の
百
二
十
五
年
』（
福
玉
精
穀
倉
庫
株
式
会

社
、
一
九
九
九
年
）

日�

外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
『
日
本
の
創
業
者
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
、

二
〇
一
〇
年
）

服
部
徳
次
郎
『
愛
知
画
家
名
鑑
』（
愛
知
県
画
家
顕
頌
会
、
一
九
九
七
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
五
年
十
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
五
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

二
〇
一
七
年
三
月
号
』（
大
口
町
、
二
〇
一
七
年
）

『
故
社
本
鋭
郎
を
偲
ん
で
』（
福
玉
精
穀
倉
庫
株
式
会
社
、
一
九
八
二
年
）

『
中
部
日
本
書
家
名
鑑
』（
名
古
屋
タ
イ
ム
ズ
社
、
一
九
六
六
年
）

『
堀
尾
氏
の
築
城
と
ま
ち
づ
く
り　

松
江
誕
生
』（
松
江
湖
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
二

〇
一
五
年
）

第
四
編

　
第
一
章

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
五　

近
世
二
』（
愛
知
県
、二
〇一九
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
六　

近
代一』（
愛
知
県
、二
〇一七
年
）

愛�

知
県
丹
羽
郡
教
育
会
『
丹
羽
郡
誌
・
丹
羽
郡
制
史
』（
株
式
会
社
名
著
出
版
、
一
九

七
四
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

名�

古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

　
　
第
一
節

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

通
史
編
五　

近
世
二
』（
愛
知
県
、二
〇一九
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
二　

織
豊
二
』（
愛
知
県
、
二
〇

〇
七
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

名�

古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）
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名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

『
広
報
お
お
ぐ
ち　

一
九
九
二
年
一
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
九
二
年
）

　
　
第
二
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、二
〇
一一年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

松
江
歴
史
館
『
戦
国
の
世
を
馳
せ
た
武
将　

堀
尾
吉
晴
』（
松
江
歴
史
館
、
二
〇
二一年
）

　
　
第
三
節

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会『
愛
知
県
史　

資
料
編
十　

中
世
三
』（
愛
知
県
、二
〇
〇
九
年
）

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
二　

織
豊
二
』（
愛
知
県
、
二
〇

〇
七
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
町
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇

一
一
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

　
　
第
四
節

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
二　

織
豊
二
』（
愛
知
県
、
二
〇

〇
七
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
口
の
指
定
文
化
財
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、二
〇
一一年
）

　
　
第
五
節

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

入
鹿
池
史
編
纂
委
員
会
『
入
鹿
池
史
』（
入
鹿
用
水
土
地
改
良
区
、
一
九
九
五
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

　
　
第
六
節

愛�

知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
十
二　

織
豊
二
』（
愛
知
県
、
二
〇

〇
七
年
）

大�

口
町
健
康
福
祉
部
健
康
生
き
が
い
課
『
保
健
活
動
の
ま
と
め
』（
大
口
町
、
二
〇
一二
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

扶
桑
町
史
編
纂
委
員
会
『
扶
桑
町
史　

上
巻
』（
扶
桑
町
、
一
九
九
八
年
）

『
明
日
を
夢
み
て
』（
大
口
余
野
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合
、
一
九
九
七
年
）

『
大
口
町
中
地
域　

近
年
の
風
景
変
遷
』（
大
口
町
中
地
域
自
治
組
織
・
歴
史
民
俗
研
究

会
、
二
〇
一
八
年
）

「
中
層
に
建
て
替
え
へ
」『
中
日
新
聞
』（
一九
七
九
年
六
月
二
十
二
日
、
朝
刊
、
近
郊
版
）
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第
七
節

愛�
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史　

資
料
編
六　

古
代一』（
愛
知
県
、一九
九
九
年
）

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大�

口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史
』（
大
口
町
教
育
委
員
会
、
二
〇

〇
六
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

名
古
屋
市
博
物
館
『
和
名
類
聚
抄
』（
名
古
屋
市
博
物
館
、
一
九
九
二
年
）

　
第
二
章

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

国
土
交
通
省『
国
土
調
査
の
概
要
』（https://w
w
w
.m

lit.go.jp/com
m
on/001031136.

　

pdf

、
二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日
参
照
）

『
大
口
広
報　

一
九
六
九
年
二
月
号
』（
大
口
町
、
一
九
六
九
年
）

「
県
営
ほ
場
整
備
に
よ
る
区
域
再
編
で
」『
毎
日
新
聞
』（
一
九
七
六
年
九
月
九
日
朝
刊
）

　
第
三
章

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

『
五
十
年
の
歩
み
』（
大
口
村
、
一
九
五
五
年
）

　
　
第
一
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

柳
田
國
男
『
地
名
の
研
究
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

　
　
第
二
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

　
　
第
三
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

中
根
洋
治
『
愛
知
の
地
名
』（
風
媒
社
、
二
〇
一
二
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）
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第
四
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

中
根
洋
治
『
愛
知
の
地
名
』（
風
媒
社
、
二
〇
一
二
年
）

柳
田
國
男
『
地
名
の
研
究
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

『
愛
知
郷
土
資
料
叢
書
尾
張
國
地
名
考
』（
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）

『
五
十
年
の
歩
み
』（
大
口
村
、
一
九
五
六
年
）

　
　
第
五
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

中
根
洋
治
『
愛
知
の
地
名
』（
風
媒
社
、
二
〇
一
二
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
名

古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

柳
田
國
男
『
地
名
の
研
究
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

『
愛
知
郷
土
資
料
叢
書
尾
張
國
地
名
考
』（
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）

　
　
第
六
節

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

『
愛
知
郷
土
資
料
叢
書
尾
張
國
地
名
考
』（
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）

　
　
第
七
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

中
根
洋
治
『
愛
知
の
地
名
』（
風
媒
社
、
二
〇
一
二
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
一
巻　

寛
文
村
々
覚
書
（
上
）』（
名

古
屋
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
三
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

『
愛
知
郷
土
資
料
叢
書
尾
張
國
地
名
考
』（
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）

　
　
第
八
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

　
　
第
九
節

大
口
町
史
編
纂
委
員
会
『
大
口
町
史
』（
大
口
町
、
一
九
八
二
年
）

大
口
村
役
場
『
大
口
村
誌
』（
大
口
村
、
一
九
三
五
年
）

鏡
味
完
二
『
日
本
の
地
名
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
『
名
古
屋
叢
書
続
編　

第
六
巻　

尾
張
徇
行
記
（
三
）』（
愛

知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
）

柳
田
國
男
『
地
名
の
研
究
』（
株
式
会
社
講
談
社
、
二
〇
二
一
年
）
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掲
載
図
版
一
覧

第
一
編

第
一
章

１
－
１
－
１

位
置
図

1
－
1
－
2

民
有
地
の
地
目
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

1
－
1
－
3

河
川
地
図

1
－
1
－
4

河
川
流
路
図

1
－
1
－
5

気
温
と
降
水
量
の
比
較
（
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部�

『
消
防
年
報
』）

1
－
1
－
6

年
間
総
降
雨
量
・
日
最
大
雨
量
・
時
間
最
大
雨
量
（
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
『
消
防
年
報
』）

1
－
1
－
7

年
間
平
均
風
速
・
最
多
風
向
（
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
『
消
防
年
報
』）

1
－
1
－
8

町
内
か
ら
望
む
伊
吹
山

第
二
章

1
－
2
－
1

タ
ヌ
キ

1
－
2
－
2

キ
ツ
ネ

1
－
2
－
3

シ
ベ
リ
ア
イ
タ
チ

1
－
2
－
4

ニ
ホ
ン
イ
タ
チ

1
－
2
－
5

町
内
で
見
ら
れ
る
野
鳥
一
覧
（
観
察
地
別
）

1
－
2
－
6

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ�

1
－
2
－
7

町
役
場
上
空
を
飛
翔
す
る
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

1
－
2
－
8

ハ
ト
を
捕
食
す
る
オ
オ
タ
カ�

1
－
2
－
9

ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ

1
－
2
－
10

ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ
の
幼
体

1
－
2
－
11

ヤ
マ
カ
ガ
シ

1
－
2
－
12

町
内
で
見
ら
れ
る
魚
類
・
貝
類
・
そ
の
他
水
生
生
物
一
覧

1
－
2
－
13

ト
ウ
カ
イ
コ
ガ
タ
ス
ジ
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ

1
－
2
－
14

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
の
卵
塊

1
－
2
－
15

町
内
で
見
ら
れ
る
主
な
昆
虫
類

1
－
2
－
16

タ
イ
ワ
ン
タ
ケ
ク
マ
バ
チ

1
－
2
－
17

オ
オ
セ
イ
ボ
ウ

1
－
2
－
18

ヒ
メ
ボ
タ
ル

1
－
2
－
19

ヒ
メ
ボ
タ
ル
（
腹
側
）

1
－
2
－
20　
「
丹
羽
郡
大
口
村
大
字
余
野
周
辺
採
集
昆
虫
写
生
図
」（
大
口
町
教
育
委
員
会
所
蔵
）

1
－
2
－
21

キ
ベ
リ
マ
ル
ク
ビ
ゴ
ミ
ム
シ

1
－
2
－
22　

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

1
－
2
－
23　

タ
ヌ
キ
の
兄
弟
（
一
九
八
七
年
撮
影
）

1
－
2
－
24　

キ
ツ
ネ
の
親
子
（
一
九
八
七
年
撮
影
）

1
－
2
－
25　
『
余
野
の
タ
ヌ
キ　

ポ
ン
子
と
ポ
ン
太
』

1
－
2
－
26　

カ
ム
ル
チ
ー
（
五
条
川
）

1
－
2
－
27

荒
井
の
風
景
（
一
九
六
〇
年
代
頃
）（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

1
－
2
－
28

い
げ
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

1
－
2
－
29

荒
井
堰
（
二
〇
二
〇
年
八
月
撮
影
）

1
－
2
－
30

モ
ツ
ゴ
（
五
条
川
）

1
－
2
－
31

カ
マ
ツ
カ
（
五
条
川
）

1
－
2
－
32

ド
ン
コ
（
木
曽
川
）

1
－
2
－
33

ア
カ
ザ
（
木
曽
川
）

1
－
2
－
34

ホ
タ
ル
籠
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

1
－
2
－
35

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
（
幼
虫
）（
大
口
西
小
学
校
提
供
）

1
－
2
－
36

ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
（
成
虫
）（
大
口
西
小
学
校
提
供
）

1
－
2
－
37

濃
尾
平
野
の
地
形
（『
濃
尾
平
野
の
歴
史
１
』
よ
り
作
成
）

1
－
2
－
38

町
内
で
見
ら
れ
る
主
な
植
物
一
覧

1
－
2
－
39

ベ
ニ
バ
ナ
ツ
メ
ク
サ
（
外
坪
）

1
－
2
－
40

ヨ
シ
（
河
北
）

1
－
2
－
41

オ
ギ
（
下
小
口
）

1
－
2
－
42

マ
コ
モ
（
二
ツ
屋
）

1
－
2
－
43

エ
ビ
モ
（
河
北
）

1
－
2
－
44

エ
ビ
モ
の
群
落
（
河
北
）

1
－
2
－
45

ク
ラ
ラ
（
河
北
）

1
－
2
－
46

コ
ナ
ギ
（
河
北
）

1
－
2
－
47

ミ
ズ
ハ
コ
ベ
（
河
北
）

1
－
2
－
48

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
（
河
北
）

1
－
2
－
49

オ
オ
フ
サ
モ
（
河
北
）
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1
－
2
－
50

オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
（
河
北
）

1
－
2
－
51

町
の
木
・
町
の
花
の
応
募
結
果

1
－
2
－
52

キ
ン
モ
ク
セ
イ

1
－
2
－
53

各
区
の
木

第
三
章

1
－
3
－
1

大
口
町
・
犬
山
市
に
お
け
る
入
鹿
切
れ
被
災
地
の
位
置
図

1
－
3
－
2

入
鹿
切
れ
被
害
の
状
況

1
－
3
－
3

暴
水
流
亡
各
霊
墓
（
一
九
三
五
年
頃
）（『
大
口
村
誌
』）

1
－
3
－
4

１
か
所
に
集
め
ら
れ
た
石
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

1
－
3
－
5

暴
水
流
亡
各
霊
墓
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

1
－
3
－
6

暴
水
流
亡
各
霊
墓
の
台
座
の
文
字
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

1
－
3
－
7

村
別
震
害
取
調
表�

一
八
九
一
年
十
一
月
三
十
日
調
（『
丹
羽
郡
誌
』）

1
－
3
－
8

丹
羽
郡
内
で
被
害
額
の
多
い
町
村
（『
丹
羽
郡
誌
』）

1
－
3
－
9

農
作
物
の
被
害
状
況
（『
大
口
村
誌
』）

1
－
3
－
10

降
雹
被
害
略
図
（『
大
口
村
誌
』）

1
－
3
－
11

雹
害
補
助
金
領
収
人
名
簿
（
個
人
所
蔵
）

1
－
3
－
12

建
物
の
被
害
状
況
（『
丹
羽
郡
誌
』）

1
－
3
－
13

農
作
物
の
被
害
状
況
（『
大
口
村
誌
』）

1
－
3
－
14

旧
大
屋
敷
本
郷
地
区
の
獅
子
屋
形　

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
の
展
示
の
様
子
（
一
九
九
九
年

十
月
）

1
－
3
－
15

三
河
地
震
発
生
翌
日
の
新
聞
記
事
の
一
部
（『
中
部
日
本
新
聞
』
一
九
四
五
年
一
月
十
四
日
）

1
－
3
－
16

救
援
物
資
の
輸
送

1
－
3
－
17

大
口
村
・
扶
桑
町
の
伊
勢
湾
台
風
被
害
状
況
（「
伊
勢
湾
台
風�

災
害
救
助
費
清
算
書
」（
愛
知
県
公

文
書
館
所
蔵
）
か
ら
の
抜
粋
）

1
－
3
－
18

被
害
を
受
け
た
八
剱
社
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

1
－
3
－
19

倒
壊
し
た
公
民
館
大
屋
敷
分
館
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

1
－
3
－
20

倒
壊
し
た
大
口
中
学
校
の
校
舎
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

1
－
3
－
21

給
食
室　

窓
枠
・
屋
根
瓦
が
散
乱
（「
伊
勢
湾
台
風
関
係
書
類
綴　

大
口
南
小
学
校
」
大
口
町
歴
史

民
俗
資
料
館
所
蔵
）

1
－
3
－
22

大
口
南
小
学
校
講
堂　

瓦
は
飛
ば
さ
れ
、
出
入
り
口
の
破
損
も
激
し
い
（「
伊
勢
湾
台
風
関
係
書
類

綴　

大
口
南
小
学
校
」
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

1
－
3
－
23

屋
根
を
竹
で
押
さ
え
、
南
か
ら
の
強
風
に
備
え
番
線
を
張
っ
た
様
子
（
地
元
住
民
の
作
画
）

1
－
3
－
24

伊
勢
湾
台
風
後
に
固
定
さ
れ
た
支
柱

1
－
3
－
25

被
災
し
た
北
河
原
橋

1
－
3
－
26

町
内
水
位
計
設
置
位
置
図
（『
広
報
お
お
ぐ
ち
』
二
〇
一
八
年
八
月
号
）

第
二
編

序　
章

2
－
0
－
1　

旧
石
器
・
縄
文
時
代
に
お
け
る
主
要
遺
跡

2
－
0
－
2

弥
生
時
代
に
お
け
る
主
要
遺
跡

2
－
0
－
3　

余
野
遺
跡
群
（
清
水
遺
跡
）
で
発
見
さ
れ
た
小
型
仿
製
鏡

2
－
0
－
4　

余
野
遺
跡
群
（
神
明
下
遺
跡
）
で
発
見
さ
れ
た
小
銅
鐸

2
－
0
－
5　

白
山
一
号
墳
（
二
〇
一
七
年
撮
影
）

2
－
0
－
6　

大
口
町
域
南
部
周
辺
の
文
化
遺
産
分
布
図
（『
白
木
遺
跡
』）

2
－
0
－
7　

主
な
中
世
関
係
遺
跡
・
寺
院
位
置
図

2
－
0
－
8 

二
〇
一
〇
年
の
範
囲
確
認
調
査
で
検
出
し
た
内
堀
跡
（『
小
口
城
跡
範
囲
確
認
調
査
報
告
書
』）

2
－
0
－
9　

堀
尾
氏
邸
宅
跡
（
二
〇
一
七
年
撮
影
）

2
－
0
－
10　

堀
尾
跡
公
園
に
復
元
し
た
裁
断
橋
（
写
真
上
）
と
擬
宝
珠
（
写
真
下
）（
二
〇
一
七
年
撮
影
）

2
－
0
－
11　

江
戸
時
代
に
お
け
る
大
口
町
域
の
村
々
（『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史
』）

2
－
0
－
12　

江
戸
時
代
に
お
け
る
村
々
の
状
況
（『
寛
文
村
々
覚
書
』『
尾
張
徇
行
記
』）

2
－
0
－
13　

一
九
〇
六
年
大
口
村
合
併
直
前
に
お
け
る
各
村
の
位
置
図
（『
ま
ん
が
大
口
町
の
歴
史
』）

第
一
章

2
－
1
－
1　

酒
井
久
美

2
－
1
－
2　

仙
田
賢
弌

2
－
1
－
3　

大
口
村
公
民
館
（
一
九
五
二
年
）（「
公
民
館
の
実
態
」）

2
－
1
－
4　

社
本
鋭
郎

2
－
1
－
5　

町
制
施
行
式
（
一
九
六
二
年
）

2
－
1
－
6　

井
上
誠
之

2
－
1
－
7　

県
営
垣
田
住
宅
（
一
九
六
二
年
頃
）

2
－
1
－
8　

大
竹
喜
久
雄

2
－
1
－
9　

豊
田
学
習
等
共
同
利
用
施
設
（
一
九
八
〇
年
）

2
－
1
－
10　

江
口
一
信

2
－
1
－
11　

町
民
会
館
（
二
〇
一
九
年
撮
影
）
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2
－
1
－
12　

鈴
木　

愽

2
－
1
－
13　

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
一
一
年
撮
影
）

2
－
1
－
14　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
展
示
し
て
い
る
「
木
津
の
曳
舟
」（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
1
－
15　

酒
井　

鍈

2
－
1
－
16　
「
江
南
市
・
岩
倉
市
・
大
口
町
・
扶
桑
町
合
併
検
討
協
議
会
だ
よ
り
」　

第
１
号
（
二
〇
〇
三
年
）

2
－
1
－
17　

森　

進

2
－
1
－
18　

南
三
陸
町
役
場
新
庁
舎
（
二
〇
一
七
年
撮
影
）

2
－
1
－
19　

鈴
木
雅
博

2
－
1
－
20　

姉
妹
都
市
盟
約
時
に
握
手
を
交
わ
す
鈴
木
町
長
（
写
真
右
）
と
松
浦
松
江
市
長　

※
当
時
（
写
真

左
）（
二
〇
一
五
年
）

2
－
1
－
21　

姉
妹
都
市
盟
約
書
（
二
〇
一
五
年
）

2
－
1
－
22　

村
長
・
町
長
の
在
職
時
の
年
齢

第
二
章

2
－
2
－
1

五
条
川
改
修
工
事
年
表
（『
大
口
町
史
』）

2
－
2
－
2

五
条
川
河
川
改
修
工
事
区
間
及
び
記
念
碑
位
置
図

2
－
2
－
3

五
条
川
改
修
記
念
碑
の
碑
文

2
－
2
－
4

五
条
川
改
修
記
念
碑
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

2
－
2
－
5

水
神
碑
の
碑
文

2
－
2
－
6

水
神
碑
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

2
－
2
－
7

河
北
地
区
で
の
植
樹
風
景
（
一
九
五
三
年
頃
）

2
－
2
－
8

紅
葉
す
る
カ
エ
デ
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

2
－
2
－
9

ク
ロ
ー
ン
培
養
技
術
に
よ
る
大
口
町
古
代
種
桜
の
苗
木
育
成
事
業
委
託
の
内
容
（
三
か
年
計
画
）

2
－
2
－
10
「
お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜
」
と
そ
の
開
花
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

2
－
2
－
11

純
米
酒
「
お
お
ぐ
ち
」

2
－
2
－
12

焼
き
菓
子
（
ブ
ッ
セ
）

2
－
2
－
13

新
川
圏
域
地
図
（『
一
級
河
川
庄
内
川
水
系　

新
川
圏
域
河
川
整
備
計
画
』）

2
－
2
－
14

五
条
川
流
路
図
（
御
供
所
一
丁
目
地
内
）

2
－
2
－
15

青
木
川
河
川
整
備
計
画
地
図
（『
一
級
河
川
庄
内
川
水
系
新
川
圏
域
河
川
整
備
計
画
』）

2
－
2
－
16

土
地
改
良
区
換
地
処
分
状
況

2
－
2
－
17

土
地
改
良
区
整
田
碑　

秋
田
・
二
ツ
屋
・
仲
沖

2
－
2
－
18

土
地
利
用
方
針
図
（
二
〇
一
一
年
）（『
大
口
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』）

2
－
2
－
19

組
合
事
業
略
年
表

2
－
2
－
20

区
画
整
理
対
象
地
域

2
－
2
－
21

公
園
・
緑
地
の
方
針
図
（『
大
口
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』）

2
－
2
－
22

堀
尾
跡
公
園

2
－
2
－
23

都
市
公
園
・
緑
地
一
覧

2
－
2
－
24

役
場
南
ひ
ろ
ば

2
－
2
－
25

誘
致
工
場
位
置
図
（『
町
勢
要
覧　

一
九
六
六
年
』）

2
－
2
－
26

民
成
紡
績
（
株
）（
一
九
五
七
年
頃
）

2
－
2
－
27

鈴
木
町
政
最
初
の
工
場
誘
致
と
な
っ
た
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）
大
口
第
二
部
品
セ
ン
タ
ー
（
写
真

提
供
：
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
））

2
－
2
－
28

町
周
辺
の
鉄
道
路
線
図

2
－
2
－
29

柏
森
駅
南
仮
駅
舎

2
－
2
－
30

公
設
駐
輪
場

2
－
2
－
31

橋
上
化
さ
れ
た
柏
森
駅

2
－
2
－
32

旧
役
場
庁
舎
前
の
バ
ス
停
（
一
九
五
八
年
）

2
－
2
－
33

町
内
バ
ス
路
線
図
（『
町
勢
要
覧　

一
九
六
六
年
』）

2
－
2
－
34

東
一
宮
～
羽
黒
間
の
バ
ス
（『
町
勢
要
覧　

一
九
六
六
年
』）

2
－
2
－
35

町
内
バ
ス
路
線
図
（『
町
勢
要
覧　

一
九
七
二
年
』）

2
－
2
－
36

古
知
野
～
明
治
村
口
間
の
バ
ス
（『
町
勢
要
覧　

一
九
七
二
年
』）

2
－
2
－
37

車
両
数
の
変
化

2
－
2
－
38

町
周
辺
の
道
路
環
境

2
－
2
－
39

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
大
口
町
中
小
口
三
丁
目
地
内
）

2
－
2
－
40

道
路
整
備
状
況
の
比
較
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
2
－
41

道
路
・
交
通
の
方
針
図
（『
大
口
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』）

2
－
2
－
42

都
市
計
画
道
路
整
備
状
況
（
二
〇
二
三
年
一
月
現
在
）

2
－
2
－
43

対
面
二
車
線
（
一
九
七
二
年
頃
）

2
－
2
－
44

四
車
線
化
（
二
〇
〇
二
年
）

2
－
2
－
45

工
事
前
の
高
架　
（
二
〇
一
六
年
）

2
－
2
－
46

高
架
か
ら
交
差
点　
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

2
－
2
－
47

六
車
線
化
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

2
－
2
－
48

八
劔
橋
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）
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2
－
2
－
49

国
道
一
五
五
号
拡
幅
工
事
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
2
－
50

愛
岐
南
北
線
の
工
事
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
2
－
51

拡
幅
工
事
を
施
工
し
た
町
道

2
－
2
－
52

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
図
（
二
〇
二
三
年
）

2
－
2
－
53

導
入
当
時
の
バ
ス
（
二
〇
〇
五
年
）

2
－
2
－
54

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
者
延
べ
人
数
（『
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』）

2
－
2
－
55

近
隣
郵
便
局
開
設
年

2
－
2
－
56

大
口
郵
便
局
移
転
位
置
図

2
－
2
－
57

大
口
郵
便
局
（
一
九
四
八
年
～
）

2
－
2
－
58

大
口
郵
便
局
（
一
九
七
七
年
～
）

2
－
2
－
59

大
口
南
郵
便
局
（
一
九
九
五
年
～
）

2
－
2
－
60

有
線
放
送
電
話
の
加
入
状
況
（
一
九
五
八
・
六
七
年
は
『
大
口
町
史
』、
一
九
七
三
年
以
降
は
『
第

四
次
大
口
町
総
合
計
画
』）

2
－
2
－
61

昭
和
期
の
有
線
電
話
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

2
－
2
－
62

環
境
及
び
資
源
に
関
す
る
施
設
位
置
図

2
－
2
－
63

ご
み
焼
却
施
設
（
一
九
七
〇
年
代
前
半
）
手
前
に
職
員
用
住
居
が
見
え
る

2
－
2
－
64

更
新
さ
れ
た
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
施
設
・
粗
大
ご
み
処
理
施
設
）

2
－
2
－
65

町
が
直
接
搬
入
し
た
粗
大
ご
み
の
搬
入
量

2
－
2
－
66

最
終
処
分
場

2
－
2
－
67

可
燃
ご
み
収
集
経
路
（『
二
〇
二
二
年
度
大
口
町
ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー
』）

2
－
2
－
68

分
別
収
集
の
あ
ゆ
み

2
－
2
－
69

駐
輪
場
に
置
か
れ
た
堆
肥
化
装
置

2
－
2
－
70

堆
肥
で
つ
く
っ
た
野
菜

2
－
2
－
71

河
北
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
外
観
（
上
）
と
内
部
（
下
）

2
－
2
－
72

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
外
観
（
左
）
内
部
（
右
））

2
－
2
－
73

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
利
用
者
延
べ
人
数
（『
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』）

2
－
2
－
74

豊
田
有
機
資
源
保
管
所

2
－
2
－
75

二
ツ
屋
有
機
資
源
保
管
所

2
－
2
－
76

ご
み
排
出
量
の
推
移
（『
大
口
町
ご
み
処
理
基
本
計
画
』）

2
－
2
－
77

愛
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
量

2
－
2
－
78

し
尿
収
集
量
と
下
水
道
普
及
率
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
2
－
79

下
水
道
計
画
図
（『
大
口
町
公
共
下
水
道
基
本
計
画
説
明
書
』
二
〇
二
一
年
度
）

2
－
2
－
80

年
間
総
配
水
量
中
の
自
己
水
と
県
水
の
量
（
管
内
）（『
水
道
事
業
年
報
』）

第
三
章

2
－
3
－
1

駐
在
所
の
受
持
区
域
と
位
置

2
－
3
－
2

町
内
に
所
在
し
て
い
た
駐
在
所
（
一
九
七
二
年
）

2
－
3
－
3

町
内
に
お
け
る
犯
罪
発
生
件
数
（
一
九
四
八
～
二
〇
二
〇
年
）（
一
九
四
八
～
一
九
七
一
年
『
大
口

町
史
』、
一
九
七
三
～
二
〇
二
〇
年
『
愛
知
の
犯
罪
統
計
』）

2
－
3
－
4

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
た
防
犯
灯
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
5

カ
ラ
ー
塗
装
さ
れ
た
歩
行
者
の
通
行
帯
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
6

町
内
の
人
身
事
故
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
3
－
7

屋
外
拡
声
器
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

2
－
3
－
8

個
別
受
信
機
（
デ
ジ
タ
ル
方
式
）（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

2
－
3
－
9

放
送
卓
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
10

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
二
〇
二
〇
年
四
月
作
成
）

2
－
3
－
11

役
場
防
災
倉
庫
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
12

さ
つ
き
ケ
丘
防
災
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
13

大
口
北
防
災
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
14

大
口
町
消
防
団　

年
表
（『
大
口
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

消
防
団
』『
平
成
九
年
度
決
算
に
係
る
主
要

施
策
の
成
果
報
告
書
』）

2
－
3
－
15

大
口
町
消
防
団　

団
員
数
（
二
〇
二
三
年
四
月
一
日
現
在
）（『
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
消

防
年
報
』）

2
－
3
－
16

全
国
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
た
大
口
町
消
防
団
（
二
〇
一
〇
年
）

2
－
3
－
17

特
別
表
彰
「
ま
と
い
」

2
－
3
－
18

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
た
大
口
町
女
性
消
防
隊

2
－
3
－
19

出
火
件
数
の
推
移
（『
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
年
報
』）

2
－
3
－
20

救
急
出
動
件
数
（『
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
年
報
』）

2
－
3
－
21

丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
22

丹
羽
消
防
署
大
口
出
張
所
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
23

消
防
・
救
急
車
の
現
場
到
着
所
要
時
間
別
件
数
（『
丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
年
報
』）

2
－
3
－
24

高
齢
受
給
者
証
併
用
保
険
証
の
設
計
案
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2
－
3
－
25

国
民
健
康
保
険
世
帯
加
入
状
況
（『
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』『
大
口
町
国
保
運
営

協
議
会
資
料
』）

2
－
3
－
26

年
代
別
被
保
険
者
数
（『
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』『
大
口
町
国
保
運
営
協
議
会
資
料
』）

2
－
3
－
27

歳
出
事
業
費
の
内
訳
（『
大
口
町
歳
入
歳
出
決
算
書
』）

2
－
3
－
28

一
般
会
計
繰
入
金
内
訳
（『
大
口
町
歳
入
歳
出
決
算
書
』）

2
－
3
－
29

一
人
あ
た
り
の
給
付
費
と
納
付
額
（『
大
口
町
歳
入
歳
出
決
算
書
』『
国
保
運
営
協
議
会
資
料
』）

2
－
3
－
30

高
齢
化
率
と
第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
の
推
移
（『
大
口
町
介
護
保
険
事
業
報
告
書
』）

2
－
3
－
31

介
護
保
険
料
基
準
額
（
月
額
）
の
推
移
（『
大
口
町
高
齢
者
ほ
ほ
え
み
計
画
』『
厚
生
労
働
省
資
料
』

『
愛
知
県
高
齢
福
祉
課
資
料
』）

2
－
3
－
32

保
険
給
付
費
の
推
移
（『
大
口
町
歳
入
歳
出
決
算
書
』）

2
－
3
－
33

認
定
者
数
の
推
移
（『
決
差
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
』『
大
口
町
介
護
保
険
事
業
報
告
書
』）

2
－
3
－
34

主
な
介
護
者
の
性
別
（『
大
口
町
高
齢
者
実
態
調
査
報
告
書
』）

2
－
3
－
35

主
な
介
護
者
の
年
代
別
（『
大
口
町
高
齢
者
実
態
調
査
報
告
書
』）

2
－
3
－
36

保
険
料
率
等
の
推
移
（『
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
資
料
』）

2
－
3
－
37

被
保
険
者
数
と
一
人
あ
た
り
の
納
付
額
の
推
移
（『
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
資
料
』）

2
－
3
－
38

大
口
社
協
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

2
－
3
－
39

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
の
推
移
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
数
）

2
－
3
－
40

ハ
ー
ト
フ
ル
大
口
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
41

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
所

2
－
3
－
42

相
談
件
数
の
推
移
（『
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
の
ま
と
め
』）

2
－
3
－
43

大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
事
務
所

2
－
3
－
44

契
約
金
額
及
び
会
員
数
の
推
移
（『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
総
会
議
案
書
』）

2
－
3
－
45

大
口
町
診
療
所
（
一
九
六
六
年
）

2
－
3
－
46

大
口
町
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
（
一
九
六
六
年
）

2
－
3
－
47

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
記
念
事
業
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
（
一
九
九
八
年
）

2
－
3
－
48

健
康
の
町
宣
言
啓
発
看
板

2
－
3
－
49

健
康
お
お
ぐ
ち
21
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

2
－
3
－
50

旬
の
野
菜
の
レ
シ
ピ
本

2
－
3
－
51

介
護
認
定
率
の
比
較
（
二
〇
一
一
年
度
か
ら
二
〇
一
八
年
度
は
『
介
護
保
険
事
業
状
況
報
告
（
年

報
）
厚
生
労
働
省
』
二
〇
一
九
年
度
か
ら
二
〇
二
一
年
度
は
『
介
護
保
険
事
業
状
況
報
告
（
月
報
）

厚
生
労
働
省
』）

2
－
3
－
52

愛
知
県
と
大
口
町
の
感
染
者
数
の
推
移
（
月
別
）（
厚
生
労
働
省
「
デ
ー
タ
か
ら
わ
か
る
―
新
型
コロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
情
報
―
」
大
口
町
「
過
去
の
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
発
生
状
況
に
つい
て
」）

2
－
3
－
53

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会
場
の
様
子
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
54

大
口
町
中
央
公
民
館
（
旧
総
合
福
祉
会
館
）（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
55

消
費
生
活
講
座
（
婦
人
学
級
）（『
昭
和
五
十
四
年
度
社
会
教
育
概
要
』）

2
－
3
－
56

温
水
プ
ー
ル
（『
大
口
町
温
水
プ
ー
ル
竣
工
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』）

2
－
3
－
57

総
合
運
動
場
（『
大
口
町
総
合
運
動
場
竣
工
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
』）

2
－
3
－
58

生
涯
学
習
活
動
の
変
遷
（『
大
口
町
生
涯
学
習
基
本
構
想
』）

2
－
3
－
59

生
涯
学
習
施
設
一
覧
及
び
位
置
図
（『
大
口
町
生
涯
学
習
基
本
構
想
』、
各
施
設
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

※
地
図
内
の
番
号
は
上
記
一
覧
表
の
番
号
と
対
応
。

2
－
3
－
60

大
口
村
国
防
婦
人
会

2
－
3
－
61

寿
楽
学
校
と
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
組
織
・
運
営
比
較
（『
大
口
老
人
ク
ラ
ブ
創
立
五
十
周
年
記
念

誌
』）

2
－
3
－
62

文
化
協
会
加
盟
団
体
の
推
移
（『
生
涯
教
育
の
方
針
と
計
画
』『
大
口
町
の
生
涯
学
習
』）

2
－
3
－
63

団
員
数
な
ど
の
推
移
（『
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
理
事
会
資
料
』）

2
－
3
－
64

体
育
協
会
加
盟
団
体
の
推
移
（『
大
口
町
教
育
要
覧
』『
大
口
町
の
社
会
教
育
』『
お
お
ぐ
ち
の
社
会

教
育
』『
大
口
町
の
生
涯
学
習
』）

2
－
3
－
65

選
手
団
の
宿
泊
施
設
（
河
北
学
習
等
供
用
施
設
）

2
－
3
－
66

選
手
団
の
宿
泊
施
設
（
河
北
学
習
等
供
用
施
設
）

2
－
3
－
67

応
援
風
景

2
－
3
－
68

大
会
終
了
後
の
胴
上
げ

2
－
3
－
69

大
口
村
公
民
館
内
の
図
書
室
平
面
図�

（
一
九
五
二
年
頃
）（『
公
民
館
の
実
態
』）

2
－
3
－
70

開
館
当
時
の
一
般
図
書
室
（
一
九
七
九
年
）

2
－
3
－
71

ひ
よ
こ
ル
ー
ム
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
72

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
73

蔵
書
点
数
・
貸
出
人
数
・
貸
出
件
数
の
推
移
（『
社
会
教
育
概
要
』『
大
口
町
史
』『
大
口
町
に
お
け

る
社
会
教
育
』『
大
口
町
の
社
会
教
育
』『
お
お
ぐ
ち
の
社
会
教
育
』『
日
本
の
図
書
館
』『
社
会
教

育
事
業
報
告
』『
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』『
図
書
館
年
報
』）

2
－
3
－
74
『
大
口
村
誌
』・『
大
口
町
史
』・『
郷
土
大
口
』

2
－
3
－
75

大
口
町
文
化
財
収
蔵
庫
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
76

大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）
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2
－
3
－
77

常
設
体
感
展
示
室
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
78
「
大
口
広
報
」（
一
九
六
五
年
九
月
二
十
五
日
）

2
－
3
－
79

Ｂ
５
版
か
ら
Ａ
３
版
と
な
っ
た
「
広
報
お
お
ぐ
ち
」（
写
真
右
：
一
九
九
四
年
三
月
号
（
Ｂ
５
版
）

写
真
左
：
一
九
九
四
年
四
月
号
（
Ａ
３
版
））

2
－
3
－
80

町
民
活
動
プ
レ
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
（
二
〇
〇
九
年
）

2
－
3
－
81

提
案
書
を
町
長
に
提
出
す
る
大
口
町
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
（
二
〇
一
一
年
）

2
－
3
－
82

△
コ
ラ
ム
（「
広
報
お
お
ぐ
ち
二
〇
〇
二
年
五
月
号
」）

2
－
3
－
83

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
84

４
階
ほ
ほ
え
み
ホ
ー
ル
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
85

５
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
86

地
域
自
治
組
織
位
置
図

2
－
3
－
87

北
地
域
自
治
組
織
設
立
総
会
（
二
〇
一
三
年
七
月
七
日　

大
口
町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
）

2
－
3
－
88

南
地
域
自
治
組
織
設
立
総
会
（
二
〇
一
三
年
十
二
月
八
日　

大
口
町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
）

2
－
3
－
89

中
地
域
自
治
組
織
設
立
総
会
（
二
〇
一
三
年
七
月
二
十
八
日　

余
野
学
習
等
共
同
利
用
施
設
）

2
－
3
－
90

地
域
自
治
組
織
の
定
義
と
役
割
、
地
域
計
画
の
概
要
（「
大
口
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
」『
地
域
自
治

組
織
総
会
資
料
』）

2
－
3
－
91

一
体
型
組
織
の
イ
メ
ー
ジ
図
（「
大
口
町
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
提
案
書
」）

2
－
3
－
92

連
合
体
の
イ
メ
ー
ジ
図
（「
大
口
町
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
提
案
書
」）

2
－
3
－
93

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
（
一
九
九
八
年
）

2
－
3
－
94

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
運
営
を
お
こ
な
う
太
助

2
－
3
－
95

お
お
ぐ
ち
元
気
戦
隊
ダ
ッ
シ
ュ
マ
ン

2
－
3
－
96

第
１
回
や
ろ
舞
大
祭
の
様
子
（
二
〇
〇
二
年
）（「
町
制
40
周
年
記
念
写
真
集
」）

2
－
3
－
97

西
小
学
校
内
の
ビ
オ
ト
ー
プ
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
3
－
98

ビ
オ
ト
ー
プ
で
楽
し
む
児
童
（『
町
勢
要
覧
』
二
〇
〇
二
年
）

2
－
3
－
99

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
ね
っ
と
大
口
活
動
の
様
子
（
二
〇
一
六
年
撮
影
）

2
－
3
－

100

議
会
だ
よ
り
創
刊
号
（
一
九
七
二
年
）

2
－
3
－

101

コ
ン
ク
ー
ル
で
初
入
選
し
た
議
会
だ
よ
り
（
第
一
五
〇
号
）
と
表
彰
状

第
四
章

2
－
4
－
1

町
条
例
に
よ
る
子
ど
も
医
療
助
成
制
度
の
変
遷

2
－
4
－
2

町
内
の
園
児
数
（
保
育
所
・
幼
稚
園
）
の
推
移

2
－
4
－
3

保
育
園
施
設
の
変
遷

2
－
4
－
4

南
保
育
園
（
一
九
八
三
年
移
転
改
築
前
）

2
－
4
－
5

南
保
育
園
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
6

中
保
育
園
（
現
西
保
育
園
）（
一
九
九
二
年
改
築
時
）

2
－
4
－
7

西
保
育
園
（
二
〇
一
九
年
撮
影
）

2
－
4
－
8

中
保
育
園
（
一
九
九
二
年
改
築
前
）

2
－
4
－
9

中
保
育
園
（
一
九
九
二
年
改
築
後
）

2
－
4
－
10

東
保
育
園
（
一
九
八
七
年
）

2
－
4
－
11

北
保
育
園
（
一
九
七
六
年
）

2
－
4
－
12

立
木
の
切
り
出
し
を
手
伝
う
園
児
（
二
〇
一
五
年
撮
影
）

2
－
4
－
13

北
保
育
園
（
二
〇
一
七
年
撮
影
）

2
－
4
－
14

西
保
育
園
の
増
築
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
15

民
営
化
さ
れ
た
大
口
中
保
育
園

2
－
4
－
16

大
口
幼
稚
園
（
二
〇
二
三
年
撮
影
）

2
－
4
－
17

ラ
・
モ
ー
ナ
幼
稚
園
（
二
〇
二
三
年
撮
影
）

2
－
4
－
18

親
子
通
園
棟
の
外
観
と
内
部

2
－
4
－
19

児
童
ク
ラ
ブ
と
定
員
数

2
－
4
－
20

西
児
童
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
21

南
児
童
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
22

北
児
童
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
23

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
三
年
撮
影
）

2
－
4
－
24

小
中
学
校
の
沿
革
図

2
－
4
－
25

児
童
・
生
徒
の
推
移

2
－
4
－
26

学
校
ご
と
の
児
童
・
生
徒
の
推
移

2
－
4
－
27

大
口
西
小
学
校
開
校
式

2
－
4
－
28

プ
ー
ル
開
き

2
－
4
－
29

生
徒
数
の
推
移
（
一
九
八
二‒

八
五
年
）

2
－
4
－
30

生
徒
数
の
推
移
（
二
〇
〇
二‒

〇
八
年
）

2
－
4
－
31

町
内
の
中
学
校
に
通
う
生
徒
数
の
推
移
（
一
九
八
〇‒

二
〇
二
一
年
）

2
－
4
－
32

町
内
小
学
校
の
児
童
数
の
変
遷
（
一
九
九
〇‒

二
〇
〇
五
年
）

2
－
4
－
33

大
口
南
小
学
校
全
景
（
一
九
五
六
年
）

2
－
4
－
34

大
口
南
小
学
校
全
景
（
一
九
七
四
年
）
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2
－
4
－
35

大
口
南
小
学
校
全
景
（
二
〇
一
三
年
）

2
－
4
－
36

大
口
北
小
学
校
校
歌
額
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
37

大
口
北
小
学
校
全
景
（
一
九
五
六
年
）

2
－
4
－
38

木
造
校
舎
と
な
ら
ぶ
新
築
校
舎
（「
卒
業
記
念
」
一
九
七
四
年
三
月
）

2
－
4
－
39

大
口
北
小
学
校
全
景
（
二
〇
一
〇
年
）

2
－
4
－
40

大
口
西
小
学
校
全
景
（
一
九
七
六
年
）

2
－
4
－
41

大
口
西
小
学
校
校
舎
（
二
〇
一
七
年
撮
影
）

2
－
4
－
42

大
口
中
学
校
の
受
賞
歴

2
－
4
－
43

一
九
六
一
年
に
竣
工
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎

2
－
4
－
44

立
志
の
塔
（
一
九
七
七
年
）

2
－
4
－
45

三
省
の
像
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
46

望
み
の
像
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
47

旧
大
口
中
学
校�

校
歌
碑
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

2
－
4
－
48

大
口
中
学
校
全
景
（
一
九
五
六
年
）

2
－
4
－
49

大
口
中
学
校
全
景
（
一
九
九
七
年
）

2
－
4
－
50

立
志
の
塔
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
51

友
愛
の
像
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
52

大
望
の
像
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
53

旧
大
口
北
部
中
学
校�

校
歌
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
54

大
口
北
部
中
学
校
全
景
（
一
九
八
五
年
）

2
－
4
－
55

大
口
北
部
中
学
校
校
舎
（
二
〇
〇
八
年
）

2
－
4
－
56

大
口
中
学
校
校
舎
全
景
（
二
〇
〇
九
年
）

2
－
4
－
57

大
口
中
学
校
正
門
（
二
〇
〇
九
年
）

2
－
4
－
58

一
学
級
の
人
数
上
限
の
変
遷

2
－
4
－
59

学
校
生
活
に
関
す
る
制
度
の
変
化

2
－
4
－
60

上
：
北
小
学
校
制
服
（
一
九
七
九
年
頃
）
下
：
西
小
学
校
制
服
（
一
九
七
七
年
頃
）（
大
口
町
歴
史

民
俗
資
料
館
所
蔵
）

2
－
4
－
61

南
小
学
校
制
服

2
－
4
－
62

西
っ
子
ラ
ン
ド
（
一
九
八
一
年
）
※
西
っ
子
ラ
ン
ド
は
一
九
八
〇
年
使
用
開
始
（『
開
校
十
年
の
あ

ゆ
み
』）

2
－
4
－
63

各
小
学
校
の
遠
足
の
行
き
先

2
－
4
－
64

伊
吹
山
山
頂
に
て
（
一
九
五
一
年
）

2
－
4
－
65

北
小
学
校�

学
校
日
誌
（
一
九
四
七
年
十
一
月
十
三
日
）「
味
噌
汁
給
食
ヲ
行
フ
」
と
あ
る

2
－
4
－
66

ミ
ル
ク
ポ
ッ
ト
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

2
－
4
－
67

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
一
九
七
二
年
竣
工
当
時
）

2
－
4
－
68

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

2
－
4
－
69

一
九
七
〇
年
代
末
の
給
食

2
－
4
－
70

一
九
七
二
年
四
月
の
献
立
表
（『
広
報
お
お
ぐ
ち
』
一
九
七
二
年
四
月
号
）

2
－
4
－
71

二
〇
一
八
年
四
月
の
献
立
表

2
－
4
－
72

一
九
七
一
年
以
前
の
食
器

2
－
4
－
73

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
の
食
器

2
－
4
－
74

メ
ラ
ミ
ン
製
の
食
器

2
－
4
－
75

二
〇
一
九
年
現
在
の
食
器

第
五
章

2
－
5
－
1

人
口
・
世
帯
数
の
推
移
（『
国
勢
調
査
』）

2
－
5
－
2

年
齢
三
区
分
別
の
人
口
推
移
（『
国
勢
調
査
』）

2
－
5
－
3

夜
間
人
口
と
昼
間
人
口
（『
国
勢
調
査
』）

2
－
5
－
4

一
九
五
五
～
一
九
七
〇
年
に
お
け
る
特
定
年
代
の
人
口
推
移
（『
国
勢
調
査
』）

2
－
5
－
5

年
齢
別
人
口
の
男
女
比
の
推
移
（『
国
勢
調
査
』）

2
－
5
－
6

県
営
住
宅
居
住
者
数
（『
住
民
登
録
人
口
世
帯
』）

2
－
5
－
7

年
齢
別
人
口
（『
国
勢
調
査
』）

2
－
5
－
8

行
政
区
別
人
口
（『
住
民
登
録
人
口
世
帯
』）

2
－
5
－
9

地
方
税
財
政
制
度
の
主
な
変
遷

2
－
5
－
10

一
九
五
五
年
収
納
決
算
比
較
表
（
大
口
村
・
江
南
市
）（『
一
九
五
五
年
国
勢
調
査
』「
江
南
市
史
資

料
編
五
近
現
代
編
」『
大
口
村
歳
入
歳
出
決
算
書
』）

2
－
5
－
11

住
民
一
人
あ
た
り
の
税
収
決
算
額
の
（
大
口
町
／
三
市
二
町
平
均
）
倍
率
表
（『
愛
知
県
市
町
村
行

財
政
の
概
要
』『
市
町
村
の
普
通
会
計
等
の
あ
ら
ま
し
』『
市
町
村
行
財
政
の
あ
ら
ま
し
』）

2
－
5
－
12

町
税
決
算
額
と
普
通
交
付
税
の
状
況
（『
決
算
状
況
カ
ー
ド
』『
愛
知
県
市
町
村
行
財
政
の
概
要
』

『
市
町
村
の
普
通
会
計
等
の
あ
ら
ま
し
』『
市
町
村
行
財
政
の
あ
ら
ま
し
』）

2
－
5
－
13

歳
出
決
算
額
と
主
な
目
的
別
の
構
成
比
（『
大
口
村
歳
入
歳
出
決
算
書
』『
大
口
町
歳
入
歳
出
決
算

書
』）

2
－
5
－
14

目
的
基
金
設
置
年
一
覧
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2
－
5
－
15

財
政
調
整
基
金
残
高
と
法
人
町
民
税
収
入
額
の
推
移　

一
九
六
二
年
か
ら
一
九
七
五
年
（『
決
算
状

況
カ
ー
ド
』）、
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
八
四
年
（『
大
口
町
歳
入
歳
出
決
算
書
』）、
一
九
六
五
年
～

（『
大
口
町
財
産
台
帳
』）

2
－
5
－
16

経
常
収
支
比
率
の
推
移　

大
口
町
（『
決
算
状
況
カ
ー
ド
』『
大
口
町
財
産
台
帳
』）
県
町
村
平
均

（『
愛
知
県
市
町
村
行
財
政
の
概
要
』『
市
町
村
の
普
通
会
計
等
の
あ
ら
ま
し
』『
市
町
村
行
財
政
の

あ
ら
ま
し
』）

2
－
5
－
17 

基
金
残
高
と
法
人
町
民
税
収
額
、
経
常
収
支
比
率
の
推
移
（『
決
算
状
況
カ
ー
ド
』『
大
口
町
財
産

台
帳
』『
愛
知
県
市
町
村
行
財
政
の
概
要
』『
市
町
村
の
普
通
会
計
等
の
あ
ら
ま
し
』『
市
町
村
行
財

政
の
あ
ら
ま
し
』）

第
六
章

2
－
6
－
1

産
業
別
割
合
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
2

流
動
人
口
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
3

産
業
別
事
業
所
数
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
4

産
業
別
従
業
者
数
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
5

主
な
サ
ー
ビ
ス
業
の
事
業
所
数
・
従
業
者
数
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
6

経
営
耕
地
面
積�

（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
7

農
家
世
帯
の
割
合
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』『
国
勢
調
査
』）

2
－
6
－
8

農
家
の
形
態
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
9

養
蚕
戸
数
と
収
繭
量
（『
愛
知
農
林
水
産
統
計
年
報
』）

2
－
6
－
10

歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展
で
展
示
し
た
養
蚕
関
係
資
料
（
二
〇
一
二
年
）

2
－
6
－
11

米
・
麦
の
収
穫
量
の
推
移
（『
愛
知
農
林
水
産
統
計
年
報
』）

2
－
6
－
12

採
卵
鶏
飼
養
戸
数
と
飼
養
羽
数
（『
愛
知
農
林
水
産
統
計
年
報
』『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
13

豚
飼
養
戸
数
と
飼
養
頭
数
（『
愛
知
農
林
水
産
統
計
年
報
』『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
14

乳
用
牛
飼
養
戸
数
と
飼
養
頭
数
（『
愛
知
農
林
水
産
統
計
年
報
』『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
15

肉
用
牛
飼
養
戸
数
と
飼
養
頭
数
（『
愛
知
農
林
水
産
統
計
年
報
』『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
16

全
国
・
大
口
町
の
水
稲
作
付
面
積
と
生
産
量
（『
農
林
水
産
省
生
産
に
関
す
る
統
計
』『
愛
知
農
林

水
産
統
計
年
報
』）

2
－
6
－
17

国
民
一
人
当
た
り
の
米
の
年
間
消
費
量
（
農
林
水
産
省
「
食
糧
需
給
表
」）

2
－
6
－
18

水
田
営
農
活
性
化
対
策
の
集
団
転
作
と
バ
ラ
転
作
の
奨
励
補
助
金
（
麦
作
の
場
合
）（『
決
算
に
係

る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』）

2
－
6
－
19

麦
の
作
付
け
面
積
の
推
移
（『
東
海
農
林
水
産
統
計
年
報
』）

2
－
6
－
20

利
用
権
設
定
面
積
の
推
移
（『
決
算
に
係
る
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
』）

2
－
6
－
21

服
部
農
園
有
限
会
社

2
－
6
－
22

作
業
風
景

2
－
6
－
23

出
荷
を
待
つ
ポ
イ
ン
セ
チ
ア

2
－
6
－
24

出
荷
間
近
の
イ
チ
ゴ

2
－
6
－
25

農
地
法
に
よ
る
農
地
転
用
面
積
の
推
移
（『
愛
知
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
26

工
業
・
従
業
者
規
模
別
事
業
所
数
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
27

工
場
・
産
業
別
事
業
所
数
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
28

工
業
・
産
業
別
従
業
者
数
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
29

工
業
・
産
業
別
製
造
品
出
荷
額
等
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
30

海
外
進
出
す
る
企
業
（『
お
お
ぐ
ち
元
気
な
お
店
・
会
社
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』、
各
社
社
史
な
ど
）

2
－
6
－
31

民
成
紡
績
株
式
会
社
前
の
商
店
街

2
－
6
－
32

卸
売
業
・
小
売
業
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』

2
－
6
－
33

ヨ
シ
ヅ
ヤ
大
口
店
の
開
店
で
大
渋
滞
（
一
九
八
七
年
）

2
－
6
－
34

従
業
者
規
模
別
小
売
店
数
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』『
商
業
統
計
調
査
結
果
報
告
書
』『
あ
い

ち
の
商
業
』）

2
－
6
－
35

商
業
・
産
業
別
小
売
店
数
の
推
移
（『
商
業
統
計
調
査
結
果
報
告
書
』『
あ
い
ち
の
商
業
』）

2
－
6
－
36

商
業
・
産
業
別
小
売
店
従
業
者
数
の
推
移
（『
商
業
統
計
調
査
結
果
報
告
書
』『
あ
い
ち
の
商
業
』）�

2
－
6
－
37

商
業
別
小
売
店
年
間
販
売
額
の
推
移
（『
商
業
統
計
調
査
結
果
報
告
書
』『
あ
い
ち
の
商
業
』）�

2
－
6
－
38

消
費
者
購
買
動
向
調
査
（
一
九
八
二
年
）（『
消
費
者
購
買
動
向
調
査
報
告
書
』）

2
－
6
－
39

消
費
者
購
買
動
向
調
査
（
二
〇
一
〇
年
）（『
消
費
者
購
買
動
向
調
査
報
告
書
』）

2
－
6
－
40

卸
売
業
（
商
店
数
・
従
業
員
数
・
年
間
販
売
額
）
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
41

主
な
サ
ー
ビ
ス
業
の
事
業
所
数
・
従
業
者
数
・
年
間
売
上
額
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
42

飲
食
店
の
商
店
数
・
従
業
者
数
・
年
間
売
上
額
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

2
－
6
－
43

大
口
町
商
工
会
会
員
数
の
推
移

第
三
編

第
一
章

3
－
1
－
1

箱
膳
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
1
－
2

農
家
の
食
事
時
間
（
繁
忙
期
）（『
大
口
町
史
』）

3
－
1
－
3

右
：
蠅
帳
（
ハ
イ
チ
ョ
ウ
）、
左
：
氷
冷
蔵
庫
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
1
－
4

復
元
し
た
風
呂
の
焚
口
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）
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3
－
1
－
5

大
戸
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
1
－
6

か
ま
ど
（
ク
ド
）（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
1
－
7

消
し
壺
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
1
－
8

農
家
の
屋
敷
図
（
一
九
八
〇
年
代
ま
で
）

3
－
1
－
9

上
：
誕
生
餅
（
リ
ュ
ッ
ク
に
餅
を
入
れ
て
背
負
う
）
下
：
ス
マ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
キ

3
－
1
－
10

全
面
改
築
さ
れ
た
隔
離
病
棟
（『
大
口
広
報
』
一
九
七
二
年
五
月
号
）

3
－
1
－
11

大
口
西
小
学
校
開
校
前
の
小
学
校
区
図

3
－
1
－
12

町
の
人
口
の
推
移
（
国
勢
調
査
）

3
－
1
－
13

町
内
に
住
む
外
国
人
の
推
移　

一
九
七
五
年
～
一
九
九
八
年
：『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』、
二
〇
〇
三

年
～
二
〇
二
一
年
：『
大
口
町
の
統
計
』

3
－
1
－
14

ワ
ー
ル
ド
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
様
子

3
－
1
－
15

村
民
水
泳
大
会
（
一
九
五
四
年
）

3
－
1
－
16

豊
田
区
盆
踊
り
大
会
（
一
九
五
四
年
）

3
－
1
－
17
「
い
そ
げ
は
つ
か
ね
ず
み
」（
演
目
の
一
種
）（
一
九
八
四
年
町
民
体
育
祭
）

3
－
1
－
18

準
備
体
操
（
二
〇
〇
七
年
町
民
体
育
祭
）

3
－
1
－
19

大
屋
敷
学
習
等
共
同
利
用
施
設

3
－
1
－
20

大
屋
敷
学
習
等
共
同
利
用
施
設
内
カ
ラ
オ
ケ
設
備

3
－
1
－
21

大
屋
敷
学
習
等
共
同
利
用
施
設
内
防
災
倉
庫

3
－
1
－
22

上
段
：
水
遊
び（一九
五
五
年
頃
）中
段
：
魚
取
り（
同
上
）、
下
段
：
カエ
ド
リ（
同
上
）
伊
藤
泰一氏
・
画

3
－
1
－
23

上
段
：
よ
の
ば
し　

垣
田
方
面
を
み
る
（
一
九
五
〇
年
頃
）、
下
段
：
余
野
か
ら
役
場
ま
で
の
道
路

（
同
上
）
伊
藤
泰
一
氏
・
画

3
－
1
－
24

馬
乗
り
（
一
九
五
〇
年
頃
）　

伊
藤
泰
一
氏
・
画

3
－
1
－
25

凧
揚
げ
（
一
九
五
〇
年
頃
）　

伊
藤
泰
一
氏
・
画

3
－
1
－
26

進
学
者
数
及
び
進
学
率
の
推
移
（『
愛
知
県
統
計
年
鑑
』）

第
二
章

3
－
2
－
1
『
前
田
功
日
記
』（
一
九
二
八
年
一
月
一
日
）

3
－
2
－
2

三
明
神
社
（
二
〇
一
八
年
撮
影
）

第
三
章

3
－
3
－
1

神
社
位
置
図　

※
社
名
は
、『
愛
知
県
神
社
名
鑑
』（
愛
知
県
神
社
庁
編
一
九
九
二
年
）
に
よ
る

3
－
3
－
2

小
口
神
社
境
内
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
3

天
神
社
境
内
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
4

神
明
社
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
5

津
島
社
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
6

熊
野
社
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
7

熊
野
社
境
内
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
8

八
王
子
社
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
9

八
王
子
社
境
内
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
10

金
刀
比
羅
社
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
11

天
神
社
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
12

八
剱
社
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
13

神
福
社
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
14

山
の
神
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
15
「
山
神
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
16

三
明
神
社
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
17

三
明
神
社
境
内
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
18

諏
訪
社
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
19

諏
訪
社
境
内
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
20

神
明
社
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
21

縣
社
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
22

神
明
社
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
23

神
明
社
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
24

津
島
社
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
25

津
島
社
灯
籠
（
右
：
灯
籠
全
体
、
中
：
台
座
正
面
、
左
：
台
座
左
面
）（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
26

神
明
社
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
27

余
野
神
社
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
28

余
野
神
社
境
内
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
29

明
治
初
期
の
余
野
地
区
内
の
神
社
（
一
八
八
四
年
の
地
籍
図
（
愛
知
県
公
文
書
館
所
蔵
））

3
－
3
－
30

余
野
神
社
成
立
ま
で
の
経
緯
（『
余
野
神
社
の
あ
ゆ
み
』）

3
－
3
－
31

白
山
社
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
32

清
島
神
社
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
33

神
明
社
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
34

白
山
社
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）
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3
－
3
－
35

白
山
社
本
殿
・
拝
殿
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
36

大
口
神
社
（
一
九
八
二
年
頃
）

3
－
3
－
37

平
和
記
念
公
園
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
38

寺
院
位
置
図

3
－
3
－
39

桂
林
寺
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
40

桂
林
寺
（
一
九
三
五
年
頃
『
大
口
村
誌
』）

3
－
3
－
41

供
養
塔
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）（
左
：
堀
尾
吉
晴
、
右
：
金
助
と
そ
の
母
）

3
－
3
－
42

総
本
殿
（
一
九
三
五
年
頃
『
大
口
村
誌
』）

3
－
3
－
43

総
本
殿
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
44

長
松
寺
本
堂
（
一
九
三
五
年
頃
『
大
口
村
誌
』）

3
－
3
－
45

長
松
寺
本
堂
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
46

円
応
寺
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
47

薬
師
寺
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
48

山
門
（
一
九
三
五
年
頃
『
大
口
村
誌
』）

3
－
3
－
49

妙
徳
寺
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
50

本
堂
・
書
院
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
51

山
門
（
一
九
三
五
年
頃
『
大
口
村
誌
』）

3
－
3
－
52

山
門
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
53

中
門
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
54

山
門
（
一
九
三
五
年
頃
『
大
口
村
誌
』）

3
－
3
－
55

山
門
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
56

堂
内
（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
3
－
57

余
一
様
の
お
札

3
－
3
－
58

山
門
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
59

弘
法
堂
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
60

本
堂
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
61

教
善
寺
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
62

釈
迦
堂
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
63

釈
迦
堂
内
部
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
3
－
64

本
堂
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
3
－
65

石
造
物
群
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

第
四
章

3
－
4
－
1

祭
用
に
飾
ら
れ
た
馬
（
一
九
二
〇
年
代
）（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
4
－
2

再
現
さ
れ
た
祭
用
に
飾
ら
れ
た
馬
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
4
－
3

八
剱
社　

馬
を
走
ら
せ
る
神
事　

位
置
図
（
一
九
五
八
年
）（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
4
－
4

箱
寿
司
の
道
具
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
4
－
5

再
現
さ
れ
た
箱
寿
司
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
4
－
6

献
石
の
状
況　

上
段
右
：
小
口
上
組
（一九
〇
六
年
六
月
）、
上
段
左
：
大
口
村
豊
田
（一九一四
年
六

月
）、
下
段
右
：
大
口
村
替
地
（一九
二
七
年
六
月
）、
下
段
左
：
河
北
交
友
会
（
二
〇
〇
〇
年
八
月
）

3
－
4
－
7

左
義
長
（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）　

上
：
八
剱
社
（
豊
田
）、
下
：
餅
を
焼
く
（
余
野
神
社
）

3
－
4
－
8

イ
ワ
シ
ノ
カ
ブ
（
伊
藤
泰
一
氏
作
画
）

3
－
4
－
9

イ
ワ
シ
ノ
カ
ブ
（
二
〇
二
二
撮
影
）

3
－
4
－
10

土
人
形
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
4
－
11

弘
法
大
師
の
旗
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
4
－
12

輪
の
制
作
（
大
屋
敷
三
明
社
）（
二
〇
二
〇
年
撮
影
）

3
－
4
－
13

マ
ユ
ダ
ン
ゴ
の
再
現
（
写
真
：
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
4
－
14

精
霊
舟
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
4
－
15

よ
の
ば
し
の
上
か
ら
見
た
精
霊
流
し　

伊
藤
泰
一
氏
・
画

3
－
4
－
16

覚
翁
之
碑
（
小
平
治
弘
法
）（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
4
－
17
「
山
姥
寺
」
と
刻
ま
れ
た
石
柱
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
4
－
18

お
ち
ょ
ぼ
稲
荷
古
里
の
宮
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
4
－
19

六
部
回
国
供
養
碑
（
右
：
正
面
・
左
：
右
側
面
）（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
4
－
20

山
え
ん
ね
地
蔵
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）第

五
章

3
－
5
－
1

大
久
地
古
事
記

3
－
5
－
2

楽
田
原
新
田
水
車
願
連
判
帳

3
－
5
－
3

御
請
状
之
事

3
－
5
－
4

若
者
締
方
條
々�

翻
刻

3
－
5
－
5

村
落
合
併
願

3
－
5
－
6

記
念
碑
位
置
図

3
－
5
－
7

秋
葉
橋
東
の
太
田
表
忠
園
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
5
－
8

従
軍
記
念
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）
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3
－
5
－
9

報
国
烈
士
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
5
－
10

忠
魂
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
5
－
11

忠
孝
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
5
－
12

戦
役
記
念
碑
（
右
：
正
面　

左
：
奥
保
鞏
書
）（
二
〇
二
一
年
撮
影
）

3
－
5
－
13

征
清
紀
念
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
5
－
14

竣
功
記
念
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
5
－
15

昭
和
用
水
改
修
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
5
－
16

昭
和
用
水
完
工
之
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
5
－
17

豊
三
用
水
改
修
記
念
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

第
六
章

3
－
6
－
1

国
指
定
文
化
財
一
覧

3
－
6
－
2

県
指
定
文
化
財
一
覧

3
－
6
－
3

鋳
鉄
地
蔵
菩
薩
立
像

3
－
6
－
4

陶
製
狛
犬

3
－
6
－
5

銅
造
千
体
地
蔵　

附�

聖
徳
太
子
像
（
中
央
）

3
－
6
－
6

町
指
定
文
化
財
一
覧

3
－
6
－
7

薬
師
如
来
坐
像

3
－
6
－
8

徳
林
寺
中
門

3
－
6
－
9

徳
林
寺
山
門

3
－
6
－
10

獅
子
狛
犬

3
－
6
－
11

不
動
明
王
像
（
楽
浪
文
化
財
修
理
所
）

3
－
6
－
12

上
：
広
縁
宮
廷
式
土
器
、
下
：
無
頸
脚
付
土
器

3
－
6
－
13

堀
尾
氏
邸
宅
跡

3
－
6
－
14

乳
文
鏡

3
－
6
－
15

上
：
連
弧
文
、
下
：
刀
身

第
七
章

3
－
7
－
1

仙
田
半
畊

3
－
7
－
2

秋
山
水
図
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
3

春
山
水
図
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
4

春
山
水
図
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
5

秋
山
水
図
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
6

菊
之
図
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
7

渓
橋
看
梅
之
図
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
8

小
口
城
址
石
碑
（
小
口
城
址
公
園
）

3
－
7
－
9

酒
井
椿
渓

3
－
7
－
10

白
藤
猿
（
個
人
蔵
）

3
－
7
－
11

日
吉
丸
（
個
人
蔵
）

3
－
7
－
12

襖
絵　

狸
・
鯉
・
子
犬
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
13

画
室
の
あ
っ
た
庭
の
山
茶
花
（
町
指
定
文
化
財
）

3
－
7
－
14

野
田
正
昇

3
－
7
－
15

大
口
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
大
口
南
小
学
校
）
に
建
て
ら
れ
た
銅
像　

一
九
三
三
年

3
－
7
－
16

右
：
再
建
時
の
銅
像
（
大
口
中
学
校
敷
地
内�

公
民
館
西
側
）
一
九
五
二
年
、
中
：
現
在
の
銅
像

（
大
口
町
中
央
公
民
館
駐
車
場
）
二
〇
二
二
年
、
左
：
銅
像
ア
ッ
プ

3
－
7
－
17

一
九
五
二
年
再
建
時
の
碑
文

3
－
7
－
18

社
本
鋭
郎

3
－
7
－
19

堀
尾
氏
邸
宅
跡
に
建
て
ら
れ
た
石
碑
（
八
剱
社
：
大
口
町
堀
尾
跡
）

3
－
7
－
20

堀
尾
氏
邸
宅
跡
に
建
て
ら
れ
た
金
助
と
そ
の
母
の
像
（
八
剱
社
：
大
口
町
堀
尾
跡
）

3
－
7
－
21

大
竹
喜
久
雄

3
－
7
－
22

渡
邊
米
次
郎

3
－
7
－
23

渡
邊　

脩

3
－
7
－
24

一
九
二
七
年
に
完
成
し
た
愛
知
無
尽
本
店
（
大
口
村
）（『
愛
知
銀
行
の
あ
ゆ
み
』）

3
－
7
－
25

小
口
城
址
石
碑
（
二
〇
二
二
年
撮
影
）

3
－
7
－
26

舟
橋
金
造

3
－
7
－
27

舟
橋
高
次

3
－
7
－
28

舟
橋
商
会　

名
古
屋
市
中
区
岩
井
通
り
営
業
所
（
一
九
三
六
年
）（『
シ
ヤ
チ
ハ
タ
八
〇
年
誌
』）

3
－
7
－
29

赤
堀
禅
稲

3
－
7
－
30

聖
徳
太
子
尊
像
（
永
平
寺
所
蔵
）
一
九
五
一
年

3
－
7
－
31

後
醍
醐
天
皇
御
肖
像
（
總
持
寺
所
蔵
）
一
九
五
三
年

3
－
7
－
32

永
平
寺
全
図
を
描
く
禅
稲

3
－
7
－
33

永
平
寺
全
図
（
永
平
寺
所
蔵
）
一
九
六
三
年

3
－
7
－
34

前
田
曎

3
－
7
－
35

馬
（
大
御
堂
集
会
所
所
蔵
）
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3
－
7
－
36

巒
峯
春
雲�

戸
隠
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
37

長
春
花�

妙
高
高
原
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
38

髙
木
天
仙

3
－
7
－
39

自
ら
書
い
た
整
田
碑
の
前
で
写
真
に
写
る
天
仙

3
－
7
－
40

小
口
城
址
碑
文
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
41

徳
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
42

と
り
な
く
う
た
（
大
口
北
小
学
校
所
蔵
）

3
－
7
－
43

天
仙
が
揮
毫
し
た
金
石
文

3
－
7
－
44

髙
木
大
宇

3
－
7
－
45

桃
源
郷
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
46

福
禄
寿
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
47

群
仙
長
寿
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
48

大
口
町
文
化
財
収
蔵
庫
（
大
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

3
－
7
－
49

雅
宴
舞
会
（
堀
尾
跡
公
園
内
）

第
四
編

第
一
章

4
－
1
－
1

町
内
区
域
図

4
－
1
－
2

秋
田
地
区
内
集
落
図

4
－
1
－
3

秋
田
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
六
七
〇
年
頃
は
『
寛
文
村
々
覚
書
』、
一
八
二
二
年
頃
は
『
尾
張

徇
行
記
』、
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』、
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
4

豊
田
地
区
内
集
落
図

4
－
1
－
5

豊
田
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
六
七
〇
年
頃
は
『
寛
文
村
々
覚
書
』、
一
八
二
二
年
頃
は
『
尾
張

徇
行
記
』、
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
6

大
屋
敷
地
区
内
集
落
図

4
－
1
－
7

大
屋
敷
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
六
七
〇
年
頃
は
『
寛
文
村
々
覚
書
』、
一
八
二
二
年
頃
は
『
尾

張
徇
行
記
』、
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
8

外
坪
地
区
内
集
落
図

4
－
1
－
9

外
坪
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
六
七
〇
年
頃
は
『
寛
文
村
々
覚
書
』、
一
八
二
二
年
頃
は
『
尾
張

徇
行
記
』、
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』、
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
10

河
北
地
区
内
集
落
図

4
－
1
－
11

河
北
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
六
七
〇
年
頃
は
『
寛
文
村
々
覚
書
』、
一
八
二
二
年
頃
は
『
尾
張

徇
行
記
』、
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』、
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
12

余
野
区
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
六
七
〇
年
頃
は
『
寛
文
村
々
覚
書
』、
一
八
二
二
年
頃
は
『
尾

張
徇
行
記
』、
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
13

余
野
・
垣
田
・
さ
つ
き
ケ
丘
区
内
集
落
図

4
－
1
－
14

垣
田
（
県
営
住
宅
）
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
町
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
15

さ
つ
き
ケ
丘
区
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
町
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
16

上
小
口
地
区
内
集
落
図

4
－
1
－
17

上
小
口
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』、
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計

デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
18

中
小
口
地
区
内
集
落
図

4
－
1
－
19

中
小
口
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』、
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計

デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
20

下
小
口
の
人
口
・
世
帯
の
推
移
（
一
九
三
二
年
は
『
大
口
村
誌
』、
一
九
五
三
年
以
降
は
町
の
統
計

デ
ー
タ
に
よ
る
）

4
－
1
－
21

下
小
口
地
区
内
集
落
図

第
二
章

4
－
2
－
1

名
称
地
番
変
更
一
覧
一

4
－
2
－
2

名
称
地
番
変
更
一
覧
二

4
－
2
－
3

秋
田
地
区
名
称
地
番
変
更
図

4
－
2
－
4

豊
田
地
区
名
称
地
番
変
更
図

4
－
2
－
5

大
屋
敷
地
区
名
称
地
番
変
更
図

4
－
2
－
6

外
坪
地
区
名
称
地
番
変
更
図

4
－
2
－
7

河
北
地
区
名
称
地
番
変
更
図

4
－
2
－
8

余
野
地
区
（
余
野
・
垣
田
・
さ
つ
き
ケ
丘
）
名
称
地
番
変
更
図

4
－
2
－
9

上
小
口
地
区
名
称
地
番
変
更
図

4
－
2
－
10

中
小
口
地
区
名
称
地
番
変
更
図

4
－
2
－
11

下
小
口
地
区
名
称
地
番
変
更
図
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協
力
者
一
覧
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

愛
知
県
一
宮
建
設
事
務
所

愛
知
県
学
校
給
食
会

愛
知
県
陶
器
瓦
工
業
組
合

愛
知
県
立
尾
北
高
等
学
校

株
式
会
社
青
山
製
作
所

安
達
錦
故

伊
藤
久
美
子

伊
藤
雪
路

稲
垣
朝
子

稲
垣
猛

入
鹿
用
水
土
地
改
良
区
事
務
所

岩
佐
栄
興

宇
野
千
春

永
平
寺

江
口
宏

江
口
洋
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
ね
っ
と
大
口

円
応
寺

大
口
北
小
学
校

大
口
中
学
校

大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会

大
口
町
商
工
会

大
口
町
老
人
ク
ラ
ブ

大
口
西
小
学
校

お
お
ぐ
ち
福
祉
会

大
口
南
小
学
校

大
口
南
郵
便
局

大
口
郵
便
局

大
口
幼
稚
園

オ
ー
ク
マ
株
式
会
社

大
森
智

大
森
滋

大
森
昌
太
郎

小
川
千
代
子

尾
張
冨
士
浅
間
神
社

勝
又
紀
雄

河
合
唯
敏

教
善
寺

清
須
市
は
る
ひ
美
術
館

倉
地
昭
義

江
南
布
袋
郵
便
局

後
藤
幸
康

近
藤
春
雄

近
藤
道
孝

近
藤
喜
昭

斉
木
一
三

株
式
会
社
齊
木
工
業
所

酒
井
鉦
三

酒
井
工

佐
竹
三
喜
雄

佐
藤
久
雄

社
本
宮
明

杉
本
勝
弘

鈴
木
英
幸

仙
田
邦
利

千
田
正
仁

全
徳
寺

總
持
寺

竹
本
均

棚
村
重
三

谷
田
潔

徳
川
林
政
史
研
究
所

徳
林
寺

中
日
本
航
空
株
式
会
社

中
野
幸
子

名
古
屋
市
中
区
役
所

西
尾
市
資
料
館

丹
羽
敬
子

丹
羽
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

丹
羽
広
域
事
務
組
合
水
道
部

農
林
水
産
省
東
海
農
政
局

野
田
透

服
部
起
代
子

服
部
哲
夫

服
部
靖
宏

馬
場
輝
彦

平
岡
寿
弘

廣
瀬
春
雄

福
富
弘
之

扶
桑
郵
便
局

本
光
寺

前
田
新
生

前
田
弘
秋

松
永
秀
視

松
山
章
恵

水
野
賢
治

水
野
弘
俊

宮
地
昭
彦

宮
地
淸
敬

妙
徳
寺

村
田
貞
俊

森　

進

ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
株
式
会
社

山
田
綾
子

吉
村
定
夫

リ
ン
ナ
イ
株
式
会
社
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『
大
口
町
史
～
現
代
史
編
～
』
編
さ
ん
関
係
者
名
簿

（
敬
称
略
・
順
不
同

　
令
和
五
年
一
月
一
日
現
在
）

大
口
町
史
編
集
委
員
会

　
専
門
委
員
（
担
当
分
野
）

　
　
学
術
専
門
委
員

　
後
藤

　
致
人

　
愛
知
学
院
大
学
教
授

　
　
委 

員 

長
　
　
　
佐
竹

　
一
昇  

（
暮
ら
し
―
教
育
）

　
　
副
委
員
長

　
　
　
近
藤

　
定
昭  （
政
治
―
行
政
）

　
　
委

　
　
員

　
　
　
近
藤

　
孝
文  （
経
済
―
農
業
）

　
　
　 

同 

　
　
　
　
松
坂

　
年
造  

（
経
済
―
工
業
）

　
　
　 

同 

　
　
　
　
大
島

　
弘
幸  

（
暮
ら
し
―
文
化
・
生
活
）

　
　
　 

同 

　
　
　
　
舟
橋

　
功

　  

（
暮
ら
し
―
文
化
・
生
活
）

　
　
　 

同 

　
　
　
　
岩
根
佐
代
子  

（
暮
ら
し
―
文
化
・
生
活
）

　
執
筆
委
員
（
担
当
分
野
）

　
　
委

　
　
員

　
　
　
吉
田

　
昇

　  （
自
然
）

　
　
　 

同 

　
　
　
　
服
部
都
史
子  

（
経
済
―
農
業
）

　
　
　 

同 

　
　
　
　
大
森

　
克
美  

（
暮
ら
し
―
教
育
）

　
　
　 

同 

　
　
　
　
堀
部

　
令
子  

（
暮
ら
し
―
文
化
・
生
活
）

　
　
　 

同 

　
　
　
　
岩
井

　
美
和  

（
史
料
整
理
・
解
読
）

学
術
専
門
委
員
補
助

　
　
鈴
木

　
乙
都

大
口
町
史
編
さ
ん
調
査
協
力
員

　
　
伊
藤

　
泰
一

　
河
原

　
良
子

　
木
野

　
弓
子

　
水
谷

　
惠
子

　
　
水
谷

　
萌
七

　
水
谷

　
龍
南

　
吉
田

　
愛

原
稿
執
筆

　
本
文
原
稿
は
町
史
編
さ
ん
室
及
び
大
口
町
役
場
職
員
等
、
各
項
目

に
関
係
す
る
職
員
が
執
筆
し
た
。
そ
れ
以
外
で
設
け
た
担
当
は
左
記

の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
編
第
二
章

　
　
吉
田

　
昇

第
三
編
第
二
章

　
　
鈴
木

　
乙
都
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宮前（外坪）�………………………………………………608
宮前（豊田）�………………………………………………598
宮前（余野）�………………………………………………618
妙智寺（妙智庵）� ………………………………40,477,544
明戸（余野）�………………………………………………617
妙徳寺�………………………………… 72,473,493,569,570
民成紡績株式会社（トヨタ紡織株式会社）�… 126,129,319,

363,369,370,544,571
向野（大屋敷）�……………………………………………606
向山（秋田）�………………………………………………591
向江（中小口）�……………………………………………629
向江遺跡�………………………………………………67,570
虫送り………………………………………459,486,488,492
ムクノキ�……………………………………………………33
村北（秋田）�…………………………………………591,592
村西（秋田）�………………………………………………593
村東（秋田）�………………………………………………593
室町幕府�……………………………………………………71
名称地番変更�…552,554,557,559,561,563,565,571,588,590,

591,595,602,629,631
名神高速道路�………………………………84,125,136,360
名濃バイパス建設促進期成同盟会………………………142
名誉町民………………………………………………532,534
メンコ（ショウヤ）�…………………………………412,415
綿（木綿）�…………………………………………………381
餅つき…………………………………………………491,493
モツゴ（イシモロコ）� ……………………………26,27,28
紅葉�……………………………………………………38,128
森進�……………………………………………………97,103
モロコ（諸子）� …………………………………25,415,484

や
藥師裏（豊田）�……………………………………………596
薬師寺（上小口）�…………………………472,518,521,569
薬師堂（下小口・竹田）�………………………480,522,569
薬師如来坐像…………………………………………473,521
役場前線……………………………………………………145
役場南ひろば………………………………………………122
厄日除れ……………………………………………………492
矢崎野（豊田）�……………………………………………599
屋敷（秋田）�………………………………………………590
屋敷越（秋田）�……………………………………………592
八ツ八月……………………………………………………491
ヤツメウナギ（スナヤツメ）�…………………………26,27
八ツ面（大屋敷）�…………………………………………604
矢戸（豊田）�………………………………………………601
矢戸川…………………………………………………………5
柳原（河北）�………………………………………………610
柳原（豊田）�…………………………………………592,597
ヤナギモ�……………………………………………………32
ヤブガラシ�…………………………………………………32
藪山（秋田・豊田）�…………………………………592,597
山えんね……………………………………………………499
ヤマカガシ�…………………………………………………16
山柿�……………………………………………………38,444
山神（豊田）�………………………………………………599
山神前（秋田）�……………………………………………592
ヤマザキマザック株式会社………………126,144,219,368
山中（中小口）�……………………………………………629

山の神…………………………………………………452,633
山ノ神（下小口）�…………………………………………631
山の講（山の子）�……………………………………495,562
山間（大屋敷）�……………………………………………606
山姥物語………………………………………………497,564
弥生時代�……………………………………65,66,67,68,70
ヤリタナゴ�…………………………………………………17
やろ舞い大祭�……………………………………93,260,275
有機資源保管所……………………………………………163
有舌尖頭器………………………………… 65,553,555,558
有線放送電話（有線電話）�……………………150,151,178
湯の花の神事……………………………………441,445,494
養鶏……………………………………………………346,359
養蚕�…79,304,305,339,343,344,346,348,384,387,420,423,

426,483,492,493,558,562,565
養蚕まつり…………………………………………………491
養豚……………………………………………………346,359
幼川（大屋敷）�……………………………………………603
ヨシ（アシ）� ………………………………………26,31,33
ヨシヅヤ大口店…………………………………335,370,371
良峰氏�………………………………………………………71
余野… 12,13,22,23,24,30,38,118,131,145,169,255,283,

284,320,340,384,402,414,499,551,565,567,569,571,
616,617,634

余野遺跡群………………………………………………66,68
余野区……………………………178,552,565,566,568,616
余野神社……………48,72,460,461,518,522,564,568,618
余野線………………………………………………………145
余野中央公園�………………………………………………38

『余野のタヌキ　ポン子とポン太』�………………………24
余野村�…… 39,76,77,343,460,461,497,551,565,571,587

ら
酪農…………………………………………………………347
ラ・モーナ幼稚園�………………………………86,277,278
両目（河北）�………………………………………………613
隣保班……………………………………………395,397,400
連合国軍最高司令官総司令部（GHQ）�…………………442
老人クラブ………………………………………214,228,244
六反田（秋田）�……………………………………………591
六反田（外坪）�……………………………………………607
六部回国供養碑�……………………………………………41
六部橋…………………………………………40,41,106,498

わ
わかしゃち国体（第四九回国民体育大会）�……………233
わかしゃち国体記念運動公園

（上小口グラウンド）�………………………94,222,234,569
若宮江南線……………………3,142,144,190,553,555,560
若者締方條々………………………………………………504
若森（豊田）�………………………………………………597
若ヶ橋（余野）�……………………………………………618
輪くぐり（茅の輪くぐり）� ……………………34,490,562
渡邊米次郎………………………………………511,535,536
渡邊脩…………………………………………………535,537
鰐口�………………………………………………72,441,461

『倭名類聚抄』�………………………… 70,501,570,587,620
ワレモコウ�…………………………………………………36
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百畝町（河北）�……………………………………………615
「雹害補助金領収人名簿」�…………………………………44
標準農村…………………………………………431,432,439
平田（河北）�………………………………………………611
平田（豊田）�………………………………………………600
吹野（大屋敷・下小口）�……………………………604,634
福田（豊田）�………………………………………………601
フサジュンサイ…………………………………………32,34
藤ノ木（河北）�……………………………………………613
藤の木（豊田）�……………………………………………600
婦人会…………………………………226,227,244,493,562
伏部（下小口）�……………………………………………634
二子（豊田）�………………………………………………601
二ツ屋�…………… 12,163,347,458,497,563,609,614,615
二ツ屋学習等共同利用施設（二ツ屋学共）�……………160
二見（豊田）�………………………………………………601
仏忌塚（豊田）�……………………………………………601
不動明王立像………………………………………………522
フナ（鮒）� …………………………………25,348,415,562
舟橋金造………………………………………………538,539
舟橋高次………………………………………………538,539
舟橋商会……………………………………………………539
ブルーギル�…………………………………………………17
ふれあいまつり………………………………………214,259
ブロックローテーション……………………………350,351
文化協会……………………………………………………229
ヘイケボタル……………………………………21,23,29,30
米国搗精等制限令…………………………………………382
平生（大屋敷）�……………………………………………605
平和記念公園…………………………………………174,466
ヘクソカズラ�………………………………………………32
ベニバナツメクサ�…………………………………………32
弁天東（上小口）�…………………………………………621
放課後児童クラブ…………………………………………279
放光寺………………………………………………………481
報国烈士碑……………………………………………508,509
豊三用水……………………………………………………515
豊三用水改修記念碑………………………………………515
法人町民税……………………………………………128,129
傍示（豊田）�………………………………………………601

「暴水流亡各霊墓」�…………………………………40,41,42
法徳寺（秋田）�……………………………………………593
防犯灯………………………………………………………176
暴風雨�………………………………………………………45
ホタル�…………………………………………22,29,30,420
ホタル籠�……………………………………………………29
布袋駅………………………………4,131,132,134,143,146
ホトケノザ�…………………………………………………33
堀尾金助（金助とその母）� …74,93,101,286,450,469,500,

532,533
堀尾史蹟顕彰会…………………………………101,450,532
堀尾氏邸宅跡�………………………………93,450,524,536
堀尾跡…………………………………………………595,598
堀尾跡公園………………………………60,93,122,450,500
堀尾但馬……………………………………………………450
堀尾泰晴�………………………………………………73,555
堀尾吉晴……………73,74,101,.450,469,532,533,555,595
盆踊り………………………………………………………409
本宮山……………………………………………487,493,497
本光寺�…………………………………………………48,478

本郷（大屋敷）� ……… 46,496,504,558,560,596,603,605
本郷（下小口）�………………………………………573,630

『本国神名帳集説』…………………………………………445
ホンドギツネ�………………………………………………24
ホンドタヌキ�………………………………………………24

ま
前田（下小口）�………………………………………573,630
前田（外坪）�………………………………………………607
前田功�…425,426,427,428,429,430,431,432,433,434,438,

439
前田曎（曎男）�……………………………………………542
マクワウリ…………………………………………………419
マコモ………………………………………………31,34,491
マシジミ�……………………………………………………18
又助新田（入鹿又助新田）�………………………76,78,556
町田（河北）�………………………………………………613
まちづくり応援隊・太助………………………245,246,259
まちねっと大口…………………245,246,248,259,262,407
マツカサガイ�………………………………………………18
松下（豊田）�………………………………………………602
松山（外坪）�……………………………………561,607,609
松山西（外坪）�……………………………………………609
松山東（外坪）�……………………………………………608
マムシ�………………………………………………………29
豆田（外坪）�………………………………………………608
マメナシ……………………………………………………445
マユダンゴ…………………………………………………491
マリーゴールド�……………………………………………38
丸�…………………………………………………13,602,605
マルタニシ�…………………………………………………18
丸ノ内（上小口）�……………………………………622,626
満州…………………………………………………………425
三河国………………………………………………………551
三河地震…………………………………………………47,48
ミシシッピアカミミガメ�…………………………………16
水瀬（余野）�………………………………………………620
ミズハコベ�…………………………………………………35
ミゾソバ�……………………………………………………31
水戸先（豊田）�……………………………………………601
南穴田（中小口）�…………………………………………627
南川田（河北）�……………………………………………610
南児童センター……………………………………………279
南野（豊田）�…………………………………………599,600
南保育園�………………………… 86,270,275,279,466,555
ミナミメダカ�………………………………………………17
南屋敷（豊田）�……………………………………………598
南山（秋田）�…………………………………………591,593
ミミナグサ�…………………………………………………33
宮後小牧線…………………………………………3,190,553
宮浦（秋田）�………………………………………………592
宮城県本吉郡南三陸町…………………………………50,98
宮西（余野）�………………………………………………617
宮之前（中小口）�……………………………………626,629
宮東（秋田）�………………………………………………593
宮東（河北）�………………………………………………614
宮前（秋田）�………………………………………………593
宮前（大屋敷）�……………………………………………604
宮前（下小口）�……………………………………………630
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丹羽広域事務組合消防本部大口出張所………186,190,553
丹羽広域事務組合消防本部（丹羽消防本部）�… 7,8,58,186,

187,569
丹羽広域事務組合水道部……………………………170,171
丹羽高等学校………………………………………………569
丹羽消防組合�…………………………………………89,186
丹羽甚吉�……………………………………………………45
ニワトリ（鶏）�…………………………………382,415,419
丹羽ライオンズクラブ�………………………………51,101
ヌマムツ�……………………………………………………17
ネジバナ�……………………………………………………33
農事有線放送電話施設……………………………………150
農地銀行……………………………………………………353
農繁休暇………………………………………………304,305
濃尾大地震�……………………………………………43,473
濃尾平野�……………………………………………………31
ノコギリクワガタ�…………………………………………23
野田（豊田）�………………………………………………601
野田野（下小口）�………………………………570,633,634
野田野西（下小口）�………………………………………635
野田野東（下小口）�………………………………………634
野田野山（下小口）�………………………………………634
野田正昇�……………………… 79,81,85,103,529,530,532

『信雄分限帳』……………………………………553,558,565
ノブドウ�……………………………………………………32
野辺送り……………………………………………………397
野焼き………………………………………………………163
乗船（下小口）�……………………………………………634

は
ハートフル大口�………………………………………98,206
ハイイロゲンゴロウ�………………………………………19
蝿帳…………………………………………………………383
羽加ノ上（河北）�…………………………………………611
墓ノ腰（上小口）�…………………………………………622
萩島（上小口）�…………………339,569,570,571,621,624
白山1号墳�………………………………………………66,68
白山社（上小口）�………………………………463,472,569
白山社（下小口）� ………… 38,307,465,523,569,630,631
白山ふれあいの森……………………………………221,569
ハクビシン………………………………………………12,13

『羽黒水災記』�………………………………………………40
羽黒線（名鉄バス）�…………………………………132,133
馬喰島（上小口）�…………………………………………623
馬喰島（河北）�……………………………………………613
箱寿司（押寿司・切寿司）�……………………382,484,485
箱膳…………………………………………………………382
狭間（豊田）�………………………………………………601
服部農園有限会社……………………351,356,357,358,359
八王子社……………………………………………………448
八左……………………………………………………554,589
八左衛門新田（入鹿八左衛門新田）�… 76,78,445,446,506,

553,554,589
八十八夜……………………………………………………492
八剱社……………………73,79,450,484,524,532,595,598
八剱社拝殿…………………………………………………450
初誕生………………………………………………………392
初詣り………………………………………………………491
初宮まいり…………………………………………………391

八田川……………………………………………………6,114
八ツ垂（大屋敷）�…………………………………………604
八反田（秋田）�……………………………………………591
八反田（豊田）�……………………………………………601
花ノ木（大屋敷）�…………………………………………605
花立（余野）�………………………………………………619
花水木�………………………………………………………38
花見塚（豊田）�……………………………………………602
花見橋………………………………………………………122
巾（外坪）�……………………………………………561,607
巾上（河北）�………………………………………………615
巾上（外坪）�………………………………………………608
巾下（外坪）�………………………………………………608
巾下川……………………………………5,31,32,34,36,608
破魔矢………………………………………………………391
ハラ……………………………………………………554,589
原田（上小口）�……………………………………………623
バロー大口店………………………………………………371
万好軒�…………………………………………………72,473
伴上（河北）�………………………………………………611
阪神・淡路大震災………………………49,93,178,205,206
班長…………………………………………………………400
馬場（中小口）�……………………………………………626
播隆上人……………………………………………………481
ビー玉（カチン玉）�…………………………………412,415
ビオトープ�……………………………… 29,30,95,261,292
東池尻（豊田）�……………………………………………596
東大鹿（中小口）�…………………………………………627
東柿野（上小口）�…………………………………………623
東神薙（中小口）�…………………………………………628
東郷前（秋田）�……………………………………………594
東御供所……………………………………………………557
東五明（下小口）�…………………………………………631
東出（河北）�…………………………………………616,624
東樋田（下小口）�…………………………………………633
東奈良子……………………………………132,557,595,597
東成兼（豊田）�……………………………………………601
東日本大震災�………………… 50,51,98,204,205,206,568
東端（河北）�………………………………………………611
東八丁（秋田）�……………………………………………594
東保育園�…………………………………………86,278,279
東曲田（下小口）�…………………………………………632
東万願寺（中小口）�…………………………………623,626
東水砂野（下小口）�………………………………………634
東屋敷（豊田）�……………………………………………598
東藪山（秋田）�………………………………………592,597
東割（河北）�………………………………………………612
ヒガンバナ�…………………………………………………32
髭田（秋田）�………………………………………………591
彦市（下小口）�……………………………………………635
ヒサカキ�……………………………………………………33
日高（余野）�…………………………………………617,619
ひな節句……………………………………………………489
ヒノキ�………………………………………………………33
ヒバシリ……………………………………………………589
尾北広域事務組合………………………………165,396,399
ヒメガムシ�…………………………………………………19
ヒメタニシ�…………………………………………………18
ヒメボタル�…………………………………………19,21,29
ヒメムカシヨモギ�…………………………………………33
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外坪�…12,25,38,48,142,169,255,307,357,402,513,551,561,
562,563,569,607,615,632

外坪浦（中小口）�…………………………………………628
外坪学習等共同利用施設（外坪学共）� …………………38
外坪区……………………………………………178,457,552
外坪扶桑線……………………………………………………3
外坪村�………………………… 39,76,78,551,560,587,607
度々目利（豊田）�…………………………………………599
トノサマバッタ�……………………………………………19
ドブガイ（ドウビン）� ……………………………………25
富成村�…43,78,173,402,478,513,525,544,551,561,563,587
豊田… 38,58,95,105,163,167,169,255,355,402,484,489,

495,532,540,551,553,556,557,558,595
豊田学習等共同利用施設（豊田学共）� ……………38,450
豊田区……………………………………………178,321,552
トヨタ自動車株式会社大口第一部品センター…………129
豊田駐在所…………………………………………………174
豊田村�…………………………… 78,551,557,587,595,597
とりもち…………………………………………395,396,397
土葬…………………………………………………………396
トンガリササノハガイ�……………………………………18
ドンコ（ダボ）� ……………………………………26,27,28

な
苗田島（中小口）�…………………………………………629
中池尻（豊田）�……………………………………………596
仲沖……………………353,355,458,563,609,613,614,627
仲沖集会場…………………………………………………160
仲沖東（河北）�……………………………………………614
仲沖前（河北）�……………………………………………614
長筬（河北）�………………………………………………612
中小口… 27,38,39,40,90,106,255,273,384,498,501,544,

547,551,552,560,564,569,570,571,617,618,620
中小口区…………………………………………178,321,572
中川原（中小口）�…………………………………………626
中切（豊田）�………………………………………………601
中窪（上小口）�……………………………………………622
中窪（河北）�………………………………………………611
中五反田（下小口）�………………………………………632
中五明（下小口）�…………………………………………631
中保育園（大口中保育園）� …… 86,271,273,275,277,569
長桜………………………………441,442,494,553,554,589
長桜替地新田（入鹿長桜替地新田）� …76,77,78,506,553,

588,598,599,602
長桜村………………76,78,445,506,551,553,554,589,592
中嶋佐兵衛尉�……………………………………72,441,461
中嶋城跡�……………………………………………………72
中嶋豊後守�…………………………………………………72
中長渕（上小口）�…………………………………………622
中流（下小口）�……………………………………………632
中庭森（下小口）�…………………………………………632
中畑（余野）�………………………………………………619
中原（秋田）�………………………………………………591
中原遺跡�……………………………………………………65
長渕（大屋敷）�………………………………………597,606
ナガミヒナゲシ�……………………………………………33
中山（秋田）�…………………………………………591,593
長良川�………………………………………………………31
流レ（豊田）�………………………………………………596

名古屋高速道路………………………………………136,142
名古屋市立白鳥小学校………………………………286,532
ナゴヤダルマガエル�………………………………………16
梨子ノ木（上小口）�………………………………………624
鍋田（中小口）�……………………………………………626
ナマズ�………………………………………17,348,412,562
ナミアゲハ�…………………………………………………23
奈良子�………………………………………12,556,595,596
奈良・平安時代�……………………………………………70
南天�…………………………………………………………38
西池尻（豊田）�……………………………………………596
西壱丁田（秋田）�…………………………………………590
西浦（余野）�…………………………………………565,617
西浦遺跡�……………………………………………………65
西大鹿（中小口）�…………………………………………629
西柿野（上小口）�…………………………………………623
西川原（秋田）�……………………………………………593
西河原（豊田）�……………………………………………598
西神薙（中小口）�…………………………………………628
錦木�…………………………………………………………38
西郷前（秋田）�……………………………………………594
西御供所……………………………………………………557
西児童センター………………………………………279,280
西っ子里山クラブ…………………………………………292
西樋田（下小口）�…………………………………………633
西中山（秋田）�……………………………………………592
西流（下小口）�……………………………………………633
西奈良子………………………………………………557,595
西成兼（豊田）�……………………………………………600
西野合（中小口）�…………………………………………625
西乗船（下小口）�…………………………………………635
西廻間（秋田）�……………………………………………591
西狭間（河北）�……………………………………………615
西八丁（秋田）�……………………………………………594
西吹野（下小口）�…………………………………………634
西保育園�……………………………… 86,273,275,279,564
西曲田（下小口）�…………………………………………632
西万願寺（上小口）�…………………………………623,626
西見浦（河北）�……………………………………………610
西水砂野（下小口）�………………………………………634
西屋敷（上小口）�…………………………………………622
西屋敷（豊田）�……………………………………………598
西藪山（豊田）�………………………………………592,597
西山神（中小口）�…………………………………………625
西山神遺跡…………………………………………64,65,570
仁所野（下小口）�……………………………………573,630
仁所野遺跡（白山古墳群）� … 66,67,68,465,523,569,570
西割（河北）�………………………………………………612
日露戦争………………………………317,509,510,511,529
日清戦争…………………………………………508,511,513
日中戦争………………………………425,426,427,432,438
ニホンアナグマ�……………………………………………13
ニホンイシガメ�……………………………………………16
ニホンイタチ……………………………………………13,14
ニホンウナギ�………………………………………………17
日本社会党…………………………………………………438
ニホンマムシ�………………………………………………16
ニホンミツバチ�……………………………………………19
丹羽郡�………………………………………………………43

「丹羽郡大口村大字余野周辺採集昆虫写生図」�…………22
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全徳寺…………………………………………………475,564
宗雲…………………………………………495,554,589,592
宗雲新田（宗雲入鹿新田）�…76,78,447,506,553,554,589
葬式………………………………………………395,397,400
総代…………………………………………………………400
僧都庵（余野）�……………………………………………617
草履（藁草履）�……………………………381,382,389,390
ソメイヨシノ………………………………102,109,110,111
村落合併願…………………………………………………506

た
体育協会……………………………………231,232,233,411
体育大会（町民体育祭）�…………………214,242,276,410
大規模経営農家…………………………………353,354,356
大師寺………………………………………………………480
第二次上海事変……………………………………………427
大日塚古墳…………………………………………………558
第二室戸台風�………………………………………………56
大福寺（余野）�……………………………………………619
タイム技研株式会社………………………………………272
タイワンシジミ�……………………………………………18
タイワンタケクマバチ…………………………………19,20
田植え………304,351,356,357,358,418,420,423,488,492
田植休み……………………………………………………492
高岡（上小口）�……………………………………………624
鷹来工廠（名古屋造兵廠鷹来製造所）� …430,431,432,434,436
高木大宇（健治）�……………………………………544,547
高木天仙（鶴義）�…………………………515,536,544,547
高場（豊田）�………………………………………………600
高橋………………………………558,560,602,603,605,606
タガラシ�……………………………………………………33
竹田（下小口）�… 13,14,86,144,169,522,570,573,633,635
竹田浦（下小口）�…………………………………………635
竹田西（下小口）�…………………………………………635
竹田東（下小口）�…………………………………………635
凧揚げ………………………………………………………417
田代（余野）�………………………………………………619
田代西（余野）�……………………………………………619
多世代が集う憩い広場…………………………102,111,569
田中（上小口）�……………………………………………623
タヌキ……………………………………………………12,24
多文化共生…………………………………………………407
珠川賞………………………………………………………275
タマシギ�……………………………………………………15
タモロコ�……………………………………………………17
男女共同参画……………………………………227,251,252
地域自治組織�……………… 97,246,249,250,255,257,258
チガヤ�…………………………………………………32,491
地区懇談会�……………………………………………92,241
地方交付税……………………………………………323,324
地方分権�………………………………… 94,96,97,243,253
チャンバラ……………………………………………412,416
中央相互銀行………………………………………………537
忠孝碑…………………………………………………508,510
忠魂碑…………………………………………………508,510
沖積低地（沖積平野）�………………………………………3
鋳鉄地蔵菩薩立像（汗かき地蔵）�………471,496,517,521
チョウゲンボウ�……………………………………………15
長松寺…………………………………471,496,517,521,606

チョウジタデ�………………………………………………33
『張州府志』…………………………………………………445
長蔵橋（中小口）�…………………………………………627
町村合併促進法………………………………… 83,124,324
町内会………………………………………………………400
長楽寺（豊田）�……………………………………………597
塚田（上小口）�………………………………………616,624
塚本（河北）�………………………………………………611
津島社（秋田）�………………………………………111,446
津島社（河北）�………………………………………458,613
津島社（豊田）�……………………………………………466
辻田（中小口）�……………………………………………627
椿下（河北）�………………………………………………614
ツマグロヒョウモン……………………………………19,20
出口（河北）�…………………………………………616,625
寺浦（余野）�………………………………………………620
寺島（河北）�………………………………………………615
寺田（下小口）�………………………………………570,631
寺田巽（中小口）�…………………………………………628
寺田東（下小口）�…………………………………………631
寺田前（下小口）�…………………………………………632
寺東（大屋敷）�……………………………………………606
寺東（豊田）�………………………………………………598
寺前（余野）�…………………………………………617,618
伝右衛門新田（入鹿伝右衛門新田）�… 39,76,78,448,506,

553,554,588
転作団地……………………350,351,352,353,354,355,357
天神（下小口）�……………………………………………573
天神社（秋田・替地）�……………………………………449
天神社（秋田・長桜）�…………441,442,445,494,553,593
天神塚（河北）�……………………………………………615
天神前（下小口）�…………………………………………631
天神前（余野）�……………………………………………618
伝染病…………………………………………………165,399
伝統芸能発表会……………………………………………275
伝右�…………………………………………79,554,588,590
天王（秋田）�………………………………………………593
天王前（河北）�……………………………………………613
天王祭（提灯祭り）�………………………………………490
樋先（大屋敷）�……………………………………………606
樋田（秋田）�………………………………………………590
樋田（大屋敷）�……………………………………………605
樋田（中小口）�……………………………………………627
トウカイコガタスジシマドジョウ

（シマメドジョウ）�…………………………………17,26,27
東海豪雨……………………………………7,58,95,113,179
東海理化（株式会社東海理化）�…………………………219
同興紡績株式会社……………………………………126,369
陶製狛犬…………………………………………461,518,522
銅造千体地蔵……………………………………473,518,521
東南海地震………………………………………………47,48
堂軒（下小口）�……………………………………………634
東名高速道路…………………………………………125,136
徳林寺�…72,79,474,476,481,497,521,564,565,570,617,620
徳林寺山門・中門……………………………………475,521
都市計画道路………………………………100,138,140,145
都市計画法�……………………………… 4,85,120,140,144
都市計画マスタープラン……………………………120,122
ドジョウ�………………………………… 17,26,27,412,415
土地改良……………………………………100,140,145,352
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下神薙（中小口）�…………………………………………628
下木賀田（中小口）�………………………………………627
下五反田（下小口）�………………………………………632
下五明（下小口）�…………………………………………631
下猿境（下小口）�…………………………………………632
下田（上小口）�……………………………………………623
下田（豊田）�………………………………………………602
下大日（河北）�……………………………………………611
下長渕（中小口）�…………………………………………627
下流（下小口）�……………………………………………632
下流（大屋敷）�……………………………………………605
下流（余野）�………………………………………………619
下庭森（下小口）�…………………………………………632
下野合（中小口）�…………………………………………626
下ノ段（中小口）�……………………………………572,625
下林（上小口）�……………………………………………625
下林遺跡�……………………………………………………65
下万願寺（中小口）�…………………………………623,626
下水砂野（下小口）�………………………………………634
下山伏（中小口）�…………………………………………626
釈迦堂（弘法堂）�…………………………………………479
釈迦如来立像………………………………………………473
釈迦の下（河北）�…………………………………………612
シヤチハタ株式会社………………………………………538
社本育英事業………………………………………………315
社本鋭郎�…82,103,109,111,124,315,340,369,402,530,532
従業者規模別小売店数……………………………………371
従軍紀念碑…………………………………………………508
十三参り……………………………………………………489
集中豪雨…………………………………………………59,60
ジュズダマ�…………………………………………………31
樹木（豊田）�………………………………………………599
竣功記念碑…………………………………………………513
純農村地帯……………116,135,324,334,339,340,369,402
奨学金返済者助成制度……………………………………315
承久の乱�……………………………………………………71
商業別小売店年間売上……………………………………372
定光寺（中小口）�…………………………………………625
少々腰（余野）�……………………………………………617
浄心線（名鉄バス）�…………………………………132,134
上水道…………………………………………………169,171
小銅鐸�………………………………………………………66
庄内川�…………………………………………6,23,113,114
しょうねん塚古墳…………………………………………558
消費者購買動向調査………………………………………373
勝負池（大屋敷）�…………………………………………605
勝負山（秋田）�……………………………………………591
消防操法大会…………………………………………184,185
消防団……………………49,55,182,183,184,185,189,568
縄文時代…………………………………………………64,65
ジョウレン�…………………………………………………25
精霊流し……………………………………………………494
昭和用水…… 59,114,514,515,566,596,597,617,618,634
昭和用水改修碑……………………………………………514
昭和用水完工之碑…………………………………………515
シラカシ�……………………………………………………33
白亀（豊田）�………………………………………………600
白木（豊田）�………………………………………………600
白木遺跡�……………………………………………………70
白金（大屋敷）�……………………………………………604

シロツメグサ�………………………………………………33
シロハエ……………………………………………………415
城屋敷（中小口）�……………………………………535,629
新川……………………………………………5,113,114,115
進学…………………………………………………………420
新型コロナウイルス感染症……148,210,213,218,219,359
新郷瀬川………………………………………………………5
新木津用水�………………… 76,114,339,502,569,570,621
新田（大屋敷）�………………………………………560,603
新田（下小口）�………………………………………573,633
新田前（下小口）�…………………………………………633
神福社………………………………………………………451
神福神社古墳�………………………………………………68
新宮（中小口）�………………………………………560,572
新宮浦（中小口）�…………………………………………629
新宮前（中小口）�…………………………………………629
神明下（河北）�……………………………………………610
神明下（余野）�……………………………………………618
神明社（秋田）�……………………………………………446
神明社（大屋敷）�………………………………428,455,558
神明社（河北・上郷）� ………………………………38,458
神明社（河北・二ツ屋）�……………………………460,614
神明社（外坪）�…………………………………448,513,560
神明社（中小口）�……………………………………464,569
水泳大会……………………………………………………409
水神碑�…………………………………………………41,106
水素ステーション…………………………………………136
水戸（上小口）�……………………………………………621
スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）� …………………18
ススキ……………………………………………………32,33
鈴木愽�………………………………………………………92
鈴木雅博�……………………………… 99,103,128,138,142
スズサイコ�…………………………………………………36
墨俣川の合戦�………………………………………………71
スポーツ少年団………………………………………230,231
諏訪社……………………………………………111,454,558
清右衛門新田（入鹿清右衛門新田）�……………76,78,570
聖観音坐像…………………………………………………473
征清記念碑…………………………………………………513
成人の祝い…………………………………………………393
製造品出荷額等……………………………………………366
セイタカアワダチソウ�……………………………………32
西南戦争………………………………………………508,511
青年会…………………………………………………225,493
青年団………………………225,226,227,408,423,529,562
制服（小学校）�………………………………………305,306
セイヨウアブラナ�…………………………………………32
セイヨウカラシナ�…………………………………………32
セイヨウタンポポ�…………………………………………33
セイヨウミツバチ�…………………………………………19
セキショウモ�………………………………………………32
節句祝い……………………………………………………392
節分…………………………………………………………489
戦役記念碑…………………………………………………511
善鍬（豊田）�………………………………………………597
善光寺塚古墳………………………………………………570
仙田賢弌�………………………………………………81,511
仙田半畊（裁）�…………………………………525,536,544
センチコガネ�………………………………………………19
全町農業公園構想…………………………………………159
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144,336,360,553,555
国土調査事業�………………………………………………91
御供所…………………………………………………555,595
御供所村�……40,73,76,78,500,551,553,554,556,557,558,

595,598
小皿（豊田）�………………………………………………598
五三次（河北）�……………………………………………612
五条川（幼川・稚川）�…3,5,6,11,16,17,18,19,20,28,29,31,

33,34,35,36,41,58,59,60,68,83,86,91,93,95,102,105,
109,110,111,113,114,115,128,144,153,166,179,260,
261,287,289,290,295,304,307,339,348,377,412,414,
415,420,471,493,498,514,524,555,556,557,558,563,
569,596,597,598,602,603,610,620,623,627,632

五条川右岸浄化センター…………………………………167
五条川改修記念碑…………………………………………106
五条川改修工事……………………………………………105
五条川改修工事期成同盟会………………………………105
五条川左岸浄化センター…………………………………166
小虱（下小口）�……………………………………………632
コセンダングサ�……………………………………………33
五反田（秋田）�……………………………………………590
五反田（河北）�……………………………………………612
木津用水（合瀬川）�…5,6,11,16,17,19,20,26,29,31,33,35,

36,60,76,105,113,114,115,339,345,464,515,532,560,
569,570,571,621,623,627,628

固定資産税………………………………………126,128,129
金刀比羅社…………………………………………………449
子ども医療助成制度………………………………………268
コナギ……………………………………………………33,35
コナラ�………………………………………………………33
こぶし�………………………………………………………38
小渕（豊田）�………………………………………………601
古墳時代�……………………………………………66,67,68
小平治弘法……………………………………………471,496
コマ……………………………………………………412,416
小牧インターチェンジ………………125,136,140,142,360
小牧・長久手の戦い�…………… 73,475,553,558,560,565
ゴマダラカミキリ�…………………………………………23
コミュニティバス……………………………4,130,131,146
ゴミムシ�……………………………………………………19
ゴムガン……………………………………………………416
米野（秋田）�…………………………………………591,592
婚姻…………………………………………………………394
権現（余野）�………………………………………………618
権現浦（余野）�……………………………………………618
権現西（余野）�……………………………………………618
近藤俊夫�……………………………………………………24
近藤豊治�……………………………………………………22

さ
裁断橋…………………………………………………500,532

『裁断橋物語』………………………74,93,101,286,500,532
斎藤羽黒線……………………………………3,563,564,569
境川…………………………………………5,31,34,607,609
酒井鍈…………………………………………… 94,159,285
酒井覚郎………………………………………………511,527
酒井椿渓（惟一）�………………………………511,525,527
酒井久美�………………………………………………81,103
サカキ�………………………………………………………33

坂小渕（大屋敷）�…………………………………………605
サカマキガイ�………………………………………………30
左義長…………………………………………………463,488
桜（さくら）�……38,83,88,93,109,110,111,128,153,304
桜塚古墳………………………………………………553,554
桜ライン311�……………………………………………50,98
笹踊り………………………………………………………456
笹折（豊田）�………………………………………………599
ササバモ�……………………………………………………32
差柳（豊田）�………………………………………………596
さつきケ丘…………………………38,59,255,551,568,616
さつきケ丘区……………………178,181,552,565,567,568
さつきケ丘防災センター�………………………38,181,568
里帰り………………………………………………………391
ザリガニ……………………………………………………415
三右衛門新田（入鹿三右衛門新田）�…76,78,466,556,599
産業別小売店数……………………………………………372
産業別事業所数………………………………………363,366
産業別従業者数………………………………………366,372
三軒家（下小口）�…………………………………………630
三神（河北）�………………………………………………613
三町野（秋田・豊田）�………………………………594,599
山根（豊田）�………………………………………………597
棧敷（河北）�………………………………………………610
山王田（下小口）�…………………………………………635
山王道…………………………………………………560,604
三明神社……………………428,432,433,453,455,558,604
44（しあわせ）の会�……………………………92,240,251

『寺院仏堂明細帳』…………472,473,474,475,476,477,481
シオカラトンボ…………………………………………19,23
市街化区域…………………………………………4,121,122
市街化調整区域�……………… 4,85,121,126,336,353,360
地下の人……………………………………………………405
仕事始め……………………………………………………491
獅子毛（上小口）�…………………………………………621
獅子狛犬………………………………………………461,522
獅子屋形�…………………………………………46,483,485
自主防災組織�………………………………………………91
治承・寿永の乱�……………………………………………71
地蔵寺（秋葉三尺坊）�……………………470,481,489,596
地蔵堂（中小口）�…………………………………………625
自治体内自治区�……………………………………………96
七夜…………………………………………………………391
指定管理者制度……………………………………………253
柴山藤蔵…………………………………………………40,41
シベリアイタチ…………………………………………13,14
姉妹都市……………………………………………………101
島内（上小口）�……………………………………………624
島浦（上小口）�……………………………………………624
島根県松江市�……………………………………74,101,533
島前（上小口）�……………………………………………624
清水（秋田・豊田）�…………………………………594,599
清水（中小口）�………………………………………625,628
清水（余野）�…………………………………………617,619
清水遺跡……………………………………………………564
下池田（下小口）�…………………………………………631
下小口… 13,15,38,40,56,152,255,350,351,354,355,384,

465,501,527,551,552,558,564,569,570,571,590,603,
620,630,634

下小口区…………………………………………178,321,573
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ギシギシ�……………………………………………………33
雉子野（豊田）�……………………………………………602
絆11（イレブン）� …………………………………………51
木曽川…………………………………3,26,31,115,170,339
北穴田（中小口）�…………………………………………627
北尾張中央道整備促進期成同盟会………………………143
北海道（大屋敷）�…………………………………………603
北替地（秋田）�……………………………………………594
北替地遺跡�…………………………………………………65
北川田（河北）�……………………………………………610
北河原橋…………………………………………………58,95
キタキチョウ�………………………………………………19
北児童センター………………………………………279,569
北太郎丸（上小口）�………………………………………622
キタテハ�……………………………………………………19
北ノ坪（河北）�………………………………………614,624
北ノ山（上小口）�…………………………………………621
北保育園�………… 86,268,270,272,273,275,279,280,569
北屋敷（下小口）�…………………………………………630
来た人………………………………………………………405
北割（河北）�………………………………………………611
キツネ……………………………………………………12,24
絹……………………………………………………………381
キベリマルクビゴミムシ�…………………………………23
擬宝珠………………………………………………… 74,500
キマダラカメムシ�…………………………………………20
キムネクマバチ�……………………………………………20
木遣り………………………………………………………487
給田（豊田）�………………………………………………599
清島神社………………………………………………464,569
供出……………………………………………………382,384
行政防災無線�………………………………99,151,178,179
教善寺………………………………………………………479
金三西（中小口）�……………………………………623,626
ギンブナ�……………………………………………………17
キンモクセイ（もくせい）�……………………………38,88
釘刺し遊び（クギサシ）�………………………412,415,416
草井羽黒線�…………………………………………3,60,563
クサムネ�……………………………………………………33
クスノキ�……………………………………………………33
クズ�…………………………………………………………32
区長�…44,125,400,406,485,551,552,554,557,560,561,563,

566,567,571,572,573
熊野社…………………………………………………447,554
組………………………………………………………395,400
クララ�………………………………………………………35
九郎右衛門新田（入鹿九郎右衛門新田）� …76,78,452,556,599
桑……………………………………………………37,45,344
クワガタムシ�………………………………………………22
桂林寺�………………………………… 79,469,470,540,598
下島（下小口）�…………………………………570,573,633
下島東（下小口）�…………………………………………633
下島前（下小口）�…………………………………………633
下水道………………………………………………………166
下駄……………………………………………………381,382
ケヤキ�………………………………………………………33
県営住宅（県営垣田住宅）� ………………85,167,320,385
県営名古屋空港（豊場飛行場）� ……………………87,436
県営ほ場整備事業（ほ場整備事業）�… 85,116,125,140,144,

341,348

兼業農家……………………………………………………100
健康おおぐち21�…………………………………93,214,215
ゲンジボタル……………………………………21,23,29,30
コイ�…………………………………………………………17
郷（外坪）�……………………………………………561,607
郷裏（秋田）�………………………………………………590
郷浦（上小口）�……………………………………………621
広縁宮廷式土器・無頸脚付土器…………………………523
後期高齢者医療制度………………………191,192,194,200
後期旧石器時代…………………………………………63,64
高校生等通学費助成制度…………………………………315
工場誘致�…83,85,116,124,125,126,127,128,136,138,317,

319,324,325,326,328,329,334,335,337,340,362,363,
369,377,405,569,571

洪水ハザードマップ………………………………………179
郷瀬（上小口）�……………………………………………622
郷瀬川…………………………………………………563,610
郷中（上小口）�……………………………………………622
郷中（河北）�………………………………………………612
江南池之内線…………………………………………144,190
江南駅………………………………………………4,131,146
江南大口線……………………………………………144,145
江南警察署…………………………………………………173
江南丹羽環境管理組合（環境美化センター）�……15,60,155,

156,157,161
郷西（秋田）�………………………………………………590
郷西（上小口）�……………………………………………621
郷東（外坪）�………………………………………………607
降雹�……………………………………………43,46,79,529

「降雹被害略図」�……………………………………………44
広報おおぐち…………………………………………242,250
弘法さま……………………………………………………490
郷前（河北）�………………………………………………612
公民館…………………………………………………220,411
公民館活動…………………………………………………411
郷屋敷（外坪）�……………………………………………607
五右衛門風呂…………………………………………386,388
コオイムシ�…………………………………………………21
小折入鹿出新田……………………76,78,451,554,556,595
小折警察署（布袋警察署）�………………………………173
小折新田………………………………………………557,595
氷冷蔵庫……………………………………………………383
小型仿製鏡（弥生系小型仿製鏡）� ………………………66
河北�…12,13,14,16,19,36,38,40,58,106,155,156,159,160,

161,169,255,347,402,467,525,534,536,544,551,609,
610,613

河北エコステーション……………………………………161
河北エコ・リサイクルの会………………………………160
河北学習等供用施設（河北学供）�………………………160
河北区…………………………………………………178,552
河北グラウンド�…………………………………94,159,161
河北駐在所…………………………………………………174
河北村…………………39,40,76,77,458,551,587,609,622
国勢調査………………………………242,317,318,319,321
国土調査事業………………………………………………575
国民健康保険制度………………………………191,192,194
コクワガタ�…………………………………………………19
国道41号（名濃バイパス）�……3,101,114,125,128,136,138,

140,142,144,336,360,363,376,383,560,569
国道155号（北尾張中央道）�…3,101,125,136,138,140,143,
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小口線…………………………………………………100,145
小口岩倉線�……………………………… 3,73,145,564,569
小口城�…71,72,73,93,273,289,501,525,536,537,564,570,

622,623,626
小口城址公園……………………………73,93,511,537,569
小口神社…………………38,70,225,441,444,569,570,626
小口駐在所…………………………………………………174
小口名古屋線……………………………………………3,569
小口村… 39,40,43,76,77,78,114,130,173,402,463,465,

525,527,544,551,554,561,565,570,571,587,589,620
起シ（上小口）�……………………………………………621
御字神（余野）�……………………………………………620
織田街道………………………………………………273,570
織田郷広�……………………………………………………71
織田敏定（織田伊勢守敏定）�……………………………473
織田敏広�…………………………………………71,501,570
織田広近（織田遠江守広近）�… 71,72,93,273,473,474,501,

564,570,623
おちょぼ稲荷古里の宮……………………………………497
お日待………………………………………………………495
帯祝い………………………………………………………391
オマント花…………………………………………………483
オミナエシ�…………………………………………………36
親子通園……………………………………………………279
尾張川合戦�…………………………………………………71
尾張国………………………………………………………551

『尾張國地名考』………………………607,609,614,616,620
『尾張国内神名帳』………………………………445,553,570
『尾張国本国帳』……………………………………………444
『尾張志』………………………………………………445,464
『尾張徇行記』�…76,77,343,441,445,447,448,453,454,455,

456,458,460,461,463,464,465,472,475,477,552,553,
556,558,560,563,570,587,589,592,593,595,596,597,
609,610,620,621,628,631,633,634,635

尾張伝染病院組合…………………………………………399
尾張中北消防指令センター………………………………187
尾張富士……………………………………308,486,487,493
尾張北部環境組合…………………………………………156
尾張北部水道企業団�……………………………86,170,171

『尾張名所図会』……………………………………………475
尾張北部聖苑組合（尾張北部聖苑）�…………165,396,399
オンブバッタ�………………………………………………19

か
介護保険制度…………………………191,192,197,198,204
カエデ………………………………………………………109
カエドリ�………………………………………………25,348
替地�……………………………… 12,169,553,554,588,594
鏡開き………………………………………………………488
鏡餅…………………………………………………………493
垣田………………………………255,320,551,565,568,616
柿田（外坪）�………………………………………………608
垣田区………………………………………178,552,565,567
柿田前（外坪）�……………………………………………609
柿野（河北）�………………………………………………613
学習等共同利用施設（学習等供用施設）�…221,233,409,412
楽田原新田水車願連判帳…………………………………502
梶田（秋田）�………………………………………………590
樫木�…………………………………………………………38

柏森駅……………………4,118,131,146,292,321,564,568
柏森大口線………………………………………144,145,234
霞野（豊田）�………………………………………………600
火葬…………………………………………………………396
刀　無名　伝守利…………………………………………517
カタバミ�……………………………………………………33
カダヤシ�……………………………………………………17
学校法人岩倉学園…………………………………………277
カナブン�……………………………………………………19
蟹ヶ坪（河北）�……………………………………………611
兼房株式会社………………………………………………126
鹿ノ戸（豊田）�……………………………………………596
カブトムシ�…………………………………………19,22,23
カマツカ（スナクジ）� ……………………………26,27,28
かまど（クド）�……………………………383,386,388,390
鎌倉幕府�……………………………………………………71
上池田（下小口）�…………………………………………631
上大塚（大屋敷）�…………………………………………606
上大坪（上小口）�…………………………………………624
上小口… 27,38,39,40,59,110,134,135,144,255,319,355,

384,408,463,465,501,521,535,551,552,563,569,570,
571,620,621,623

上小口学習等供用施設（上小口学供）� …………………38
上小口区………………………………………………178,571
上木賀田（中小口）�………………………………………627
カミキリムシ……………………………………………22,37
上郷（河北）�……………………………………563,610,611
上五反田（下小口）�………………………………………632
上五明（下小口）�…………………………………………631
上猿境（下小口）�…………………………………………632
紙芝居………………………………………………………416
上長渕（上小口）�…………………………………………622
上流（下小口）�……………………………………………632
上庭森（下小口）�…………………………………………632
上野合（中小口）�…………………………………………626
上之段（中小口）�…………………………………………572
上万願寺（上小口）�…………………………………623,626
上向江（上小口）�…………………………………………622
上山伏（上小口）�…………………………………………622
カムルチー（ライギョ・ソウギョ）� ……………17,18,25
亀ヶ淵（上小口）�…………………………………………622
蚊帳�…………………………………………………………29
カラスガイ�…………………………………………………25
烏田（中小口）�……………………………………………627
川西（余野）�………………………………………………617
川東（余野）�………………………………………………617
カワニナ�……………………………………………………30
川端（中小口）�……………………………………………572
カワバタモロコ�……………………………………………17
カワヒガイ�…………………………………………………17
カワヨシノボリ（ヨシノボリ）�………………………26,27
川原ヶ田（秋田）�…………………………………………592
川向（余野）�………………………………………………618
簡易水道…………………………………56,86,169,170,383
観音堂（余野）� …………………………………48,476,477

『寛文村々覚書』�…73,76,77,441,445,447,451,456,458,460,
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応仁・文明の乱…………………………………………71,72
大縣神社（二之宮）� …………… 71,489,491,493,595,604
大長（外坪）�………………………………………………608
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伊勢湾台風……9,52,55,56,57,294,304,320,457,567,568
磯ヶ下（河北）�……………………………………………615
イタチ�………………………………………………………12
壱丁田（秋田）�……………………………………………590
一本宮（河北）�……………………………………………613
一本松（中小口）�…………………………………………627
伊藤泰一……………………………………………………414
稲木荘�………………………………………………………71
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稲刈り…………………………………304,351,357,418,488
井上誠之�…………………………………………84,103,283
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岩手県遠野市綾織町�………………………………50,51,98
岩手県陸前高田市�…………………………………………50
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御請状之事…………………………………………………503

索　　引
索引内の（　　）は別名、略称などを入れた。なお、目次の見出しにある事項については、

索引項目から除外してある。
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